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2013
（平成２５年）

◎島村大神奈川県歯科医師後援会発会式
◎「島村大を励ます」
◎第２３回参議院議員通常選挙
◎第２３回参議院議員神奈川選挙区
◎第49回臨時評議員会

横浜・みなとみらい21地区最大規模の商業施設
「MARK　ISみなとみらい」開業

島村大神奈川県歯科医師後援会発会式

第２３回参議院議員通常選挙
石井みどり参議院議員 ２期目当選

東京オリンピックの開催決定

東横線と副都心線が直通運転を開始 圏央道が部分開通

社会の出来事

すが義偉「島村大を励ます」春の集い開催

第２３回参議院議員神奈川選挙区
島村大先生 初当選
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◎デンタルミーティングＩＮかながわ「歯科検診の義務化を提言」
◎地域別幹事会・DM会合同会議「組織対策委員を交えて懇談」
◎富田篤会長が県民功労者表彰受賞
◎日本歯科医師連盟平成26年褒章
◎第49回臨時評議員会

2014
（平成２６年）

首都圏で初めて厚木基地にオスプレイ飛来 野毛山動物園のツガルさん逝く

富田篤会長が県民功労者表彰受賞

日本歯科医師連盟平成26年褒章
石井良雄 元県歯連盟理事長、
県歯連盟が受賞

「デンソー健康保険における取り
組み」講演する赤塚俊昭氏

受賞する
故 石井良雄先生 県歯連盟の表彰状と

記念盾

デンタルミーティングＩＮかながわ「歯科検診の義務化を提言」

地域別幹事会・DM会合同会議「組織対策委員を交えて懇談」

横浜の積雪28センチは観測開始以来７番目 JR桜木町駅に北改札口新設、CIAL桜木町も開設

社会の出来事
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2015
（平成２7年）

◎第31回定時評議員会
◎幹事会・DM会合同会議
◎デンタルミーティングＩＮかながわ「混合診療をテーマに集う」
◎かながわ自民党歯科保健・医療推進議員連盟
　神奈川県歯科保健・医療推進研究会（勉強会）

箱根山の火山性地震活発化

第31回定時評議員会開催

かながわ自民党歯科保健・医療推進議員連盟
神奈川県歯科保健・医療推進研究会（勉強会）開催

幹事会・DM会合同会議

デンタルミーティングＩＮかながわ
「混合診療をテーマに集う」

圏央道県内全線開通

横浜駅西口再開発本格化 よこはま動物園ズーラシア「アフリカのサバンナ」
エリア全面開園

社会の出来事

講演する川渕 孝一 先生

「統一地方選挙に向けて挨拶する自民党県議団」

コメントする石井みどり参議院議員

議員連盟・中村省司元会長
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◎幹事会・ＤＭ会合同会議「高橋日歯連盟会長来会」
◎デンタルミーティングINかながわ
◎24回参議院議員通常選挙 総決起大会2016

（平成２8年）

箱根ロープウェイが約1年3ヶ月ぶりに再開 大隅良典氏にノーベル医学生理学賞

挨拶する日歯連盟 高橋会長 参院選立候補予定者 山田宏氏

山田宏氏当選 三原じゅん子氏当選

幹事会・ＤＭ会合同会議「高橋日歯連盟会長来会」

デンタルミーティングINかながわ
神奈川県立病院機構理事長　土屋了介氏

『地域包括ケアと医科・歯科連携』講演

第24回参議院議員通常選挙 総決起大会開催

第24回参議院議員通常選挙

ベイスターズCS初進出 「氷川丸」が国の重要文化財に指定、
海上に保存されている船舶で日本初

社会の出来事
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2017
（平成２9年）

◎第36回定時評議員会
◎第37回定時評議員会（鶴岡新会長選出）
◎デンタルミーティングINかながわ
　「歯科医療をとりまく経済環境、　歯科医療諸問題への認識」

ベイスターズ19年ぶり日本S進出

第36回定時評議員会開催

第37回定時評議員会（鶴岡新会長選出） デンタルミーティングINかながわ
「歯科医療をとりまく経済環境、

歯科医療諸問題への認識」を
テーマに開催

横浜スタジアム東京五輪へ向け改修へ

第33回全国都市緑化よこはまフェア開催 J1川崎フロンターレ、悲願の初優勝

社会の出来事

富田連盟会長挨拶 鈴木県歯会長挨拶

議連会長に就任した佐藤光県議会議員
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社会の出来事

◎「新春の集い」
◎県歯組織力協議会
◎連盟ＮＥＷＳの名称変更
◎関東地区歯科医師連盟役員連絡協議会
◎日本歯科医師連盟平成30年度褒章

2018
（平成30年）

横浜マラソンが２年７か月ぶりに開催 第100回全国高等学校野球選手権記念大会開催

「新春の集い」開催

県歯組織力協議会に参加

関東地区歯科医師連盟役員
連絡協議会開催

日本歯科医師連盟平成30年度褒章
富田 篤 県歯連盟会長が受賞

連盟ＮＥＷＳの名称変更

から に

J1川崎フロンターレ、史上5クラブ目となるリーグ2連覇達成 「横浜にぎわい座」2代目館長桂歌丸さん死去
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2019
（平成31年・令和元年）

◎第25回参議院議員通常選挙
◎第42回定時評議員会
◎連盟組織力強化 本連盟未入会員対策
　「連盟ガイドＱ＆Ａ」発行

相鉄・ＪＲ直通線が開業

第25回参議院議員通常選挙
島村大先生神奈川選挙区連続トップ当選

第42回定時評議員会
「鶴岡会長、関監事再選」

連盟組織力強化 
本連盟未入会員対策

「連盟ガイドＱ＆Ａ」発行

吉野彰氏にノーベル化学賞

新元号の令和スタート アジア初ラグビーＷ杯開催

社会の出来事
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社会の出来事

◎新春の集い2020
◎第４４回・４５回定時評議員会書面審議
◎日本歯科医師連盟令和元年度褒章2020

（令和２年）

レジ袋有料化スタート 野口聡一さん3度目宇宙へ

新春の集い2020盛大に開催

第４４回・４５回定時評議員会書面審議にて開催

新型コロナウイルス感染拡大 プロ野球史上初の無観客試合

日本歯科医師連盟令和元年度褒章加藤木健 
県歯連盟元副会長が受賞
※新型コロナウイルス感染症拡大の影響を
受けて受賞式が延期、中止となり本連盟常
務理事会の席上にて授与された
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2021
（令和３年）

◎菅首相へ表敬訪問
◎第47回定時評議員会
◎第48回定時評議員会「鶴岡会長、関監事再選」
◎国民皆歯科健診実現議連発足

油壷マリンパーク閉館

菅首相へ表敬訪問

日歯連盟主催
デンタルミーティング
INかながわ開催

第47回定時評議員会開催
感染拡大の影響を受けて議決権行使書を許可し
小人数で開催

第48回定時評議員会「鶴岡会長、関監事再選」

横浜みなとみらい地区でロープウェイ
「ヨコハマ・エア・キャビン」開業

東京2020オリンピック開催 新型コロナウィルスワクチン接種開始

社会の出来事

国民皆歯科健診実現議連発足
　自民党議員156名参加のもと「国
民皆歯科健診実現議連」が発足。会
長に古屋圭司代議士、事務局長に山
田 宏代議士、最高顧問に伊吹前衆
議院議長、安倍前総理、尾辻元厚労
大臣が就任。

参議院議員参議院議員
日本歯科医師連盟顧問日本歯科医師連盟顧問
次期組織代表次期組織代表

山田　宏山田　宏

菅内閣総理大臣
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社会の出来事

◎比嘉奈津美 参議院繰り上げ当選
◎島村大 厚生労働大臣政務官室表敬訪問
◎第２６回参議院議員通常選挙2022

（令和４年）

県立図書館新しい本館オープン 横浜マラソン3年ぶりにリアル開催

島村大 厚生労働大臣政務官室表敬訪問

第２６回参議院議員通常選挙
「組織代表立候補者 山田宏氏 当選 」第２６回参議院議員通常選挙「連盟会員・役員奮闘」

比嘉奈津美 参議院繰り上げ当選

ねんりんピックが県内初開催 鉄道開業150周年

　自民党参議院議員北村経
夫元経済産業政務官の参院
山口選挙区補選立候補に伴
い自動失職したことによ
り、2019年参院選比例名
簿で次点だった元衆議院議
員で日歯連顧問の比嘉奈津
美氏が繰り上げ当選した。 　第２次岸田内閣にて

引き続き大臣政務官に
任命された。また、自
民党横浜市連は11月27
日に議員総会を開き、
新会長を坂井学氏（衆
院神奈川５区）の後任
として、島村大議員に
全会一致で決定した。

参議院議員　島村 大
厚生労働大臣政務官

（厚生担当）
内閣府大臣政務官

（ワクチン担当）
自民党横浜市連会長に

三原、浅尾　両陣営を激励

大好評の「連盟のぼり」



70周年によせて
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御挨拶　使命は経営基盤の安定を図ること
神奈川県歯科医師連盟 会長　鶴岡　裕亮

　我々の諸先輩方が県民の歯科保健・歯科医療の更なる向上及びそれを担う歯科医師会員の歯

科医院経営をより良いものとするために、１９５２年９月に社団法人神奈川県歯科医師会の政治活

動部門として神奈川県歯科医師政治連盟が結成創立されました。この政治連盟は歯科医師会と

の車の両輪として捉えられ政治活動の一翼を担ってきました。これまで幾たびの苦難な状況を

乗り越え、会員の政治意識の向上に努め、他団体に引けをとらない組織力を発揮できる政治団

体となりました。

　これまでの先代理事長、会長から献身的なご尽力を賜り歯科医師会員の結束力を高められて

きたこの長い歴史のある歯科医師連盟（平成13年9月評議員会にて名称変更）の会員の先生方

のご理解が得られ、またこの強力な組織力・政治力を維持、向上していかなければならないと

いう強い信念をもって、私は平成２９年に前会長の富田篤先生から会長職を引継ぎこの歴史ある

政治団体の会長に就任をさせていただきました。

　就任後は役員全員が日頃から議員との良好な関係を保ち、歯科医師連盟の活動力が充分に発

揮できるよう、フットワークよく一つひとつ丁寧に事業展開を図れるよう努めてまいりました。

　この１０年間は平成２５年に参議院議員に初当選された我々の仲間である島村大先生と共に切磋

琢磨し歩んできた１０年間といっても過言ではありません。島村大先生は参議院神奈川県選挙区

選出の議員でありながら、我々歯科界のために国、行政に折衝をいただき県民のための歯科保

健、歯科医療の発展、充実のため社会保障の専門家として働いていただいております。

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大が未だ収まらない中、この影響により歯科医院への受

診控えが続きこれまでに経験したことのない状況に直面しました。さらに今年秋以降の物価高

騰も重なり会員の先生方の経営への影響が避けられない現状を懸念しているところです。

　歯科医師連盟の使命は各診療所の経営基盤の安定を図ることが第一です。そのために我々は

公益社団法人神奈川県歯科医師会と綿密な連携をとり、議員及び関係機関等へ歯科医療機関に

対する施策を求める折衝を更に推し進め、「県民のための歯科保健・医療・福祉（介護）事業

の推進」、「会員のための事業推進」及び「組織力の強化」を引き続き積極的且つ効果的に事業

の展開を図ってまいります。

　最後に創立７０周年記念講演会の開催及び記念誌の発行にご尽力いただきました関係各位に心

から感謝申し上げるとともに、日々の歯科医師連盟の活動に格別な御理解と御協力を賜ってお

ります公益社団法人神奈川県歯科医師会 松井克之会長をはじめ県下地域歯科医師会、地域歯

科医師連盟代表者の先生方、会員並びに関係各位に感謝を申し上げ、今後の８０周年に向けて歯

科医師連盟が益々発展し会員の先生方の強力な支援が行えるよう連盟活動に邁進いたしますこ

とをお誓いし、創立７０周年記念誌発行にあたっての御挨拶とさせていただきます。



18

祝辞　更なる組織強化、役割が重要
公益社団法人神奈川県歯科医師会　会長　松井  克之

　神奈川県歯科医師連盟創立70周年、おめでとうございます。

　昭和27年9月に神奈川県歯科医師連盟が発足いたしました。

　ご存じの通り、公益社団法人は政治活動ができません。常時、政治活動ができる組織が神奈

川県歯科医師連盟です。発足以来70年、国政に職域代表として数々の参議院議員を国会に送り

出し、診療報酬改定などの要望や陳情を行ってきました。

　歯科医療は国の医療政策や法令の規制・診療報酬に強く影響され、国や地方行政に日々の政

治活動を通じて業界・会員の声を届けられるよう積極的な働きかけを継続して行う必要があり、

この分野を担っているのが、歯科医師連盟であります。

　また、記憶に新しいのが、新型コロナウイルス感染症ではマスク、フェイスガード、ガウン

の入手困難な時期に、本会と連盟で独自のルートにて実費販売をいたしました。

　同時に、神奈川県行政への優先供給要望や「医療従事者への慰労金」、「医療機関等における

感染拡大防止等支援事業」の早期実施の要望、次年度の本会事業、予算の要望。そして、これ

から施行される「神奈川県歯及び口腔の健康づくり推進条例」の改正など、職域活動、歯科医

療を守るため、神奈川県歯科医師連盟と共に要望してまいりました。

　そして何よりありがたいのは島村大参議院議員の存在です。議員からの国政の情報や県行政

との折衝に対してしてのアドバイスは余人をもって代え難いものがあります。

　神奈川県歯科医師連盟の活動の成果は、歯科界の発展、歯科医師の地位の向上と直結し、す

べての歯科医師の利益となっています。

　地域歯科保健の第一線で活躍いただくのは、歯科医師会の会員であり、歯科医師連盟の会員

です。したがって、政治信条に関係なくすべての本会会員が歯科医師連盟の会員となって、そ

の活動に協力していただくことが望ましいと考えております。

　この点については、本会の地域会長会議、代議員会、歯科医師連盟の評議員会でもご説明し、

多くの賛同をいただいたところで、両組織の懸案事項でもあります。

　今後も、より一層本会と歯科医師連盟との意思疎通を図り、適宜ご説明をしたいと思います。

　これまでの70年、そしてこれからの政治活動、歯科医師連盟の必要性を再認識すると共に、

歯科医師として社会的・経済的地位の向上や業権の発展のための課題に向けて、更なる連盟の

組織強化、ならびに連盟の果たす役割が重要であると強く認識しております。

　最後に、皆様方のご健勝と、神奈川県歯科医師連盟が創立70周年を契機に将来へ向けた政策

を前進されることを祈念いたしまして、お祝いの言葉とさせていただきます。
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　神奈川県歯科医師連盟が創立70周年を迎えられますことに心よりお祝いを申し上げます。
　また、日頃より日本歯科医師連盟の会務運営及び活動にご理解とご協力を賜りまして、この
場をお借りし厚く御礼申し上げます。
　世界が新型コロナウイルスによる感染危機に見舞われてから約２年が経過し、わが国におい
ても、コロナ禍を乗り越えるため、社会経済活動の正常化が進みつつあります。しかし、現今、
ウクライナ侵攻による世界的な物価高騰と円安がわが国経済に大きな影響を及ぼしており、と
りわけ歯科界においては、コロナ禍での歯科受診の著しい抑制に加え、歯科材料・医療機器等
の物価高騰による影響により、いまだ厳しい現状にあります。
　特に、新型コロナウイルスが重症化する方の多くは基礎疾患を有する高齢者であり、基礎疾
患の中で最も多くの国民がり患している疾患こそ、歯周病であります。このことからも、今こ
そまさに「歯科医院のプロケアがコロナを予防する」大きな可能性を改めて強くアピールして
いく必要があります。
　我々歯科界は、コロナ禍以前よりスタンダードプリコーションの理念の下、感染予防対策に
取り組んでおり、特に先生方の多大なるご尽力により、歯科医療機関でのクラスターの発生が
皆無であることやワクチン接種の担い手として大きな成果を上げていただいていることは、政
府・国会においても高い評価と感謝の声をいただいております。
　そして、我々歯科医師が「人生１００年時代」に向けて各ライフステージに沿った歯科保健活
動を展開していくことは、全ての国民がいくつになっても自分の歯で美味しく食べることがで
き、笑顔で会話を交わしながら、健康で、ゆとりある老後を送れることにつながります。
　そのような人生が強く望まれる中、QOL 向上と健康寿命延伸を目指し、生涯を通じた「生
きる力」の育成と各ライフステージに沿った歯科保健活動の展開により、企業等の歯科健康診断
その他においても、途切れの無い生涯を通じた「国民皆歯科健診」が強く求められております。
　昨年の第４９回衆議院議員選挙において自民党が掲げた政権公約では、結党以来初めて「国民
皆歯科健診」の文言を盛り込むことができました。引き続き本制度のいち早い実現を目指し、
神奈川県歯科医師連盟の先生方と共に力を合わせて活動していきたいと思っております。
　結びに、我が国の社会保障の根幹である国民皆保険制度は、まさに「公助」という言葉に示
されるように、国民に対し必要な医療を提供するための世界に冠たる制度です。しかし、本制
度を支えているのは、我々歯科医師をはじめとする、医療に従事するすべての方であることを
忘れてはなりません。我々歯科界全員で一致結束し、国民皆保険制度の堅持および国民皆歯科
健診制度の立法化を目指して「全身の健康はお口から」の理念をさらに普及しつつ、この国難
を乗り切り、平和で安寧な日々を取り戻し、安心して国民が持続的な歯科医療を受けられるよ
う全力をあげようではありませんか！
　この激動する社会情勢の中で、懸命に歯科医療を守るため尽力しておられる神奈川県歯科医
師連盟の先生方に心より感謝申し上げますと共に、貴連盟の今後ますますのご発展、先生方の
ご健勝とご多幸を祈念いたしまして、お祝いのご挨拶とさせて頂きます。

日本歯科医師連盟　会長　高橋　英登

祝辞　国民皆保険制度の堅持および
　　　国民皆歯科健診制度の立法化を目指して
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祝辞　�オーラルフレイル対策の更なる普及を図る
と共に「歯と口腔の健康づくり」に取組む

かながわ自民党歯科保健・医療推進議員連盟　会長（オーラルフレイル対策議員連盟）

桐生　秀昭

　神奈川県歯科医師連盟が「創立７０周年」と言う大きな節目を迎えられました事を心からお慶
び申し上げます。
　歯科医師連盟の皆さまにおかれましては、昭和２７年９月の設立以来、７０年の長きにわたり、
本県の歯科保健医療・行政の推進に多大な尽力をしてこられました。
　また、昨今の新型コロナウィルス感染拡大の中、院内感染予防策を徹底され、適切な歯科医
療の提供を県民にしていただき、心から敬意を表しますとともに感謝を申し上げます。
　私達と貴歯科医師連盟との深い結びつきの始まりは、オーラルフレイル対策の「８０２０運動の
推進」でありました。先行事例の静岡県まで研修に伺ったことが懐かしく思います。
　そして、平成２３年３月施行の神奈川県「歯及び口腔の健康づくり推進条例」の議員提案でし
た。私達県議会議員も高齢化する日本社会の中で、また、少子化の中で歯科医療は極めて重要
性が増していると自覚しているところでありました。そんな時、条例を県で作れないかと話を
いただき、共同で素案を作成いたしました。
　そのような中で歯及び口腔の健康が「生活習慣病の予防」その他「全身の健康の保持増進」
に重要な役割を果たすことを貴連盟より学ばせていただきながら、条例制定に至りました。
　また５年毎の条例見直しでは、実効性の伴う条例改正を貴連盟と共に検討してまいりました。
本年の改正では「感染症や災害発生時」に適切な歯科保健医療が推進できるよう県側との連携
の必要性を追加し、また、「フッ化物応用の有効性、安全性」も国で示される中で、県民の健
康を守るためにも条例に規定することが必要と考えております。
　県民におけるオーラルフレイル対策の更なる普及を図り、より一層の「歯と口腔の健康づく
り」を貴連盟と共に取組んでまいる所存でございます。
　今後とも貴連盟の変わらぬご指導、ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。
　結びに、貴連盟のますますのご発展と、会員の皆さまのご健勝とご多幸を心から祈念いたし
まして、私のお祝いの挨拶とさせていただきます。
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　このたび、神奈川県歯科医師連盟創立７０周年を迎えられましたことを心からお祝い申し上げ
ます。
　会員の先生方におかれましては、県民の健康向上に日頃よりご尽力をいただき心より御礼を
申し上げます。
　昭和27年９月の設立以来、長きにわたり、医療活動をはじめ地域歯科保健医療の向上に多大
なご貢献をいただいております。これもひとえに鶴岡会長をはじめ、これまでの歴代の会長の
ご尽力の賜物と敬意を表します。
　新型コロナウィルスの出現により、WHO から一番危険なのは歯科医院であるとの発表が
あってから２年が経過しました。コロナの出現当初は受診控えが増え、定期的なクリーニング
の処置が行えないため、患者さんの歯周病の悪化が増えたという報告や、高齢者施設への立ち
入り制限のため、訪問歯科診療に入れず、高齢者の誤嚥性肺炎が多発するなど、これまで経験
のない未曾有の状況下におかれました。
　感染が波及する中、貴連盟においては、現状を乗り越えるため、県歯とともに、総理官邸を
はじめ、関係省庁、県知事等、会員の診療室経営のため、働きかけたことをお聞きし、会員ファー
スト、強いては患者ファーストの姿に感服いたしました。
　日本中がコロナ禍で疲弊する中、経済回復に向け「with コロナ」の時代がはじまり、これ
からと思われた矢先に、ロシアによるウクライナ侵攻のニュースが世界中を駆けめぐり、歯科
界にも「金銀パラジウム合金問題」という火の粉が飛んできました。ロシアへの制裁により供
給が滞ることへの不安から、瞬く間に価格の物価高騰がはじまりました。それを受け、急遽、
歯科用金属の緊急改定が行われることになりましたが、安堵したのも束の間、物価高騰の波は
収まらず、歯科器材や公共料金等が歯科医業を大きく圧迫してきました。歯科医療機関の多く
は小規模で、国の定める公定価格により経営をすることから、物価急騰への対応の術がないの
が現実です。この現実を目の当たりにし、やはり市場価格の変動や安定供給のリスクのある材
料を保険診療において汎用していることが課題だと痛感をしました
　貴連盟の強固な結束力はとても素晴らしく、その結果として、令和3年に行われた第４９回衆
議院議員選挙では、神奈川県内１８選挙区中、１７名の候補者が当選するという結果となりました。
令和４年に行われた第２６回参議院議員選挙でも、山田宏先生はもとより、三原じゅんこ先生、
浅尾慶一郎先生が無事に当選されました。この選挙では補選も含まれていたため、４位以内で
の当選というかなりのプレッシャーの中、みごと当確を出しました。これも会員の先生方の努
力の賜物です。神奈川県選出議員にとっても大変心強いことと思います。
　最後になりますが、神奈川県歯科医師連盟の限りないご発展と、会員の先生方のますますの
ご健勝、ご活躍を心からお祈り申し上げます。

日本歯科医師連盟顧問　参議院議員　比嘉　奈津美

祝辞　�会員ファースト
　　　強いては患者ファーストの姿に感服
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祝辞　�創立の気概を顧み「歴史の分岐点」に挑もう！

日本歯科医師連盟顧問　参議院議員　山田　宏

　神奈川県歯科医師連盟の創立70周年を心からお慶び申し上げますとともに、長い歴史を途切
れることなく紡いで来られた歴代会長や役員、そして会員の皆様のご努力に改めて敬意を表し
ます。
　貴会が創立された70年前の昭和27（1952）年は、わが国が敗戦後7年間の外国による占領を
経てサンフランシスコ講和条約により主権回復を果たし、国家再建と経済復興に向かおうとす
る大きな「歴史の分岐点」にありました。
　その後の30年間は、経済復興から高度経済成長を果たし、1970年代のドルショックと石油
ショックも克服、昭和60（1985）年には一人当たりの GDP が世界一となり「ジャパン　アズ
　ナンバーワン」と称される経済大国となりました。
　しかし、平成3（1991）年のバブル崩壊後の30年間は、「失われた30年」の長い経済停滞か
ら脱することができないまま、3年前から武漢発のコロナ感染症により歯科界も大きな打撃を
受け、今年勃発したウクライナ戦争は国際経済をさらに悪化させ、今やわが国や世界は「世界
乱世」とも言うべき「歴史の分岐点」にあります。
　一方、昭和27（1952）年に男性61.9才、女性65.5才だった平均寿命は、2021年には男性81.5才、
女性87.5才と20歳も伸びわが国は世界トップクラスの長寿国となりました。他方昭和27（1952）
年に200万人だった出生数は、令和3（2021）年には81万人と最低を記録し、若い世代が高齢
者を支えるこれまでの医療や年金制度の維持が困難となり、わが国を支えてきた社会保険制度
全体も「歴史の分岐点」にあります。
　この新たな「歴史の分岐点」に対し、歯科界はたとえ小さくても新たな一歩に挑戦し続けて
いかなければなりません。70年前の神奈川県歯科医師連盟創立時も違った意味で「歴史の分岐
点」にありましたが、今私たちに必要なことは、努力と工夫を重ねて新たな時代に挑んできた
創立時の諸先輩の気概と労苦をもう一度振り返り、「私たちも必ずやる」との決意で、夢を掲
げてこの新たな時代の挑戦を共に切り拓いていくことだと思います。
　私の夢は「全国民が天寿まで健康でいられる国」を創り、世界の少子高齢社会の先頭を行く
新しい時代の「世界モデル」になること。そのためには、あらゆる分野において新たな発想で
研究と改革を進めていく必要がありますが、「口腔の健康が全身の健康につながる」歯科口腔
にこそ、その夢達成の大きな鍵であることは確かです。私はその固い信念のもと先頭に立って

「国民皆歯科健診」を実現し、全力で歯科界の明日を拓きわが国の未来を確かなものにしてい
く決意です。
　神奈川県歯科医師連盟の一層の飛躍と皆様のご発展を心より祈念いたします。
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祝辞　皆様とのご縁を大切に　
　　　医療人として真摯に立ち向かう
日本歯科医師連盟相談役、神奈川県歯科医師連盟相談役　参議院議員　島村　大

　神奈川県歯科医師連盟の創立70周年、誠におめでとうございます。
　長きにわたり地域在住、在勤者への歯科医療に尽力されてきた皆様に、心より敬意を表します。
　また、新型コロナウイルス感染症の拡大という前例のない事態と向き合いつつも、従前から
の感染予防の徹底に加え診療所の感染拡大防止対策を実施し、安心・安全な歯科医療の提供に
日々取り組んでくださっている皆様にあらためて感謝を申し上げます。
　私は、平成2年に横浜市保土ケ谷区で初めて歯科クリニックを開業し、同時に神奈川県歯科
医師連盟の会員となりました。日々患者さんと向き合う中で、社会保障制度のあり方や、我々
歯科医師の役割についても考えるようになりました。参議院議員となって10年目に入った今で
も、私の原点は診療室の現場です。
　さて、国政では未だ新型コロナウイルス対応が中心となっています。歯科診療所を含め多く
の医療機関は感染防止対策に追われ、物価や光熱費の高騰の影響も加わりさらに厳しい経営を
余儀なくされている現実があります。
　苦しい状況にある医療の現場をいかに支え、その機能を維持していくかが社会的な課題とし
て広く認識され、政府としても重点的に医療機関への支援を図ってきました。これまでに、診
療報酬の引き上げ、医療・福祉事業者への資金繰り支援、医療・介護・福祉に従事する方々へ
の慰労金、経営補填の意味合いの感染拡大防止支援金やこのたびの地方創生臨時交付金による
支援金の給付などが実施されています。私も歯科医師の国会議員として、現場に即した制度と
なるよう力を尽くしてきたところです。
　一方で、私はこのコロナ禍において歯科が役立てる場面も模索してきました。感染拡大に伴
い急増した ＰＣＲ 検査のニーズに応えるべく、歯科医師が鼻腔または唾液の検体を採取するこ
とが認められたのもその一つです。さらにはワクチン接種においても、歯科医師の貢献の道を
掘り起こし、歯科医師が打ち手として加わることで職域接種など各地で集団接種が進むように
なってきました。ご協力くださっている先生方に改めて感謝申し上げます。
　今、我々歯科医師に求められていることは、感染拡大防止策を徹底した上で診療を継続し、
国民の健康を守ることです。私は、医療人として誇りをもって今後もこの事態に真摯に立ち向
かう所存です。これからも、私の地元、神奈川県歯科医師連盟の皆様とのご縁を大切に、しっか
りと歩んで参る所存です。どうぞ変わらぬご指導、ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。
　結びに、神奈川県歯科医師連盟の皆様の今後ますますのご発展をお祈りし、お祝いのご挨拶
とさせて頂きます。
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創立７０周年記念講演会

創立７０周年記念講演会

菅前総理、河野大臣を迎え菅前総理、河野大臣を迎え
創立70周年記念講演会 開催創立70周年記念講演会 開催

記念講演Ⅱ
演題：我が国の未来
講師：デジタル大臣･衆議院議員

河野 太郎 氏

記念講演Ⅰ
演題：菅内閣の成果とこれからの日本
講師：前内閣総理大臣･衆議院議員

菅 義偉 氏

　令和4年11月20日、県歯会館地下大会議室に
て講師として第99代内閣総理大臣 菅義偉衆議院
議員、デジタル・大臣内閣府特命担当大臣 河野
太郎衆議院議員の両名を迎え、厳重な要人警護
体制が敷かれた中、創立70周年記念講演会が開
催された。
　川越理事長の司会の下、宮坂副会長の開会の
辞、鶴岡会長挨拶に続き、来賓の自由民主党神
奈川県支部連合会会長小泉進次郎衆議院議員、
日本歯科医師連盟村岡宜明副会長、県歯松井克
之会長より挨拶があった。

　島村大参議院議員から講師紹介がなされた
後、菅前総理による「菅内閣の成果とこれから
の日本」と題された講演があった。菅前総理ら
しく飾らない、率直な言葉で自身の総理として
の功績と今後の日本の進むべき道筋について語
られ、会場の聴衆は惹きつけられた。続いて河
野大臣による「我が国の未来」と題された講演
があり、軽妙洒脱な語り口から見据えるデジタ
ル化の向こう側にある温もりある日本のあり方
が示された。最後に長崎副会長による閉会の辞
により散会となった。



25

創立７０周年記念講演会

菅義偉前総理

開会の辞 宮坂副会長

島村大参議院議員

河野太郎大臣

県歯 松井克之会長

日歯連盟 村岡宜明副会長

小泉進次郎 自民党県連会長

鶴岡裕亮会長

閉会の辞 長崎副会長
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創立７０周年記念講演会

連盟役員 集合写真

河野大臣＆鶴岡会長

鶴岡会長＆小泉自民党県連会長

司会 川越理事長

菅前総理＆鶴岡会長

鶴岡会長＆島村議員＆川越理事長



名　簿
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神奈川県歯科医師連盟　歴代会長 ※平成19年４月１日より名称（理事長⇒会長）変更

初代理事長　伊東　正夫

明治30年10月20日生
大正15年７月　歯科医師試験合格
同年同月　　　横浜市金沢区に歯科医院開設
昭和16年４月　磯子区（現磯子区・金沢区）歯科医師会長
昭和21年３月　県歯理事
昭和24年４月　県歯副会長
昭和26年４月　同会長・日歯代議員に就任
昭和32年　　　厚生大臣表彰受賞
昭和50年８月２日　逝去（77歳）

昭和27年９月〜昭和30年３月

第二代理事長　井崎　三郎
昭和30年４月〜昭和38年３月

明治35年10年１日生
大正15年　　　東京歯科医学専門学校卒業
昭和２年11月　横浜市中区に井崎歯科医院開設
昭和27年４月　中支部長
昭和34年４月　県歯代議員など歴任
平成３年８月23日　逝去（88歳）

第三代理事長　小池　光雄
昭和38年４月〜昭和44年３月

明治39年４月30日生
昭和４年　　　東京歯科医学専門学校卒業
昭和７年11月　小池歯科医院開設
昭和32年４月　横須賀支部長
昭和40年４月　県歯代議員など歴任
昭和43年10月　神奈川県知事表彰
昭和48年９月　日歯会長表彰
昭和60年10月　県歯会長表彰
昭和58年９月　日歯政連褒章など受賞
平成８年５月23日　逝去（90歳）

名簿

第四代理事長　藤原　忠喜
昭和44年４月〜昭和56年３月

明治43年３月５日生
　　　　　　　日本大学専門部歯科卒業
昭和16年４月　川崎市中原区に藤原歯科医院開設
昭和28年４月　県歯代議員
昭和30年４月　県歯理事
昭和38年４月　県歯専務理事など歴任
昭和40年11月　神奈川県知事表彰
昭和48年９月　日歯会長表彰など受賞
昭和56年６月27日　逝去（71歳）後に正六位勲五等双光旭日章を叙勲
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名簿

第七代理事長　原　慶治
平成９年４月〜平成17年３月

昭和13年３月27日生
昭和39年　　　　　日本歯科大学卒業
昭和４４年３月　横須賀市根岸町に原歯科医院を開設
昭和57年４月　県歯代議員、横須賀市歯科医師会会長
昭和63年４月　日歯政連評議員
昭和63年６月　神奈川県診療報酬支払基金審査員
平成12年４月　日歯代議員など歴任
平成元年11月　日歯会長賞
平成７年11月　厚生大臣表彰受賞
平成28年３月　日歯連盟褒賞受賞

第五代理事長　田村　肇男
昭和56年４月〜平成５年３月

大正10年９月1４日生
昭和17年　　　日本大学専門部歯科卒業
昭和21年１月　横浜市港北区に田村歯科医院開設
昭和2４年１月　川崎市に移転開設
昭和35年９月　横浜市戸塚区（現・瀬谷区）に移転開設
昭和32年４月　県歯代議員
昭和４４年４月　神歯政連常任理事、戸塚支部長
昭和４5年４月　瀬谷支部長
昭和61年４月　日歯政連理事
昭和63年４月　日歯代議員など歴任
昭和４8年10月　神奈川県知事表彰
昭和50年11月　県歯会長表彰
平成元年９月　日歯会長表彰など受賞
令和2年6月21日　逝去（98歳）

第六代理事長　石井　良雄
平成５年４月〜平成９年３月

大正15年７月18日生
昭和23年　　　日本歯科医学専門学校卒業
昭和32年８月　横浜市磯子区に石井歯科医院開設
昭和50年４月　県歯代議員、磯子区歯科医師会会長
昭和5４年４月　神奈川県歯科医師国民健康保険組合理事
昭和56年４月　神歯政連常務理事
昭和60・４月　日歯政連評議員など歴任
昭和60年11月　県歯会長表彰
平成元年９月　全歯連理事長表彰、同年11神奈川県知事表彰など受賞
平成27年３月　日歯連盟褒賞受賞
平成28年10月30日　逝去（90歳）
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第九代会長　富田　篤
　平成23年４月〜平成29年６月
昭和16年５月５日生
昭和46年　　　日本大学歯学部卒業
昭和49年　　　日本大学歯学部非常勤講師
昭和50年６月　藤沢市湘南台にトミタ歯科医院開設
昭和54年　　　　鶴見女子短期大学非常勤講師
昭和60年　　　　湘南看護専門学校非常勤講師
平成元年　　　　藤沢市歯科医師会障害者歯科診療所副所長・医局長
平成３年　　　　藤沢市歯科医師会政連理事長
平成５年　　　　藤沢市歯科医師会副会長、会長歴任
平成７年　　　　神奈川県歯科医師会代議員
平成９年　　　　神奈川県歯科医師会代議員会予算決算特別委員会委員
平成19年　　　　神奈川県歯科医師会代議員会予算決算特別委員会委員長
同年　　　　　　　神奈川県歯科医師連盟副会長
平成23年　　　　神奈川県歯科医師連盟会長
昭和63年、平成２年、平成25年　藤沢市長表彰　平成６年保健所所長表彰
平成20年11月　神奈川県保健衛生表彰知事表彰
平成31年３月　日歯連盟褒賞受賞

昭和22年10月24日生
昭和52年　　　　東京医科歯科大学大学院卒業
昭和55年４月　東京医科歯科大学文部教官講師
昭和56年４月　東京都支払基金審査委員
昭和57年　　　　外務省歯科室勤務（外務技官）
昭和57年10月　横浜市港北区高田町に中村歯科医院開設
昭和59年10月　�東京医科歯科大学神奈川同窓会理事、専務理事、副会長、

会長歴任
平成元年　　　　横浜市歯科医師会代議員
平成９年４月　神奈川県歯科医師会代議員
同年　　　　　　　港北歯科医師会会長
平成23年４月　日本歯科医師連盟監事
同年　　　　　　　神奈川県歯科医師連盟顧問
平成７年３月　横浜市市長表彰
平成10年11月　横浜市保健医療功労賞
平成30年３月　日歯連盟褒賞受賞

第八代会長　中村　昌人
　平成17年４月〜平成23年３月

第十代会長　鶴岡 裕亮
　平成２９年７月～現在
昭和３６年１１月７日生
昭和６１年　　　東京歯科大学卒業
　　　　　　　東京歯科大学歯科補綴学第三講座特別研究生
昭和６２年　　　東京歯科大学千葉病院 病院助手
平成元年　　　東京都中央区 医療法人社団豊成会
　　　　　　　�銀座デンタルクリニック非常勤勤務 

横浜市中区　鶴岡歯科医院に勤務
平成６年　　　横浜市中区　鶴岡歯科医院開設
平成１３年　　　横浜市中区歯科医師会理事（平成21年12月まで）
平成１７年　　　神奈川県歯科医師会代議員（現在に至る）
平成１９年　　　�神奈川県歯科医師会代議員会 予算決算特別委員会委員

（平成25年6月まで）
平成２３年　　　横浜市中区歯科医師会専務理事（平成25年3月まで）
平成２５年　　　横浜市歯科医師会副会長（平成27年6月まで）
平成２５年　　　神奈川県歯科医師連盟理事長（平成29年6月まで）
平成２７年　　　日本歯科医師連盟評議員（現在に至る）
平成２９年　　　神奈川県歯科医師連盟会長（現在に至る）
令和３年　　　公益社団法人日本歯科医師会代議員（現在に至る）
　　　　　　　�公益社団法人神奈川県歯科医師会常任理事（現在に至る）

名簿
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⃝役　員�

神奈川県歯科医師連盟役員　名簿
（令和３・４年度）

会　長
鶴岡　裕亮

副会長
宮坂　宗行

副会長
徳永　寛司

副会長
長崎　康俊

副会長
西山　潔

副会長
小川　淳

理事長
川越　元久

副理事長
檀上　修

常務理事
北野　道廣

常務理事
山田　剛久

常務理事
小池　軍平

常務理事
柴田　豊

常務理事
皆藤　訓男

常務理事
髙倉　康介

常務理事
坂井　隆信

名簿
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顧　問
原　慶治

監　事
関　泰忠

⃝役　員�

監　事
佐藤　政夫

⃝顧問弁護士�

⃝顧問・相談役�

顧　問
中村　昌人

顧　問
富田　篤

相談役
島村　大

相談役
大嶋　基司

相談役
萩原　鉄也

相談役
加藤木　健

相談役
大木　哲

顧問弁護士 
末石　倫大

名簿
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〔石井みどり神奈川県後援会〕
幹 事 長� 堀　口　裕　司
副幹事長� 三　浦　徳　明
幹　　事� 呉　　　明　也
同 � 皆　藤　訓　男
同 � 和　田　光　利
同 � 森　　　洋　行
同 � 北　野　道　廣

〔西村まさみ神奈川県後援会〕
幹 事 長� 久保木　　　弘
副幹事長� 西　野　一　紘
幹　　事� 藤　田　博　隆
同 � 藤　下　義　輝
同 � 大　川　泰　弘
同 � 松　井　克　之
同 � 妹　尾　明　寛
同 � 難　波　隆　夫

〔島村大神奈川県歯科医師後援会〕
代　　表� 富　田　　　篤
副 代 表� 久保木　　　弘
同 � 平　嶺　勝　嗣
同 � 椎　野　喜一朗
同 � 杉　山　紀　子
同 � 高江洲　　　尚
同 � 田　中　　　修
同 � 関　　　英　夫
同 � 徳　永　寛　司
同 � 加藤木　　　健
同 � 北　野　道　廣

幹 事 長� 鶴　岡　裕　亮
副幹事長� 松　本　　　純
同 � 今　宮　圭　太

幹　　事� 呉　　　明　也
同 � 小笠原　美由紀
同 � 白　井　仁　之
同 � 久保田　　　正
同 � 杉之内　俊　郎
同 � 伊　東　博　敬
同 � 宮　杜　恭　子
同 � 中　村　好　子
同 � 河　野　孝　栄
同 � 五十嵐　史　征
同 � 西　山　　　潔

顧　　問� 中　村　昌　人

【広報委員会】
委　　員� 鈴　木　雄　一
同 � 飛　田　　　暁
同 � 吉　田　耕　一

	
【選挙管理委員会H24.4.1～

H26.6.30】
委 員 長� 高　橋　清　治
副委員長� 相　庭　常　人
委　　員� 清　水　　　直
同 � 松　田　圭　子
同 � 嶋　村　政　博
同 � 中　島　敏　之
同 � 松　山　知　明

予備委員� 冨　岡　孝　之
同 � 瓜　生　　　厚
同 � 山　口　隆　成

会　　長
副 会 長
同
同
同

理 事 長
副理事長
常務理事
同
同
同
同
同
同

監 事
同

顧　　問
同
同

相 談 役
同
同
同

富　田　　　篤
高　橋　宏　嘉
森　　　洋　行
徳　永　寛　司
加藤木　　　健
鶴　岡　裕　亮
北　野　道　廣
宮　坂　宗　行
嶋　田　潤　一
小　泉　敏　和
難　波　隆　夫
檀　上　　　修
五十嵐　史　征
西　山　　　潔
増　田　紀　男
佐　藤　政　夫
田　村　肇　男
原　　　慶　治
中　村　昌　人
椎　谷　久仁男
大　木　　　哲
大　嶋　基　司
久保木　　　弘

平成２５年・２６年

役職名� 氏 名 役職名� 氏 名

名簿

神奈川県歯科医師連盟　
歴代連盟役員・後援会役員・委員会委員
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名簿

委　　員� 清　水　　　直
同 � 松　田　圭　子
同 � 嶋　村　政　博
同 � 中　島　敏　之
同 � 松　山　知　明

予備委員� 冨　岡　孝　之
同 � 瓜　生　　　厚
同 � 山　畑　智　也

〔石井みどり神奈川県後援会〕
幹 事 長� 堀　口　裕　司
副幹事長� 三　浦　徳　明
幹　　事� 呉　　　明　也
同 � 皆　藤　訓　男
同 � 和　田　光　利
同 � 森　　　洋　行
同 � 北　野　道　廣

	
〔西村まさみ神奈川県後援会〕
幹 事 長� 久保木　　　弘
副幹事長� 西　野　一　紘
幹　　事� 藤　田　博　隆
同 � 藤　下　義　輝
同 � 大　川　泰　弘
同 � 松　井　克　之
同 � 妹　尾　明　寛
同 � 難　波　隆　夫

〔島村大神奈川県歯科医師後援会〕
代　　表� 富　田　　　篤
副 代 表� 久保木　　　弘
同 � 平　嶺　勝　嗣
同 � 椎野　　喜一朗
同 � 杉　山　紀　子
同 � 高江洲　　　尚
同 � 田　中　　　修
同 � 関　　　英　夫
同 � 徳　永　寛　司
同 � 加藤木　　　健
同 � 北　野　道　廣

幹 事 長� 鶴　岡　裕　亮
副幹事長� 松　本　　　純
同 � 今　宮　圭　太

幹　　事� 呉　　　明　也
同 � 小笠原　美由紀
同 � 白　井　仁　之
同 � 久保田　　　正
同 � 杉之内　俊　郎
同 � 伊　東　博　敬
同 � 宮　杜　恭　子
同 � 中　村　好　子
同 � 河　野　孝　栄
同 � 五十嵐　史　征
同 � 西　山　　　潔

顧　　問� 中　村　昌　人
同 � 加藤木　　　健

【広報委員会】
委　　員� 鈴　木　雄　一
同 � 	 飛　田　　　暁

【情報調査委員会】
委 員 長� 今　宮　圭　太
委　　員� 小　野　清一郎
同 � 坂　下　友　也
同 � 宇佐美　貴　弘
同 � 山　畑　智　也
同 � 八　木　英　一

特別委員� 檀　上　　　修
【組織対策委員会】
委 員 長� 宮　坂　宗　行
委　　員� 難　波　隆　夫
同 � 檀　上　　　修
同 � 五十嵐　史　征
同 � 西　山　　　潔
同 � 石　田　千　洋
同 � 小　野　清一郎
同 � 山　崎　智　人
同 � 宇佐美　貴　弘
同 � 西　崎　靖　仁
同 � 今　宮　圭　太
同 � 山　田　剛　久
同 � 勝　俣　浩　一
同 � 山　畑　智　也

【選挙管理委員会H26.7.1～
H28.6.30】

委 員 長� 高　橋　清　治
副委員長� 相　庭　常　人

会　　長
副 会 長
同
同
同

理 事 長
副理事長
常務理事
同
同
同
同
同
同

監　　事
同

顧　　問
同
同

相 談 役
同
同
同
同

富　田　　　篤
高　橋　宏　嘉
森　　　洋　行
徳　永　寛　司
宮　坂　宗　行
鶴　岡　裕　亮
五十嵐　史　征
北　野　道　廣
嶋　田　潤　一
小　泉　敏　和
難　波　隆　夫
檀　上　　　修
長　崎　康　俊
今　宮　圭　太
増　田　紀　男
佐　藤　政　夫
田　村　肇　男
原　　　慶　治
中　村　昌　人
椎　谷　久仁男
大　嶋　基　司
加藤木　　　健
大　木　　　哲
島　村　　　大

平成２７年・２８年

役職名� 氏 名 役職名� 氏 名
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【選挙管理委員会H28.7.1～
H30.6.30】

委 員 長� 高　橋　清　治
副委員長� 相　庭　常　人
委　　員� 清　水　　　直
同 � 松　田　圭　子
同 � 嶋　村　政　博
同 � 中　島　敏　之
同 � 松　山　知　明

予備委員� 冨　岡　孝　之
同 � 瓜　生　　　厚
同 � 山　畑　智　也

〔石井みどり神奈川県後援会〕
幹 事 長� 堀　口　裕　司
副幹事長� 呉　　　明　也
幹　　事� 三　浦　徳　明
同 � 皆　藤　訓　男
同 � 和　田　光　利
同 � 高　橋　秀　岳
同 � 丸　田　　　治
同 � 宮　坂　宗　行

〔島村大神奈川県歯科医師後援会〕
代　　表� 鶴　岡　裕　亮
副 代 表� 椎　野　喜一朗
同 � 杉　山　紀　子
同 � 小　澤　　　操
同 � 小　川　　　淳
同 � 杉　山　紀　子
同 � 関　　　英　夫
同 � 徳　永　寛　司
同 � 北　野　道　廣

幹 事 長� 長　崎　康　俊
副幹事長� 松　本　　　純
同 � 今　宮　圭　太

幹　　事� 鹿　郷　満　保
同 � 西　山　　　潔
同 � 小笠原　美由紀
同 � 白　井　仁　之
同 � 久保田　　　正
同 � 杉之内　俊　郎
同 � 川　越　元　久
同 � 松　本　富　三
同 � 中　村　好　子
同 � 河　野　孝　栄
同 � 五十嵐　史　征

顧　　問� 中　村　昌　人
同 � 加藤木　　　健

顧　　問� 田　村　肇　男
同 � 原　　　慶　治
同 � 中　村　昌　人
同 � 富　田　　　篤

相 談 役� 椎　谷　久仁男
同 � 大　嶋　基　司
同 � 加藤木　　　健
同 � 大　木　　　哲
同 � 島　村　　　大

顧問弁護士� 末　石　倫　大

【広報委員会】
委 員 長� 山　田　剛　久
副委員長� 飛　田　　　暁
委　　員� 宇佐美　貴　弘
同 � 金　井　久　弥

【情報調査委員会】
委  員� 小　野　清一郎

同 � 坂　下　友　也
同 � 宇佐美　貴　弘
同 � 大　持　　　充
同 � 五十嵐　史　征
同 � 山　畑　智　也

特別委員� 今　宮　圭　太
同 � 檀　上　　　修

【組織力強化委員会】
委　　員� 北　野　道　廣
同 � 今　宮　圭　太
同 � 小　池　軍　平
同 � 石　田　千　洋
同 � 小　野　清一郎
同 � 佐久間　　　剛
同 � 吉　田　賢　二
同 � 佐々木　康　一
同 � 海　野　倫　明
同 � 宍　倉　俊　介
同 � 宇都宮　丈　児
同 � 佐　藤　宏　憲
同 � 加　藤　一　成

会　　長
副 会 長
同
同
同

理 事 長
副理事長
常務理事
同
同
同
同
同
同

監　　事
同

鶴　岡　裕　亮
宮　坂　宗　行
徳　永　寛　司
小　澤　　　操
小　川　　　淳
長　崎　康　俊
檀　上　　　修
北　野　道　廣
今　宮　圭　太
山　田　剛　久
川　越　元　久
小　池　軍　平
柴　田　　　豊
皆　藤　訓　男
関　　　泰　忠
佐　藤　政　夫

平成２９年・３０年

役職名� 氏 名 役職名� 氏 名

名簿
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〔選挙管理委員会H30.7.1～ R2.6.30〕
委 員 長� 高　橋　清　治
副委員長� 相　庭　常　人
委　　員� 中　島　敏　之
同 � 清　水　　　直
同 � 松　田　圭　子
同 � 髭　内　宏　光
同 � 嶋　村　政　博

予備委員� 冨　岡　孝　之
同 � 山　畑　智　也
同 � 渡　邊　奈美子

〔島村大神奈川県歯科医師後援会〕
代　　表� 鶴　岡　裕　亮
副 代 表� 椎　野　喜一朗
同 � 杉　山　紀　子
同 � 西　山　　　潔
同 � 小　川　　　淳
同 � 原　　　秀　一
同 � 嶋　田　潤　一
同 � 徳　永　寛　司
同 � 北　野　道　廣
同 � 五十嵐　史　征

幹 事 長� 長　崎　康　俊
副幹事長� 松　本　　　純
同 � 川　越　元　久

幹　　事� 鹿　郷　満　保
同 � 西　山　　　潔
同 � 小笠原　美由紀
同 � 白　井　仁　之
同 � 久保田　　　正
同 � 杉之内　俊　郎
同 � 松　本　富　三
同 � 河　野　孝　栄
同 � 今　宮　圭　太

顧　　問� 中　村　昌　人
同 � 富　田　　　篤
同 � 加藤木　　　健
同 � 関　　　泰　忠
同 � 妹　尾　明　寛
同 � 難　波　隆　夫

【広報委員会】
委 員 長� 山　田　剛　久
副委員長� 飛　田　　　暁
委　　員� 宇佐美　貴　弘
同 � 金　井　久　弥

【情報調査委員会】
委　　員� 小　野　清一郎
同 � 髙　倉　康　介
同 � 宮　田　利　郎
同 � 五十嵐　史　征
同 � 盛　田　健　司
同 � 添　田　博　充

特別委員� 大　持　　　充
同 � 檀　上　　　修
同 � 山　田　剛　久

【組織対策委員会】
委　　員� 北　野　道　廣
同 � 小　池　軍　平
同 � 石　田　千　洋
同 � 吉　田　賢　二
同 � 佐々木　康　一
同 � 海　野　倫　明
同 � 宍　倉　俊　介
同 � 中　田　伸　一
同 � 佐　藤　宏　憲
同 � 今　宮　圭　太

会　　長
副 会 長
同
同
同

理 事 長
副理事長
常務理事
同
同
同
同
同

監 事
同

顧　　問
同
同

相 談 役
同
同
同
同
同

顧問弁護士

鶴　岡　裕　亮
宮　坂　宗　行
徳　永　寛　司
西　山　　　潔
小　川　　　淳
長　崎　康　俊
檀　上　　　修
北　野　道　廣
山　田　剛　久
川　越　元　久
小　池　軍　平
柴　田　　　豊
皆　藤　訓　男
関　　　泰　忠
佐　藤　政　夫

原　　　慶　治
中　村　昌　人
富　田　　　篤
椎　谷　久仁男
大　嶋　基　司
加藤木　　　健
大　木　　　哲
島　村　　　大
萩　原　鉄　也
末　石　倫　大

令和元年・２年

役職名� 氏 名 役職名� 氏 名

名簿



38

〔選挙管理委員会R4.7.1～ R6.6.30〕
委　　員� 相　庭　常　人
同 � 清　水　　　直
同 � 松　田　圭　子
同 � 冨　岡　孝　之
同 � 髭　内　宏　光
同 � 嶋　村　政　博
同 � 渡　邊　奈美子

予備委員� 西　　　耕　一
同 � 福　増　久　佳
同 � 仲　村　裕　之

【広報委員会】
委 員 長� 金　井　久　弥
委　　員� 飛　田　　　暁
同 � 原　　　宣　道

【情報調査委員会】
委 員 長� 髙　倉　康　介
委　　員� 小　野　清一郎
同 � 荻　原　光　貴
同 � 佐久間　啓　文
同 � 大　西　明　人
同 � 盛　田　健　司
同 � 添　田　博　充

特別委員� 大　持　　　充
同 � 檀　上　　　修
同 � 山　田　剛　久

【組織力強化委員会】
委 員 長� 村　田　拓　也
委　　員� 續　　　宏　之
同 � 海　野　倫　明
同 � 宍　倉　俊　介
同 � 中　田　伸　一
同 � 佐　藤　宏　憲
同 � 田　中　　　綾
同 � 荒　木　直　美

特別委員� 今　宮　圭　太
同 � 北　野　道　廣
同 � 小　池　軍　平

令和３年・４年度

役職名� 氏 名 役職名� 氏 名

会　　長
副 会 長
同
同
同
同

理 事 長
副理事長
常務理事
同
同
同
同
同
同

監　　事
同

顧　　問
同
同

相 談 役
同
同
同
同

顧問弁護士

鶴　岡　裕　亮
宮　坂　宗　行
徳　永　寛　司
長　崎　康　俊
西　山　　　潔
小　川　　　淳
川　越　元　久
檀　上　　　修
北　野　道　廣
山　田　剛　久
小　池　軍　平
柴　田　　　豊
皆　藤　訓　男
髙　倉　康　介
坂　井　隆　信
関　　　泰　忠
佐　藤　政　夫
原　　　慶　治
中　村　昌　人
富　田　　　篤
大　嶋　基　司
加藤木　　　健
大　木　　　哲
島　村　　　大
萩　原　鉄　也
末　石　倫　大

名簿
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名簿

〔山田宏神奈川県歯科医師後援会〕
代　　表� 鶴　岡　裕　亮
副 代 表� 宮　坂　宗　行
同 � 徳　永　寛　司
同 � 長　崎　康　俊
同 � 西　山　　　潔
同 � 小　川　　　淳

幹 事 長� 川　越　元　久
副幹事長� 檀　上　　　修
幹　　事� 北　野　道　廣
同 � 山　田　剛　久
同 � 小　池　軍　平
同 � 柴　田　　　豊

　 同（会計）� 皆　藤　訓　男
同 � 髙　倉　康　介
同 � 坂　井　隆　信

顧 　 問� 関　　　泰　忠
同 � 原　　　慶　治
同 � 中　村　昌　人
同 � 富　田　　　篤

役職名� 氏 名 役職名� 氏 名

〔島村大神奈川県歯科医師後援会〕
代　　表� 鶴　岡　裕　亮
副 代 表� 椎　野　喜一朗
同 � 杉　山　紀　子
同 � 嶋　田　潤　一
同 � 原　　　秀　一
同 � 長　崎　康　俊
同 � 西　山　　　潔
同 � 小　川　　　淳
同 � 徳　永　寛　司
同 � 北　野　道　廣
同 � 檀　上　　　修

幹 事 長� 川　越　元　久
副幹事長� 松　本　　　純
同 � 小　池　軍　平

幹　　事� 鹿　郷　満　保
同 � 小笠原　美由紀
同 � 白　井　仁　之
同 � 久保田　　　正
同 � 宮　坂　和　弘
同 � 杉之内　俊　郎
同 � 松　本　富　三
同 � 河　野　孝　栄
同 � 今　宮　圭　太

顧 　 問� 中　村　昌　人
同 � 富　田　　　篤
同 � 加藤木　　　健
同 � 関　　　泰　忠

〔比嘉なつみ神奈川県歯科医師後援会〕
代　　表� 鶴　岡　裕　亮
副 代 表� 菱　山　　　豪
同 � 宮　坂　宗　行
同 � 徳　永　寛　司
同 � 長　崎　康　俊
同 � 西　山　　　潔
同 � 小　川　　　淳

幹 事 長� 川　越　元　久
副幹事長� 檀　上　　　修
幹　　事� 北　野　道　廣
同 � 山　田　剛　久
同 � 小　池　軍　平
同 � 柴　田　　　豊

　 同（会計）� 皆　藤　訓　男
同 � 髙　倉　康　介
同 � 坂　井　隆　信

顧 　 問� 関　　　泰　忠
同 � 原　　　慶　治
同 � 中　村　昌　人
同 � 富　田　　　篤
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日本歯科医師連盟　歴代評議員 ･ 予備評議員

平成２５・２６年度
役職名� 役 員 氏 名 役職名� 役 員 氏 名

評 議 員
同
同

高　橋　宏　嘉
徳　永　寛　司
宮　坂　宗　行

予備評議員
同
同

鶴　岡　裕　亮
森　　　洋　行
檀　上　　　修

平成２７・２８年度
役職名� 役 員 氏 名 役職名� 役 員 氏 名

評 議 員
同
同

富　田　　　篤
高　橋　宏　嘉
鶴　岡　裕　亮

予備評議員
同
同

森　　　洋　行
徳　永　寛　司
宮　坂　宗　行

平成２９年度
役職名� 役 員 氏 名 役職名� 役 員 氏 名

評 議 員
同
同

富　田　　　篤
鶴　岡　裕　亮
長　崎　康　俊

予備評議員
同
同

宮　坂　宗　行
徳　永　寛　司
小　川　　　淳

平成３０年度
役職名� 役 員 氏 名 役職名� 役 員 氏 名

評 議 員
同
同

鶴　岡　裕　亮
長　崎　康　俊
徳　永　寛　司

予備評議員
同
同

宮　坂　宗　行
小　澤　　　操
小　川　　　淳

令和元・２年度
役職名� 役 員 氏 名 役職名� 役 員 氏 名

評 議 員
同
同

鶴　岡　裕　亮
徳　永　寛　司
長　崎　康　俊

予備評議員
同
同

宮　坂　宗　行
西　山　　　潔
小　川　　　淳

令和３・４年度
役職名� 役 員 氏 名 役職名� 役 員 氏 名

評 議 員
同
同

鶴　岡　裕　亮
徳　永　寛　司
川　越　元　久

予備評議員
同
同

宮　坂　宗　行
長　崎　康　俊
西　山　　　潔

名簿
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神奈川県歯科医師連盟　
歴代地域代表者 ･ 幹事 ･ ＤＭ ･ 評議員 ･ 予備評議員
地域歯科医師連盟代表者

横浜市　　　　　　　　高江洲　　　尚　　　小　澤　　　操　　　小　澤　　　操　　　西　山　　　潔　　　西　山　　　潔

横浜市中区　　　　　　有　馬　敬　二　　　有　馬　敬　二　　　池　野　雄　二　　　　　　―　　　　　　　　　―

横浜市西区　　　　　　杉　浦　洋　二　　　杉　浦　洋　二　　　妹　尾　明　寛　　　　　　―　　　　　　　　　―

横浜市南区　　　　　　青　山　　　繁　　　青　山　　　繁　　　青　山　　　繁　　　　　　―　　　　　　　　　―

横浜市港南区　　　　　撫　養　勉　成　　　撫　養　勉　成　　　田　川　　　攻　　　　　　―　　　　　　　　　―

横浜市磯子区　　　　　川　田　俊　一　　　曽　根　健　夫　　　林　　　誠　一　　　　　　―　　　　　　　　　―

横浜市金沢区　　　　　伊　藤　昌　夫　　　関　　　敏　明　　　関　　　敏　明　　　　　　―　　　　　　　　　―

横浜市保土ケ谷区　　　伊　藤　洋　一　　　伊　藤　洋　一　　　鹿　郷　満　保　　　　　　―　　　　　　　　　―

横浜市旭区　　　　　　永　田　勝　彦　　　永　田　勝　彦　　　江　口　康久万　　　　　　―　　　　　　　　　―

横浜市戸塚区　　　　　小　篠　一　雄　　　小　篠　一　雄　　　小　篠　一　雄　　　　　　―　　　　　　　　　―

横浜市栄区　　　　　　土　屋　重　俊　　　大　矢　　　享　　　大　矢　　　享　　　　　　―　　　　　　　　　―

横浜市泉区　　　　　　高　橋　信　人　　　宮　内　錦　一　　　宮　内　錦　一　　　　　　―　　　　　　　　　―

横浜市瀬谷区　　　　　鳥　山　　　茂　　　河　田　　　優　　　丸　山　泰　治　　　　　　―　　　　　　　　　―

横浜市神奈川区　　　　足　立　武　久　　　西　山　　　潔　　　杉　本　達　也　　　　　　―　　　　　　　　　―

横浜市港北区　　　　　沖　倉　喜　彰　　　保　刈　徳　久　　　保　刈　徳　久　　　　　　―　　　　　　　　　―

横浜市緑区　　　　　　白　井　仁　之　　　白　井　仁　之　　　遠　見　　　治　　　　　　―　　　　　　　　　―

横浜市青葉区　　　　　久保田　　　正　　　藤　尾　　　昭　　　下　山　和　夫　　　　　　―　　　　　　　　　―

横浜市都筑区　　　　　木　村　謙　吾　　　前　澤　進　一　　　葉　　　紹　誠　　　　　　―　　　　　　　　　―

横浜市鶴見区　　　　　岩　木　一　晃　　　稲　　　龍　之　　　佐　藤　信　二　　　　　　―　　　　　　　　　―

川崎市　　　　　　　　田　中　　　修　　　小　川　　　淳　　　小　川　　　淳　　　小　川　　　淳　　　宮　坂　和　弘

相模原市　　　　　　　和　智　武　夫　　　関　　　英　夫　　　関　　　英　夫　　　嶋　田　潤　一　　　嶋　田　潤　一

横須賀市　　　　　　　松　井　利　行　　　松　井　利　行　　　松　井　利　行　　　原　　　秀　一　　　原　　　秀　一

逗葉　　　　　　　　　松　岡　　　晃　　　松　岡　　　晃　　　松　岡　　　晃　　　松　岡　　　晃　　　松　岡　　　晃

鎌倉市　　　　　　　　仲　村　裕　之　　　五十嵐　史　征　　　五十嵐　史　征　　　五十嵐　史　征　　　五十嵐　史　征

藤沢市　　　　　　　　宮　杜　恭　子　　　松　本　富　三　　　松　本　富　三　　　松　本　富　三　　　松　本　富　三

大和綾瀬　　　　　　　近　藤　清　志　　　近　藤　清　志　　　山　本　正　昭　　　池　田　香　里　　　林　　　清　信

茅ヶ崎寒川　　　　　　山　田　剛　久　　　中　川　　　淳　　　下　里　隆　史　　　下　里　隆　史　　　下　里　隆　史

平塚 ･大磯 ･二宮　　　有　近　徳　幸　　　有　近　徳　幸　　　秋　山　　　博　　　秋　山　　　博　　　秋　山　　　博

小田原　　　　　　　　椎　野　喜一朗　　　椎　野　喜一朗　　　椎　野　喜一朗　　　椎　野　喜一朗　　　椎　野　喜一朗

厚木　　　　　　　　　高　橋　　　庸　　　高　橋　　　庸　　　馬　場　賢　輔　　　馬　場　賢　輔　　　高　熊　達　朗

海老名市　　　　　　　三　宅　壯　平　　　三　宅　壯　平　　　三　宅　壯　平　　　山　川　晃　司　　　山　川　晃　司

座間市　　　　　　　　浜　崎　俊　一　　　武　藤　　　昇　　　武　藤　　　昇　　　武　藤　　　昇　　　武　藤　　　昇

秦野伊勢原　　　　　　新　倉　良　一　　　大　塚　哲　也　　　大　塚　哲　也　　　大　塚　哲　也　　　新　倉　良　一

足柄　　　　　　　　　小　宮　眞　博　　　金　子　　　勝　　　金　子　　　勝　　　楢　山　義　彦　　　楢　山　義　彦

年 　 度　　　平成２５年･２６年度　　　平成２７年･２８年度　　　平成２９年･３０年度　　　令和元年･令和２年度　　　令和３年･４年度
地 域 名　　　氏  名　　　氏  名　　　氏  名　　　氏  名　　　氏  名

名簿
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幹事・ＤＭ

横浜市中区　　　　有馬敬二　中野哲也　有馬敬二　今西賢仁　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ―

横浜市西区　　　　杉浦洋二　佐久間啓文　杉浦洋二　佐久間啓文　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ―

横浜市南区　　　　青山　繁　勝間田聡　青山　繁　勝間田聡　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ―

横浜市港南区　　　撫養勉成　正木久秀　撫養勉成　正木久秀　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ―

横浜市磯子区　　　曽根健夫　林　誠一　曽根健夫　林　誠一　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ―

横浜市金沢区　　　山口東吾　金子博嗣　関　敏明　更家　誠　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ―

横浜市保土ケ谷区　伊藤洋一　山本一臣　伊藤洋一　山本一臣　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ―

横浜市旭区　　　　永田勝彦　江口康久万　永田勝彦　小池章一　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ―

横浜市戸塚区　　　小篠一雄　松山教男　小篠一雄　松山教男　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ―

横浜市栄区　　　　土屋重俊　白川和也　大矢　享　朝廣賢哲　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ―

横浜市泉区　　　　高橋信人　江口幸壽千　宮内錦一　小野清一郎　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ―

横浜市瀬谷区　　　鳥山　茂　山口恭誉　河田　優　下村貢一　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ―

横浜市神奈川区　　足立武久　福増一浩　西山　潔　福増一浩　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ―

横浜市港北区　　　沖倉喜彰　天野秀二　保刈徳久　天野秀二　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ―

横浜市緑区　　　　白井仁之　加藤喜夫　白井仁之　加藤喜夫　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ―

横浜市青葉区　　　久保田正　山崎智人　藤尾　昭　山崎智人　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ―

横浜市都筑区　　　木村謙吾　前澤進一　前澤進一　西村　聡　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ―

横浜市鶴見区　　　岩木一晃　稲　龍之　稲　龍之　森田智樹　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ―

横浜市　　　　　　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　呉　明也　撫養勉成　岡田春夫　外池利夫　岡田春夫　外池利夫

川崎市　　　　　　田中　修　及川栄郎　小川　淳　宮坂和弘　宮坂和弘　宇都宮丈児　宮坂和弘　志岐　正　宮坂和弘　及川栄郎

相模原市　　　　　関　英夫　山畑智也　関　英夫　菱山　豪　関　英夫　加藤一成　嶋田潤一　加藤一成　嶋田潤一　加藤一成

横須賀市　　　　　松井利行　原　秀一　松井利行　宮田　茂　松井利行　楊箸明朗　原　秀一　相原治美　原　秀一　種田基衛

逗葉　　　　　　　松岡　晃　秋山英之　松岡　晃　秋山英之　松岡　晃　金子栄一　松岡　晃　加藤順久　松岡　晃　加藤順久

鎌倉市　　　　　　仲村裕之　脇田秀明　五十嵐史征　百衣啓至　五十嵐史征　百衣啓至　五十嵐史征　百衣啓至　五十嵐史征　百衣啓至

藤沢市　　　　　　宮杜恭子　薮内貴章　松本富三　薮内貴章　松本富三　薮内貴章　松本富三　薮内貴章　松本富三　薮内貴章

大和綾瀬　　　　　近藤清志　中村好子　近藤清志　山本正昭　山本正昭　池田香里　池田香里　岡田誠二　林　清信　土屋新太郎

茅ヶ崎寒川　　　　北村信行　山田剛久　中川　淳　山田剛久　下里隆史　岡木秀生　下里隆史　岡木秀生　下里隆史　岡木秀生

平塚 ･大磯 ･二宮　有近徳幸　秋山達郎　有近徳幸　馬上富美男　秋山　博　杉山元彦　秋山　博　杉山元彦　秋山　博　杉山元彦

小田原　　　　　　椎野喜一朗　川瀬和也　椎野喜一朗　夏目宗治　椎野喜一朗　吉田太一　椎野喜一朗　吉田太一　椎野喜一朗　河野孝栄

厚木　　　　　　　高橋　庸　中島　晃　高橋　庸　佐藤宏憲　馬場賢輔　佐藤宏憲　馬場賢輔　佐藤宏憲　高熊達朗　佐藤宏憲

海老名市　　　　　三宅壯平　盛田健司　三宅壯平　盛田健司　三宅壯平　盛田健司　山川晃司　盛田健司　山川晃司　中村盛幸

座間市　　　　　　浜崎俊一　小林弘幸　武藤　昇　小林弘幸　武藤　昇　赤羽秀哉　武藤　昇　赤羽秀哉　武藤　昇　赤羽秀哉

秦野伊勢原　　　　新倉良一　萩原鉄也　大塚哲也　萩原鉄也　大塚哲也　萩原鉄也　大塚哲也　萩原鉄也　新倉良一　萩原鉄也

足柄　　　　　　　小宮眞博　藤井俊治　金子　勝　藤井俊治　金子　勝　藤井俊治　楢󠄀山義彦　藤井俊治　楢󠄀山義彦　藤井俊治

年 　 度　　平成２５年･２６年度　　　平成２７年･２８年度　　　平成２９年･３０年度　　　令和元年･令和２年度　　　令和３年･４年度
地 域 名　幹 　 事　Ｄ 　 Ｍ　幹 　 事　Ｄ 　 Ｍ　幹 　 事　Ｄ 　 Ｍ　幹 　 事　Ｄ 　 Ｍ　幹 　 事　Ｄ 　 Ｍ

名簿
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評議員・予備評議員

横浜市中区　　　　有馬敬二　砂田　章　有馬敬二　中野哲也　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ―

　　　　　　　　　山本浩一郎　今西賢仁　山本浩一郎　砂田　章　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ―

　　　　　　　　　中野哲也　入江陽一　今西賢仁　入江陽一　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ―

横浜市西区　　　　武内春男　佐久間啓文　武内春男　佐久間啓文　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ―

　　　　　　　　　妹尾明寛　横関雅彦　妹尾明寛　横関雅彦　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ―

横浜市南区　　　　青山　繁　丸田　治　青山　繁　丸田　治　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ―

　　　　　　　　　勝間田聡　酒井康友　勝間田聡　酒井康友　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ―

横浜市港南区　　　撫養勉成　田川　攻　撫養勉成　田川　攻　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ―

　　　　　　　　　正木久秀　杉山　裕　正木久秀　杉山　裕　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ―

横浜市磯子区　　　川田俊一　渡辺　茂　川田俊一　渡辺　茂　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ―

　　　　　　　　　坂田隆一　曽根健夫　坂田隆一　曽根健夫　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ―

横浜市金沢区　　　山口東吾　朝香雅一　関　敏明　更家　誠　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ―

　　　　　　　　　金子博嗣　桜井　忍　伊藤昌夫　朝香雅一　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ―

横浜市保土ケ谷区　伊藤洋一　鹿郷満保　伊藤洋一　鹿郷満保　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ―

　　　　　　　　　山本一臣　金子守男　山本一臣　金子守男　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ―

横浜市旭区　　　　鶴見博貴　永田勝彦　鶴見博貴　永田勝彦　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 	

　　　　　　　　　阿部智彦　土屋松美　阿部智彦　土屋松美　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ―

横浜市戸塚区　　　小篠一雄　河原洋市　小篠一雄　河原洋市　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ―

　　　　　　　　　松山教男　平久忠輝　松山教男　平久忠輝　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ―

横浜市栄区　　　　須加是明　河野正直　土屋重俊　二宮卓史　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ―

横浜市泉区　　　　江口幸壽千　奥野浩一　江口幸壽千　奥野浩一　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ―

横浜市瀬谷区　　　武山竜雄　河田　優　鳥山　茂　武山竜雄　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ―

横浜市神奈川区　　清水真一郎　足立武久　西山　潔　足立武久　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ―

　　　　　　　　　冨田雅彦　小林雅之　清水真一郎　小林雅之　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ―

横浜市港北区　　　天野秀二　長谷川純子　天野秀二　長岡正樹　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ―

　　　　　　　　　紅林尚樹　関　龍彦　長谷川純子　山本智彦　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ―

横浜市緑区　　　　白井仁之　遠見　治　白井仁之　遠見　治　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ―

横浜市青葉区　　　久保田正　田花政昌　藤尾　昭　下山和夫　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ―

　　　　　　　　　堀口裕司　藤下義輝　久保田正　藤下義輝　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ―

　　　　　　　　　佐氏又英　酒向　毅　佐氏又英　田花政昌　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ―

横浜市都筑区　　　前澤進一　田井直樹　前澤進一　吉岡裕史　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ―

　　　　　　　　　森田　名　樋口嘉彦　森田　名　田井直樹　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ―

【H25年度～H28年度】◎議長：花村欣也　〇副議長：川田俊一　【H29年度～H30年度】◎議長：関　英夫　〇副議長：西山　潔
【R元年度～R4年度】  ◎議長：青山　繁　〇副議長：嶋田潤一

年 　 度　　平成２５年･２６年度　　　平成２７年･２８年度　　　平成２９年･３０年度　　　令和元年･令和２年度　　　令和３年･４年度
地 域 名　評 議 員　予備評議員　評 議 員　予備評議員　評 議 員　予備評議員　評 議 員　予備評議員　評 議 員　予備評議員
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横浜市鶴見区　　　岩木一晃　森田智樹　稲　龍之　六角譲治　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ―

　　　　　　　　　稲　龍之　六角譲治　森田智樹　氏原　銑　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ―

横浜市　　　　　　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　呉　明也　小池章一　岡田春夫　髙倉康介　岡田春夫　下山和夫

　　　　　　　　　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　小嶋伸之　鈴木篤茂　外池利夫　鈴木篤茂　外池利夫　鈴木篤茂

　　　　　　　　　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　大内　昇	 宮治俊朗　宮治俊朗　山倉和典　宮治俊朗　平久忠輝

　　　　　　　　　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　朝廣賢哲　平久忠輝　笠原一臣　平久忠輝　新井宗高　笠原一臣

　　　　　　　　　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　笠原一臣　小林好彦　新井宗高　望月清志　今西賢仁　蕭　敬意

　　　　　　　　　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　今西賢仁　池野雄二　今西賢仁　池野雄二　妹尾明寛　武内春男

　　　　　　　　　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　妹尾明寛　武内春男　妹尾明寛　武内春男　青山　繁　勝間田聡

　　　　　　　　　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　青山　繁　勝間田聡　青山　繁　勝間田聡　正木久秀　撫養勉成

　　　　　　　　　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　撫養勉成　田川　攻　撫養勉成　田川　攻　村瀬勝巳　林　誠一

　　　　　　　　　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　川田俊一　新井宗高　林　誠一　村瀬勝巳　大田益雄　朝香雅一

　　　　　　　　　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　関　敏明　大田益雄　大田益雄　朝香雅一　鹿郷満保　古田潤二郎

　　　　　　　　　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　鹿郷満保　西郷　巖　鹿郷満保　金子守男　江口康久万　齋藤　牧

　　　　　　　　　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　佐藤隆幸　大野正雄　江口康久万　佐藤隆幸　山口里恵　松山教男

　　　　　　　　　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　小篠一雄　松山教男　小篠一雄　松山教男　大矢　享　片倉　好

　　　　　　　　　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　土屋重俊　二宮卓史　土屋重俊　二宮卓史　橋本和喜　吉野壮一郎

　　　　　　　　　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　江口幸壽千　川上　敬　橋本和喜　岩崎　仁　鳥山　茂　武山竜雄

　　　　　　　　　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　鳥山　茂　武山竜雄　鳥山　茂　武山竜雄　杉本達也　大西明人

　　　　　　　　　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　西山　潔　杉本達也　杉本達也　加来めぐみ　加来めぐみ　関口　裕

　　　　　　　　　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　保刈徳久　天野秀二　天野秀二　保刈徳久　天野秀二　保刈徳久

　　　　　　　　　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　白井仁之　加藤喜夫　白井仁之　加藤喜夫　白井仁之　加藤喜夫

　　　　　　　　　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　久保田正　鈴木俊和　久保田正　鈴木俊和　久保田正　河井里佳

　　　　　　　　　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　佐氏又英　山崎智人　佐氏又英　山崎智人　佐氏又英　山崎智人

　　　　　　　　　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　前澤進一　堀　雅人　前澤進一　堀　雅人　前澤進一　堀　雅人

　　　　　　　　　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　宇佐美貴弘　六角譲治　宇佐美貴弘　六角譲治　佐藤信二　六角譲治

川崎市　　　　　　田中　修　小川　淳　小川　淳　宮坂和弘　佐藤哲郎　宇都宮丈児　 ― 　 ― 　宮坂和弘　榎本光夫

　　　　　　　　　金井久弥　小林隆志　金井久弥　佐々木孝幸　金井久弥　今井雅文　金井久弥　今井雅文　今井雅文　横島弘和

　　　　　　　　　井田晴夫　宮坂和弘　井田晴夫　髭内宏光　宮坂和弘　榎本光夫　宮坂和弘　榎本光夫　海野倫明　須貝昭弘

　　　　　　　　　玉置和延　及川栄郎　玉置和延　及川栄郎　玉置和延　及川栄郎　玉置和延　及川栄郎　鈴木幸一　及川栄郎

　　　　　　　　　関矢　徹　宇都宮丈児　関矢　徹　宇都宮丈児　三浦徳明　福増久佳　三浦徳明　福増久佳　三浦徳明　福増久佳

　　　　　　　　　高森勝久　二川芳人　広瀬忠正　梅田和裕　梅田和裕　志岐　正　梅田和裕　広瀬忠正　中島信也　梅田和裕

　　　　　　　　　小林　伸　植木博章　小林　伸　植木博章　小林　伸　植木博章　鈴木忠人　菊池伸一　鈴木忠人　飯島一宏

　　　　　　　　　浜地宏哉　東　孝臣　浜地宏哉　東　孝臣　坂巻秀明　鎌方智得　吉澤　大　鎌方智得　大山雅巳　吉澤　大

年 　 度　　　平成２５年･２６年度　　　平成２７年･２８年度　　　平成２９年･３０年度　　　令和元年･令和２年度　　　令和３年･４年度
地域名　　　　　　評 議 員　予備評議員　評 議 員　予備評議員　評 議 員　予備評議員　評 議 員　予備評議員　評 議 員　予備評議員

名簿
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相模原市　　　　　関　英夫　小山道夫　関　英夫　加藤一成　関　英夫　渋谷浩一　嶋田潤一　渋谷浩一　嶋田潤一　渋谷浩一

　　　　　　　　　保坂　保　加藤茂之　皆藤訓男　宮下浩二　嶋田潤一　一戸　巧　鈴木雄一　一戸　巧　鈴木雄一　一戸　巧

　　　　　　　　　皆藤訓男　鈴木雄一　鈴木雄一　一戸　巧　鈴木雄一　水沼信也　菱山　豪　水沼信也　菱山　豪　水沼信也

　　　　　　　　　梶野　尚　石渡　淳　渋谷浩一　水沼信也　菱山　豪　宮下浩二　加藤一成　山口祐一　加藤一成　山口祐一

　　　　　　　　　山口隆成　渋谷浩一　加藤茂之　小山道夫　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ―

横須賀市　　　　　平嶺勝嗣　石渡郁生　松井利行　楊箸明朗　松井利行　楊箸明朗　原　秀一　楊箸明朗　原　秀一　松本　猛

　　　　　　　　　青木章子　佐藤みゆき　青木章子　相原治美　青木章子　関口一実　小川秀人　相原治美　芹田裕一郎　小野晃嗣

　　　　　　　　　原　秀一　宮田　茂　原　秀一　関口一実　原　秀一　相原治美　齋藤眞且　松本　猛　齋藤眞且　種田基衛

　　　　　　　　　金本光雄　楊箸明朗　宮田　茂　藤原浩彦　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　関口一実　鈴木伶奈

逗葉　　　　　　　松岡　晃　秋山英之　松岡　晃　秋山英之　松岡　晃　金子栄一　松岡　晃　加藤順久　松岡　晃　加藤順久

鎌倉市　　　　　　仲村裕之　上田順一　渡辺　徹　脇田秀明　渡辺　徹　脇田秀明　五十嵐史征　金子正樹　五十嵐史征　千原　晃

　　　　　　　　　木村　朗　林　　誠　仲村裕之　林　　誠　五十嵐史征　金子正樹　渡辺　徹　寺木浩介　金子正樹　寺木浩介

藤沢市　　　　　　宮杜恭子　小柴哲也　松本富三　小柴哲也　松本富三　工藤滋子　松本富三　渡邊奈美子　松本富三　伊藤保之

　　　　　　　　　上田千秋　手塚雅順　上田千秋　手塚雅順　上田千秋　渡邊奈美子　上田千秋　和田光利　上田千秋　和田光利

　　　　　　　　　松本富三　小國　望　薮内貴章　小國　望　薮内貴章　永海大志　薮内貴章　宮田保之　薮内貴章　宮田保之

　　　　　　　　　薮内貴章　佐々木博子　工藤滋子　佐々木博子　小柴哲也　和田光利　森　洋行　千葉俊郎　 ― 　 ―

大和綾瀬　※ R1.6.22に大和から大和綾瀬に改称

　　　　　　　　　近藤清志　中村好子　近藤清志　小俣好子　近藤清志　池田香里　近藤清志　岡田誠二　林　清信　花村愼也

　　　　　　　　　青木則博　山本正昭　青木則博　山本正昭　山本正昭　柴垣博一　池田香里　花村愼也　土屋新太郎　大川原亨

茅ヶ崎寒川　　　　北村信行　平田澧子　山田剛久　八木英一　岡木秀生　下里　誠　下里隆史　下里　誠　下里隆史　下里　誠

　　　　　　　　　山田剛久　下里　誠　岡木秀生　下里　誠　高橋成明　今井　洋　岡木秀生　今井　洋　岡木秀生　今井　洋

　　　　　　　　　岡木秀生　八木英一　 ― 　 ― 　有馬竜二　飛田尚慶　有馬竜二　飛田尚慶　有馬竜二　飛田尚慶

平塚 ･大磯 ･二宮　馬上富美男　有近徳幸　鈴村佑子　戸田篤志　鈴村佑子　秋山　博　鈴村佑子　秋山　博　鈴村佑子　秋山　博

　　　　　　　　　中戸川幸弘　杉山元彦　岡本　昇　中峰　保　岡本　昇　杉山元彦　北田敏光　杉山元彦　北田敏光　杉山元彦

　　　　　　　　　的野　中　久保田俊哉　秋山達郎　杉山元彦　戸田篤志　中峰　保　久保田俊哉　中峰　保　久保田俊哉　中峰　保

小田原　　　　　　椎野喜一朗　山下伸司　椎野喜一朗　吉田太一　椎野喜一朗　佐藤　稔　椎野喜一朗　夏目宗治　椎野喜一朗　夏目宗治

　　　　　　　　　川瀬和也　吉田太一　夏目宗治　山下伸司　吉田太一　山下伸司　吉田太一　金子　亮　河野孝栄　金子　亮

　　　　　　　　　新村　徹　佐藤　稔　新村　徹　佐藤　稔　新村　徹　鯵坂真由美　新村　徹　鯵坂真由美　新村　徹　吉田太一

厚木　　　　　　　花村欣也　高橋　庸　花村欣也　中島　晃　馬場賢輔　高橋　庸　馬場賢輔　高熊達朗　高熊達朗　小原重孝

　　　　　　　　　須田　章　難波勝文　高橋　庸　難波勝文　小原重孝　中島　晃　小原重孝　上杉英作　上杉英作　和田　力

海老名市　　　　　志村　昌　国分　真　志村　昌　国分　真　志村　昌　国分　真　志村　昌　国分　真　山川晃司　国分　真

座間市　　　　　　浜崎俊一　小林弘幸　浜崎俊一　小林弘幸　武藤　昇　赤羽秀哉　武藤　昇　赤羽秀哉　武藤　昇　赤羽秀哉

秦野伊勢原　　　　前島洋一　北村政昭　山田敏勝　北村政昭　山田敏勝　北村政昭　前島洋一　北村政昭　新倉良一　山田敏勝

　　　　　　　　　山田敏勝　新倉良一　前島洋一　大塚哲也　前島洋一　大塚哲也　高橋滋樹　大塚哲也　前島洋一　北村政昭

足柄　　　　　　　小宮眞博　藤井俊治　金子　勝　藤井俊治　金子　勝　藤井俊治　楢山義彦　藤井俊治　楢山義彦　藤井俊治

年 　 度　　　平成２５年･２６年度　　　平成２７年･２８年度　　　平成２９年･３０年度　　　令和元年･令和２年度　　　令和３年･４年度
地域名　　　　　　評 議 員　予備評議員　評 議 員　予備評議員　評 議 員　予備評議員　評 議 員　予備評議員　評 議 員　予備評議員

名簿
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各委員会紹介（広報、情報調査、組織力強化、選挙管理）

委 員 長
委 員
同

金井　久弥（川崎市 / 川崎区）
飛田　　暁（横浜市 / 旭区）
原　　宣道（鎌倉市）

【担当役員】
副 会 長
理 事 長
常 務 理 事

長崎　康俊
川越　元久
山田　剛久

広報委員会委員 〈令和3年7月1日～令和5年6月30日〉

委 員 長

委　　 員
同
同
同
同
同

特 別 委 員
同

同

髙倉　康介
（神奈川県歯科医師連盟常務理事）
荻原　光貴（横浜市 / 中区）
佐久間啓文（横浜市 / 西区）
大西　明人（横浜市 / 神奈川区）
小野清一郎（横浜市 / 泉区）
盛田　健司（海老名市）
添田　博充（秦野伊勢原）
大持　　充

（神奈川県歯科医師会常任理事）
檀上　　修

（神奈川県歯科医師連盟副理事長）
山田　剛久

（神奈川県歯科医師連盟常務理事）

【担当役員】
副 会 長
理 事 長

宮坂　宗行
川越　元久

情報調査委員会委員 〈令和3年7月1日～令和5年6月30日〉

各委員会紹介
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委 員 長
委　　 員
同
同
同
同
同
同

特 別 委 員

同

同

【選挙管理委員会委員】（７名）

【予備委員】（３名）

委 員 長
副 委 員 長
委　　 員
同
同
同
同

予 備 委 員
同
同

村田　拓也（横浜市 / 青葉区）
續　　宏之（横浜市 / 港北区）
海野　倫明（川崎市 / 幸区）
宍倉　俊介（川崎市 / 高津区）
中田　伸一（川崎市 / 麻生区）
佐藤　宏憲（厚木）
田中　　綾（横浜市 / 青葉区）
荒木　直美（川崎市 / 宮前区）
今宮　圭太

（神奈川県歯科医師会常任理事）
北野　道廣

（神奈川県歯科医師連盟常務理事）
小池　軍平

（神奈川県歯科医師連盟常務理事）

相庭　常人（横浜市 / 泉区）
清水　　直（横浜市 / 保土ケ谷区）
松田　圭子（横浜市 / 港北区）
冨岡　孝之（横浜市 / 青葉区）
髭内　宏光（川崎市）
嶋村　政博（大和綾瀬）
渡邊奈美子（藤沢市）

西　　耕一（茅ヶ崎寒川）
福増　久佳（川崎市）
仲村　裕之（鎌倉市）

【担当役員】
副 会 長
理 事 長
常 務 理 事

小川　　淳
川越　元久
坂井　隆信

連盟組織力強化委員会委員

選挙管理委員会委員

〈令和3年7月1日～令和5年6月30日〉

〈令和4年7月1日～令和6年6月30日〉

各委員会紹介
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日本歯科医師連盟褒賞受賞者

※�日本歯科医師連盟褒賞：日本歯科医師連盟が政治力の強化伸長に顕著なる功績のあった
者及び業績優秀なる都道府県歯科医師連盟を表彰する最高顕彰である。

受賞年度 受賞者（団体）氏名 受賞年齢

昭和54年度 上村　歳雄（横浜市西区） 76

昭和58年度 小池　光雄（横須賀市） 77

昭和59年度 田中　利三（川崎市） 76

平成元年度 神奈川県歯科医師政治連盟 －

平成３年度 加藤　増夫（横浜市金沢区） 78

平成５年度 岡田　良生（横浜市鶴見区） 75

平成７年度 田村　肇男（横浜市瀬谷区） 73

平成26年度
石井　良雄（横浜市磯子区） 87

神奈川県歯科医師連盟 －

平成27年度 原　　慶治（横須賀市） 77

平成29年度 中村　昌人（横浜市港北区） 69

平成30年度 富田　　篤（藤沢市） 77

令和元年度 加藤木　健（横浜市西区） 72

日本歯科医師連盟褒賞受賞者
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神奈川県歯科医師連盟規約に基づく組織図
（令和５年２月現在）
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神奈川県歯科医師連盟規約に基づく組織図
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連盟１０年の歩み

総括

　神奈川県歯科医師連盟は昭和27年（1952年）9月
5日に「神奈川県歯科医政連盟」として発足した
ことが始まりとなり、その後平成13年（2001年）に
現在の名称に変更され現在に至っている。
　2012年11月8日に県歯連盟60周年記念講演会が
開催された。その後の連盟活動を中心に歯科界の
動きを総括する。

【国政】
　自公連立政権の安定した政権運営が形作られた
10年となった。2012年12月に行われた衆院選では
自民党が圧勝し政権が交代。3年余り政権与党で
あった民主党は「期待が失望に変わった」と表現
され、その後2013年の参院選でも自公が勝利し、
国会のねじれが解消。その後自公の安定政権が続
くこととなる。

【歯科医療、口腔の健康の重要性】
　「８０２０運動スローガン」の国民への浸透、理解が
進み、達成率も国の目標を上回る成果をあげてい
る。また「オーラルフレイル」という概念が示さ
れ、フレイルの前段階であると位置づけられ、国民
運動として展開されていくことが決定されている。
　口腔の健康が全身の健康と密接な関係があるこ
とを示唆させる多くの研究データが示され、また
医療費全体の削減効果がある可能性が指摘される
中、歯科医療、口腔の健康はこれまで以上に重要
なものと認識されるようになってきた。
　このような認識が広がる中、2017年には「経済
財政運営と改革の基本方針」いわゆる「骨太の方
針」に初めて歯科の文言が入り、その後年々歯科
に関する記載量は増加し内容は充実されたものと
なっている。また、「自民党総合政策集 J ファイ
ル」にも歯科のボリュームが拡大し、口腔の健康
が全身の健康に深く関与していることが示され
た。歯科関連の政治力の関与が大きくあったこと

を強調しておきたい。
　国会内では「国民歯科問題議員連盟」「国民皆歯
科健診実現議連」「自民党・スポーツ歯科を支援す
る議員連盟」「歯科口腔医療勉強会」などが設立さ
れ活動しており、政策の後押しとなっている。山
田宏議員、比嘉なつみ議員、島村大議員ら歯科関
連議員の今後の活躍が期待される。

【日本歯科医師連盟迂回献金事件】
　2015年に起こった迂回献金問題は、連盟活動に
大きな影を落とした。
　2010年に西村議員の関連政治団体である「西村
まさみ中央後援会」に対して5000万円を2回、総
額1億円の寄付を行い、年間5000万円までという
政治団体間の寄付制限額を超過した。これを隠ぺ
いするため、うち5000万円については西村議員が
支部長を務めていた「民主党参議院比例区第80支
部」に寄付しさらに総支部が西村後援会に寄付し
たように装い、日歯連や西村後援会の収支報告書
に虚偽の記載をしたという疑いである。但し時効
の関係で、虚偽記載罪のみでの立件となった。
　また、2013年には石井議員の関連政治団体であ
る、「石井みどり中央後援会」に対して5000万円と
4500万円の総額9500万円を寄付し、寄付制限を超
えたとされた。寄付制限額違反罪と虚偽記載罪で
立件された。
　当初は日歯連盟弁護士からも違法性がないとの
見解が発表されていたが、日歯会長（前日歯連盟
会長）、元日歯連盟会長、前連盟副理事長の3名が
逮捕、また日本歯科医師連盟自体も起訴され、そ
の後有罪が確定した。
　いわゆる「日歯連事件」を受け、政治資金規正
法が改正されたのにもかかわらず、また違法行為
があったと断罪された。

【参議院比例代表選挙】
　2013年参院選では、比例代表選挙において石井
みどり候補は294.079票を獲得し、医療界候補トッ

連盟活動１０年の歩み
副理事長　檀上　修
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プ、自民比例4位という好成績で見事に当選。石
井候補の知名度と歯科保険の取り扱いなどに対し
ての会員の不満と危機感が票に結びついたものと
考えられた。　
　迂回献金事件は参院選の組織代表選考にも大き
く影響を与えた。2016年、2019年の選挙は共に、
推薦した候補者は組織内代表と位置付けられてい
ない。
　2016年の選挙に関しては、2014年に選考委員会
を経て、千葉県の砂川稔先生が推薦候補者として
答申されていたものの撤回された。その後日歯連
盟が主導し、歯科医師ではない山田宏氏を応援す
ることとなった。しかしながら山田候補を推薦し
た都道府県連盟は２７にとどまり、全国一致しての
選挙とはならなかった。選挙の結果、自民党比例
当選19名中12番目、149.833票獲得して当選した。　
　2019年の選挙に関してはいわゆる「やまだ方式」
として、自民党から公認の高橋進吾氏を支援する
こと決定したものの、わずか2か月で健康上の理
由で高橋氏は辞退。その後支援が決定した比嘉奈
津美氏は次点落選となった。石井みどり議員は、
迂回献金事件の影響で3期目への挑戦を断念して
いる。一連の対応に関し、日歯連盟には多くの批
判が寄せられた。　　　　　
　2022年の選挙に向かっては、2020年に選考委員
会が開催され、9年ぶりの組織代表選挙となった。
本会会員の萩原鉄也先生は選考委員会に立候補を
して、「組織代表は歯科医師であるべき」と訴えた
が、選考はかなわなかった。推薦を受けた山田候補
は175.871票を獲得し、比例自民党10位で当選。歯
科医師ではない初めての組織代表議員が誕生した。

【島村大参議院議員】
　本連盟のこの10年間は「島村大議員と共に歩ん
できた」と言えよう。
　2013年7月に行われた参院選で、会員である島
村大君は神奈川県選挙区で１１３万余票、全国最多得
票のトップ当選を果たした。

　選挙に向けての活動は、手探りの状態からのス
タートであった。東京歯科大学同窓会が中心とな
り活動を広げる中、本連盟は支援のための補正予
算案を作成、島村大後援会を設立し全面的な支援
に動いた。会員にも顔が十分に知られているとは
言えなかったが、広報紙や各地での総決起大会な
どの結果、少しずつ浸透していった。
　島村候補は「医食住日本一の神奈川県に」「健康
寿命日本一の神奈川」をスローガンに選挙戦に挑
んだが、県民には全く知られていない。菅官房長
官の強力な支援の下、県連所属議員の応援が全力
で応援してくれたことが実を結んだ。
　2019年7月の参院選でも自民党単独候補として
91万余票を獲得し2期目の当選を果たした。　　　
　すでにそれまでの活動は、各種会合、各地域で
のデンタルミーティングなどを通して会員に広く
浸透していた。連盟としては早い時期からの支援
の準備はしたものの、同年の統一地方選までは目
立った選挙活動ができず、当選確実といった緩み
もある中で、前回の得票を上回ることが求められ
た厳しい戦いとなった。名簿提出のお願い、ポス
ター掲示のお願い、リーフレットの作成等を行い、

「京急で GO ！」「小田急で GO ！」などと銘打っ
た各駅での街頭演説では、地区会員と共にビラ配
りなどの島村事務所のサポートを実施し、連盟が
一体となっての後援会活動となった。
　島村議員の活動や実績は他紙面に譲るが、オー
ラルフレイル対策推進、税制問題、診療報酬改定
関連、歯科口腔保健推進室が省令室に格上げに
なったことなど枚挙にいとまがなく、神奈川選挙
区選出議員でありながら、組織内代表と言えるよ
うな活躍と言えよう。　
　島村議員が安定して活動し、歯科界のために力
を発揮していくためには、地域歯科医師連盟はも
ちろんのこと、与党衆参両議院、県・市・町議会
議員、各団体との良好な関係が必要であり、連盟
はその構築に力を注いできた。選挙に関しては国
政選挙にとどまらず、地方選挙においても、地域

連盟１０年の歩み
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連盟と連携した過去にないほどの選挙協力を行っ
ている。

【新型コロナウイルス感染症】
　2020年に始まった世界的な新型コロナウイルス
感染症拡大（パンデミック）は、当初歯科医療を
受診することが危険であるような情報により歯科
医院において受診者数は激減し、マスクや消毒薬
が入手困難になるなど、歯科医療の現場にきわめ
て深刻な影響を与え続けた。
　しかし歯科医療の現場で、クラスターがほとん
ど生じていないことが報道されるようになるなど
状況は次第に改善された。また口腔ケアがコロナ
感染を抑制し重症化予防にもつながることが示唆
され、口腔の健康の重要性を再認識させることに
なった。
　ワクチン接種の打ち手として歯科医師が参画で
きたことは、各方面の努力によるものである。この
新型コロナ感染症拡大は歯科医療に対し大きなダ
メージを与えたが、歯科医療や口腔の健康に対し
ての認識にポジティブなこともあったといえよう。
　消毒薬、マスクなどの優先供給のお願い、助成
金、慰労金、優遇貸付、そしてワクチン接種の打
ち手となったことなどは政治的な活動があり実現
している。

【神奈川県歯科医師会との協働】
　県下においては社団である神奈川県歯科医師会
と関係を密にして活動をしている。県歯は高橋紀
樹会長、鈴木駿介会長から松井克之会長に、本連
盟は富田篤会長から鶴岡裕亮会長へとバトンが引
き継がれたが、良好な関係の中諸問題に対して共
に取り組んできた。松井会長からは今後連盟との
一体化を見据えるとの発言があり、鶴岡会長は県
歯の理事と併任をすることになった。
　もともと連盟活動は、参議院に職域代表を送り
出すことを大きな目的として来ていたが、それにと
どまらず地域の歯科医療を守り、発展させていき

県民の期待に沿うために、県歯事業をより円滑に
進めるべく、政治力を持って渉外を担当し、ひいて
は会員の経営基盤を守る役割と考えられている。
　「神奈川県歯及び口腔の健康づくり推進条例」は
県民の生涯にわたる健康の保持増進を図ることを
目的として平成23年7月に施行された。それに基
づき平成25年には「神奈川県歯及び口腔の健康づ
くり推進計画」が策定されている。条例の改正は
5年に一度行われることが定められている。県歯
は新しい概念としての「オーラルフレイル」の概
念や「すべての世代に応じた歯科健診」の条例へ
の導入が必要と考えたものの、行政の動きは鈍く、
条例推進協議会では平成28年の改正はなしとされ
た。平成29年になり連盟は打開を図るべく活動。
自民党歯科議員連盟（通称8020議連）と連携を取
り、県歯の改正案の提出を可能にした。その後改
正案は整い、平成30年４月より施行となった。令
和4年には10年目の改正時期が訪れている。やは
り逆風があったものの、かながわ自民党オーラル
フレイル議員連盟と綿密な連携を行い、条例改正
協議会で「改正の必要あり」との評決を勝ち取っ
ている。引き続き改正案の内容を協議中である。
　また、連盟会員数の減少は今後の深刻な問題で
ある。この10年にわたり未入会者対策を様々な視
点から実施してきた。現在も県歯との連携を取り
ながら対策を講じている。

【連盟活動の10年】
　平成24年後半から令和4年までを時系列に記載
した。　

2012年 （ 平成24年 ）

8月　本連盟会員である島村大君は、自民党神奈
川県参議院選挙区第3支部長に就任した。
　日歯連盟理事長を辞任しての参院選立候補表明。
9月23日　会員の萩原鉄也君　伊勢原市市議会議
員補欠選挙で初当選　無所属で立候補だが、自民
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党の推薦、公明党の応援あり。
10月31日　石井みどり参議院議員　日歯連盟評議
員会にて2期目当選を目指しての推薦が機関決定。
11月8日　神奈川県歯科医師連盟創立６０周年記念
講演会
12月16日　第46回衆議院議員総選挙　自民党が圧
勝し政権を奪還。
　自民２９４　公明３１　民主５７　維新５４　みんな１８
　歯科関連議員　　白須賀貴樹候補、渡邊孝一候
補、三ツ林裕巳候補当選した。　
　自公連立による第2次安倍内閣が発足し、金融
緩和、財政出動、成長戦略を3本柱としたアベノ
ミクスが始動した。
12月25日　自民党は次期参院選の比例代表選出
議員選挙公認候補に、石井みどり参議院議員を決
定。中央後援会会長には高木幹正日歯連盟会長が
就き、高位当選を目指した。

２０１３年 （ 平成25年 ）

　2020年の夏季オリンピック開催が東京に決定し
たこの年、米国大統領にバラク・オバマ氏が続投
で就任した。また日中間の緊張が高まった年でも
ある。

１月３１日　島村大神奈川県歯科医師後援会を発足
した。幹事長には鶴岡裕亮君が就任した。
　本連盟は富田篤会長のもと比例区に職域代表候
補として石井みどり氏を、神奈川選挙区に島村大
氏を推薦し、県下一丸となっての選挙戦の年と
なった。
2月14日　石井みどり神奈川県後援会及び島村大
神奈川県歯科医師会後援会支援推進会議開催
3月　「神奈川県歯及び口腔の健康づくり推進計
画」が策定される。
3月2日　「デンタルミーティング IN かながわ」開催
　「歯科医療政策に関わる課題について　J ファ
イルから読み取るもの」と題しての講演　メイン

コメンテイターは河野太郎衆議院議員
４月１日　神奈川県歯科医師会　一般社団法人へ
移行。日本歯科医師会　公益社団法人へ移行。第　
４次大久保満男執行部がスタート
4月13日　「すが義偉　参議院候補予定者・島村大
を励ます春の集い」開催
4月17日　「島村大・おこのぎ八郎を支援する神奈
川第3選挙区の会」鶴見歯科医師会館にて開催。
6月15日　石井みどり・島村大後援会合同総決起
大会　茅ヶ崎市「春秋会館」川崎市「中原歯科保
健センター」にて開催した。
7月21日　第23回参議院議員通常選挙　与党が勝
利し国会では6年ぶりにねじれが解消した。
　島村大候補は１１３万余票と全国最多得票数を獲
得してトップ当選を果たす。2位以下の当選者は
松沢成文氏、佐々木さやか氏、牧山弘恵氏
　比例代表選挙では石井みどり候補が294.079票
を獲得し、医療界候補トップ、自民比例4位という
好成績で見事に当選した。　
　西村まさみ参議院議員　6年の任期の折り返し
　島村大参議院議員は参議院厚生労働委員会に所
属する
１２月２０日　平成２６年診療報酬改定率が消費税３％
引き上げ分の補填を含み、０．９９％のプラス改定が
決着　実質０．１２％のプラス

２０１４年　（ 平成２６年 ）

　ウクライナ南部クリミア半島にロシアが軍事介
入し、ウクライナ危機が起こった年、与党は衆院
選で圧勝した。
　９０４億円の「医療・介護サービスの提供体制改革
のための新たな財政支援制度」スタート

2月13日「デンタルミーティング IN かながわ」
開催
　基調講演ではデンソー健保組合常勤顧問の赤塚
俊昭氏を演者に迎え「定期歯科健診からみえてく

連盟１０年の歩み
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るもの」と題した講演。全組合員の15年間にわた
る健康データを分析した。
　歯科健診の実施をしている事業所は非実施事業
所と比較して、医科医療費が大幅に減少している
結果が出ているとした。
6月12日　富田本連盟会長　県民功労賞を受賞。
６月20日　8020議員連盟を中心に、神奈川県歯科
保健・医療推進研究会を開催した。
　学術講演は鶴見大学歯学部臨床教授の竹内博朗
先生。石井みどり参議院議員が自民党副幹事長に
就任
9月18日　島村大参議院議員、当選後初めて地元
横浜にて「島村大君と未来の社会保障を考える会」
をロイヤルホールヨコハマにて開催した。
１１月２１日　「経済対策、消費税率10％延期の是非を
問う」として、安倍晋三首相が衆議院解散を表明。
内閣支持率が比較的高く、野党の選挙態勢が整っ
ていないと判断した。
１２月9日　次期参院選比例代表選挙候補者選考委
員会を開催。千葉県の前日歯連盟副理事長　砂川
稔先生を推薦候補者として答申
　高橋進吾氏、西村正美氏、笹井啓史氏、砂川稔
氏の4名が名乗りを上げていた。
12月14日　第47回衆議院議員総選挙　自民291議
席で圧勝　維新の会の躍進が目立った。
　　自民２９１　民主７３　維新４１　公明３５　共産２１　
　本連盟ではすべての選挙区で推薦候補者を擁立　
推薦候補者全員当選
　歯科関連議員　　渡邊孝一議員再選　白須賀貴
樹議員再選　三ツ林裕巳議員再選　

２０１５年　（ 平成27年 ）

　安全保障関連法が成立し集団的自衛権の行使が
可能になり、日本の安全保障政策の転換点となっ
たこの年、世界各地ではイスラム過激派のテロが
頻発した。　
　日歯連盟迂回献金問題が起こる。

1月23日　日歯連盟評議員会の席で、2名の評議
員から「日歯連盟が政治資金規正法に違反してい
るように見られる会計処理をしている」との指摘
あり。
2月4日　朝日新聞にて、日歯連盟、石井みどり
中央後援会、西村まさみ中央後援会各会計にかか
る迂回献金の嫌疑が報道される。
4月３０日　日歯連盟に東京地検特捜部の捜査が入
る。
7月1日　高木幹正執行部から高橋英登執行部へ
改変
9月30日　違法性なしとの日歯連盟顧問弁護団の
説明があったものの、高木幹正日歯会長（前日歯
連盟会長）、堤直文元日歯連盟会長、村田憙信前日
歯連盟副理事長の３名が逮捕される。
10月6日　東京地検特捜部の強制捜査は都道府県
連盟にもおよび、東京都、千葉県に続き、本県に
も捜査差し押さえ許可状を持参した検察官6名が
来訪。関係書類、データが押収された。
10月20日　高木氏、堤氏、村田氏が起訴される。
11月２７日　日歯連盟で参院選への砂川稔氏擁立を
見送ることが決定。参院選への対応は各都道府県
歯科医師連盟にゆだねられることとなった。
　西村まさみ氏は個人単独で民進党より立候補を
表明
　東京都歯科医師連盟及び島村大参議院議員から
は、全国比例区で立候補予定の前衆議院議員山田
宏氏を推薦支援する旨が要望された。県連盟とし
ても山田宏氏の推薦をすることを決定した。
　大久保日歯会長が９年間の会長を勇退
　日歯会長予備選において、高木幹正連盟会長が
太田氏を破り当選し6月から高木執行部がスター
トする。しかし、迂回献金問題の影響で１０月１日
山科副会長が会長代理となる。
１２月２４日　日歯会長予備選　堀憲郎先生を選出
　富田本連盟会長が日歯連盟刷新委員会の委員長
に就任　連盟の改革を託された。
2月19日　「デンタルミーティング IN かながわ」



58

を開催　川渕孝一氏による「混合診療」をテーマ
とした講演　職域代表に選考されていた砂川氏よ
り挨拶があった。
4月12日　神奈川県知事選挙　黒岩氏を推薦　当
選
　統一地方選挙　推薦議員の大多数が当選
4月26日　会員の大木哲君　大和市市長　3期目
当選
６月２５日　第６回定時代議員会で　鈴木俊介執行
部の船出が承認
　本連盟では富田会長が３期目　　　
9月24日　県歯と本連盟は自民党県議8020議連と
共に「神奈川県歯科・医療推進研究会」を開催
10月1日　ANA インターコンチネンタルホテル
において、「島村大を励ます会」を開催
　島村大議員と山本ともひろ衆議院議員の働きに
より、文部科学省に非常勤だが、2名の政務官を
設置できた。
　日本歯科医師連盟より個人として石井良雄先生
と団体として本連盟が褒賞受賞
　診療報酬改定　歯科本体0.61% アップ　　

2016年 （ 平成28年 ）

　リオ五輪が開催されたこの年、米大統領選でト
ランプ氏が勝利した。また、英国が EU からの脱
離を決定し、世界に内向きな政策が広がることが
懸念された。
　４月１４日には熊本で M7.3の地震が発生　　　

3月10日　本連盟評議員会開催　次期参院選の推
薦候補者を決定
　神奈川選挙区　三原じゅん子氏（重点候補者）　
三浦のぶひろ氏　中西けんじ氏
　全国比例　山田宏氏（重点候補者）　自見英子氏　
藤井基之氏
6月16日　参議院選挙総決起大会を県歯会館で開
催　山田宏候補、三原じゅん子候補の支援。安倍

総理のビデオメッセージを放映
　三原じゅん子候補、山田宏候補の支援者名簿提
出依頼の実施、地域訪問などの選挙戦を実施。
山田選挙は全国２７地域の連盟が選挙応援を行い、
全都道府県で一致した選挙戦とはならなかった。
組織内候補のいない選挙として全国の対応が分か
れた。
7月10日　第24回参議院議員通常選挙　与党は改
選議席を上回る70議席を獲得
　神奈川選挙区では自民党推薦の三原じゅん子
氏、公明党推薦の三浦のぶひろ氏共に当選。
　全国比例では山田宏氏、自見はなこ氏、藤井も
とゆき氏全員当選　　
　山田氏は自民党比例当選19名中12番目149.833
票獲得
　埼玉選挙区　関口昌一議員　3期目当選　西村
まさみ議員は民進党公認で立候補したが落選
7月31日　都知事選　小池百合子氏　新知事に　
9月26日　石井みどり参議院議員　2度目の消費
者問題に関する特別委員長に選任
１０月２７日　県歯創立１１０周年記念式典開催
11月　衆参議員14名を集め、「歯科口腔医療勉強
会」を山田宏議員が立ち上げた。

2017年 （ 平成29年 ）

　米国ではトランプ政権が発足し混乱が続く中、
北朝鮮はミサイル開発を加速させ発射実験を繰り
返した。

　鈴木県歯会長　　２期目
　本連盟では鶴岡裕亮先生が新会長に
2月16日　「デンタルミーティング IN かながわ」
開催。高橋日歯連盟会長と山田宏議員が基調講演
6月9日　「経済財政運営と改革の基本方針」いわ
ゆる「骨太の方針」に歯科の文言が初めて入る。
自民党総合政策集 J ファイルにも歯科のボリュー
ムが拡大し、口腔の健康が全身の健康に深く関与

連盟１０年の歩み
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していることが示された。
7月　歯科口腔保健推進室が訓令室から省令室に
格上げ
　53年ぶりに3人目の管理職（省令室長）が誕生
9月　島村大議員　参議院厚生労働委員長に就任
9月28日　衆議院解散　　野党再編のうねりが起
こり、民進党は分裂
10月22日　第48衆議院議員総選挙　自民大勝　
公明を合わせ３１３議席を獲得　　衆議院議席の三
分の二を超える。　
　森友・加計問題が安倍政権の足かせになるかと
も思われたが、政権は一定の評価を得たことにな
る。連盟推薦議員の大多数が当選　　　　　　　　
　自民２８４　希望５０　公明２９　共産１２　立民５５
　歯科関連議員　　渡邊孝一議員3選　三ツ林裕
巳議員3選　白須賀貴樹議員３選　
11月26日　「デンタルミーティング IN かながわ」
開催。元厚生労働大臣の田村憲久議員が「我が国
の社会保障制度について」と題しての基調講演
　平成３０年度診療報酬改定　歯科0.69% アップ
　治療中心から機能の維持・回復を目指すとし、
口腔機能低下症、口腔機能発達不全症の概念が
入った。
　CAD/CAM 冠の保険適用を承認
12月13日　いわゆる「４０円ルール」の見直しが中
医協で決定され、特定薬剤と麻酔の薬剤について、
控除額が40円から15円に引き下げられた。

2018年 （ 平成30年 ）

　平昌冬季五輪が開催され、日本は１３のメダル獲得
したこの年、米朝が史上初の首脳会談を開催した。

1月22日　東京地裁は迂回献金事件に関して、無
罪を主張していた日歯連盟前副理事長に対して、
執行猶予付きの有罪判決を言い渡した。
３月９日　都道府県歯科医師連盟会長会議　次期
参院選に向けて組織代表選挙に関しては、日歯連

盟が主体となっての選挙は実施しないとの発表。
各都道府県の自主性に任せるとした。
4月　「神奈川県歯及び口腔の健康づくり推進条
例」の改正が施行　「歯及び口腔の健康づくりは、
未病の改善につながるものとして、県民自らがそ
の意義を自覚して取り組むこと」を基本理念に置
いた。定期的歯科健診、医科歯科連携、ネグレク
ト、オーラルフレイルの文言が入る。
6月27日　東京地裁は迂回献金事件に関して、無罪
を主張していた前日歯連盟会長、元会長に対して、
執行猶予付きの有罪判決を言い渡した。日歯連盟に
は罰金50万円の有罪判決の言い渡しがあった。
7月20日　自民党は次期参院選における第一次候
補予定者に島村大先生を決定
8月　本連盟は次期参院選比例代表選挙の対応を
一度白紙としていたが、全国都道府県連盟の動向
を確認しつつ、統一候補を擁立し選挙を目指すと
の結論となった。
9月20日　かながわ自民党歯科保健・医療推進議
員連盟（通称　オーラルフレイル対策議員連盟）
との勉強会、意見交換会を開催
10月1日　神歯連盟 news  から神歯連盟 Times　
に広報紙の名称変更
１１月８日　日歯連盟臨時評議員会　第２５回参議院
選挙に自民党公認の高橋進吾氏を支援することが
可決。しかし高橋氏は平成３１年１月８日付けで自
身の健康上の理由で出馬を辞退
11月29日　デンタルミーティング IN かながわ開
催　　
　加藤勝信自民党総務会長が「社会保障の将来見
通しの中での歯科の役割」、有明病院歯科部長の富
塚健先生が「がん治療における口腔機能管理の現
在」と題しての基調講演

2019年 （ 平成31年から令和元年 ）

　５月１日より令和の時代が始まり、ラグビー
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ワールドカップでの日本の活躍が話題となったこ
の年、消費税が１０％に引き上げられた。
　骨太の方針に3年連続で歯科が明記され、成長
戦略実行計画の中に歯科口腔保健が記述されるな
ど歯科界にとってプラスなこともあったが、金パ
ラの高騰に伴う逆ザヤ問題が深刻となる。歯科医
療費は３兆円を超えた。１２月の診療報酬改定では
0.59％プラス

３月５日　政治資金規正法違反事件で東京高裁に
おいて、日歯連盟について控訴棄却の判決が下り
た。その後最高裁への上告を断念し有罪が確定した。
　日歯、堀会長３選が決定
　日歯連盟　高橋英登会長の続投が決定
　県歯、松井克之執行部が船出
３月２９日　日歯評議員会　次期参院選比例代表選
挙において、比嘉奈津美氏を日歯連盟として支援
することを決定
　自民党公認が下りたのは４月24日とわずか2か
月の選挙戦となった。2期5年の衆議院経験は
あったものの、全国的な知名度がない厳しい戦い
となったが、本連盟では推薦を決定し、神奈川県
歯科医師後援会を設立　後援会活動を実施
4月7日統一地方選挙　県議推薦候補者５３名当選
4月21日　大和市長選挙　大木哲先生4期目の当
選
6月20日　島村大・比嘉奈津美総決起大会を開催
　各地区でも決起大会を開催。県下を比嘉奈津美
街宣カーにて巡回。個人演説会開催
　島村大候補は県下をくまなく巡り街頭演説を行
う。連盟は地域会員と共に後援会活動を実施
　島村候補は神奈川選挙区で自民党単独候補とな
り、100万票の獲得を目指し、県下の衆参議員、
県・市町村議員、各企業、そして地域歯科医師連
盟が結束し一丸となっての選挙戦となった。
7月21日　第25回参議院議員通常選挙　　与党は
改選過半数を上回る71議席を獲得　　　
比嘉奈津美氏は次点で落選　　114.596票　自民

党候補者33名中20位
　島村大議員は全国2位の得票数91万余票で見事
に2期目の当選を果たす。　　　
10月24日　ANA インターコンチネンタルホテル
東京にて「島村大を励ます会」開催
11月28日　「デンタルミーティング IN かながわ」
開催。「今期診療報酬改定に向けて」をディスカッ
ション
１２月　「国民皆歯科健診を実現する議員の会」が発
足　　山田宏議員が事務局長
　富田篤先生　日本歯科医師連盟褒賞受賞

2020年 （ 令和2年 ）

　米大統領選挙でバイデン氏が選出されたこの
年、新型コロナ感染症が世界的に拡大し、大変大
きな影響を受ける始まりの年となった。
　2019年12月に中国湖北省武漢市から原因不明の
肺炎の集団感染が報告された。当初はすぐに収束
するとの予測もあったが、ダイヤモンド・プリン
セス号乗客感染拡大は国内に衝撃を与えた。この
新型コロナウイルス感染症は瞬く間に世界に広ま
り、３月には WHO からパンデミックが宣言され
た。日本では感染拡大を受け、４月には緊急事態
宣言が発令。様々な報道により歯科医院への受診
抑制が起こり、受診者数は激減をした。また、マ
スクやアルコール消毒液等の品薄が続き、診療に
多大な影響があった。その後一度感染者数は落ち
着くも８月、１１月には感染が再拡大し、東京五輪
も延期された。
　コロナ禍に対応して、県にマスク、消毒薬の優
先供給の願い、助成金　慰労金　優遇貸付等の折
衝をした。
　感染拡大により特に大きな影響を受けた事業者
に対しての持続化給付金制度や無利子融資、また

「新型コロナウイルス感染症拡大防止・医療提供体
制確保支援補助金」など、様々な対応あり。

連盟１０年の歩み
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6月26日　日歯連盟評議員会　次期参院選に組織
代表候補を推薦し選挙に臨むことを決定。組織代
表選挙候補者選考委員会の設置を決定した。
　選考に対して、秦野伊勢原歯科医師会・連盟よ
り会員の萩原鉄也先生の推薦あり。本連盟では評
議員会に図り、全会一致で推薦を決定し選考委員
会へ提出した。
　山田宏氏、萩原鉄也氏、西村正美氏の３氏が選
考委員会に立候補したが、選考の結果山田宏氏の
推薦が答申された。
９月１６日菅義偉総裁が誕生し、７年８か月に及ぶ
安倍政権の後を引き継ぐ。
　総裁選では、岸田氏、石破氏を圧倒しての勝利
10月30日　日歯連盟評議員会　賛成５２票　反対２０
票で山田宏氏が次期参院選推薦候補者に決定
加藤木健君　日本歯科医師連盟褒賞受賞

2021年　（ 令和3年 ）

　大谷翔平氏が MLB で MVP を獲得し、1年延
期された東京５輪が開催されるなど明るい話題も
あったこの年、新型コロナウイルスのワクチンの
接種が２月１７日スタートしたものの、感染力の強
いデルタ株が猛威を振るう。

　日本歯科医師会、堀会長4選
　県連盟　鶴岡会長続投。県歯の役員にも就任
6月16日　自民党議員156名の参加のもと、「国民
皆歯科健診実現議連」が発足
　自民党古屋圭司衆議院議員が代表発起人　事務
局長は山田宏議員　
7月　政府、自治体からの要請により、各都道府
県で歯科医師のワクチン接種の動きが活発化。神
奈川県では神奈川県宅地建物取引業協会が実施す
る新型コロナワクチン職域接種に協力した。
８月8日　横浜市長選挙。県連盟は国務大臣、衆
議院議員の職を辞し立候補した、おこのぎ八郎氏
を応援したが、次点で落選。元横浜市立大学医学

部教授の山中竹春氏が当選
9月29日　退陣を表明した菅首相の後継者として
自民党総裁選を実施
　河野太郎氏、岸田文雄氏、高市早苗氏、野田聖
子氏の４氏が立候補。県連盟は河野氏の推薦を決
定。決選投票の結果、前政調会長の岸田文雄氏が
第100代首相に選出
10月6日　島村大参議院議員　厚生労働大臣政務
官兼内閣府大臣政務官に任命
10月14日　衆議院解散　任期満了を超えての衆
院選は現行憲法の下では初
10月20日　2019年参院選の比例代表名簿で次点で
あった比嘉奈津美氏の繰り上げ当選が決定
10月31日　第49回衆議院議員総選挙　自民党は
単独過半数を超える２６１議席を獲得し、絶対安定を
確保　立民は共産との「野党共闘」が不発。100議
席を割り込む。
　自民２６１　公明３２　立民９６　共産１１　維新４１　
国民１１
　歯科関連議員　　渡邊孝一議員４選　三林裕己
議員4選
　本連盟では島村大議員の次期選挙に向かっての
重要な選挙戦との認識のもと、18地区全てで推薦
議員応援を地区連盟と共に積極的に展開。１選挙
区以外の小選挙区で当選１１、比例当選６の結果。
11月18日　本連盟デンタルミーティングを WEB
併用で開催。山田宏議員、比嘉奈津美議員、島村
大議員が出席
11月25日　「島村大政策セミナー」　ザ・キャピト
ルホテル東急で開催

2022年 （ 令和4年 ）

２月２４日　ロシアがウクライナへの軍事侵攻を開
始し、世界秩序への衝撃が走ったこの年、コロナ
禍はオミクロン株の爆発的な感染拡大が起こり、
アフターコロナをまだ見通せていない。
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　診療報酬改定　歯科0.29% プラス　
　金パラの高騰による逆ザヤ問題が依然解決され
ないため、歯科用貴金属材料の基準材料改定方式
の見直しが決定。年４回改定となった。
　「神奈川県歯及び口腔の健康づくり推進条例」の
改正時期を迎え、県歯と本連盟が協働し条例改正
に取り組む。かながわ自民党オーラルフレイル議
連と綿密な連携、勉強会を開催
　日歯連盟は、次期参院選への組織代表擁立に関
して、中央後援会を作らない形で選挙を行うこと
を決定
3月17日　県歯連盟評議員会　次期参院選への
対応として、比例区では重点候補者山田宏氏のほ
か日本医師連盟推薦の自見はなこ氏、日本薬剤師
連盟推薦の神谷まさゆき氏、全国老人福祉施設協
議会推薦の園田修光氏の3氏を推薦
　神奈川選挙区では自民党公認の三原じゅん子
氏、浅尾慶一郎氏の2名を推薦
　神奈川選挙区は補選を含め５名が当選するとい
う複雑な状況があり、5位当選では任期が3年とな
り島村選挙と重なる。よって推薦候補2名を４位
以内で当選させなければならないという厳しい選
挙戦となった。
5月17日　「自民党・スポーツ歯科を支援する議
員連盟」設立総会開催
　会長は遠藤利明衆議院議員
7月8日　安倍晋三元首相が奈良市にて、選挙演
説中に銃撃され死亡
7月10日　第26回参議院議員通常選挙　山田宏候
補は175.871票を獲得し、比例自民党10位で当選。
歯科医師ではない初めての組織代表議員が誕生。
本連盟は目標の票を上回る成果を出せた。
自見はなこ氏、神谷まさゆき氏、両氏当選
　神奈川選挙区では、三原氏が1位、浅尾氏が4
位で当選
　埼玉選挙区　関口昌一議員　４期目当選　　
10月20日　「参議院議員島村大政策セミナー」ザ・
キャピトルホテル東急で開催

１１月２０日　本連盟創立７０周年記念講演会

連盟１０年の歩み
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さらなるご理解ご協力のために
〜「連盟ガイドＱ＆Ａ」発行〜

「連盟ガイドＱ＆Ａ」の発行について

　神奈川県歯科医師連盟では2019年10月に「連盟
ガイドＱ＆Ａ」を作成しました。
　この連盟ガイドＱ＆Ａは、会員の先生方に連盟
組織及び連盟活動について、より分かりやすくご
理解いただけるような内容の掲載に努めました。
　神奈川県歯科医師会、神奈川県歯科医師連盟会

員に配布を行い、改めて連盟組織、連盟活動につ
いて再認識いただき、更なる連盟へのご理解とご
協力を深めていただきたく目的で作成しました。
　また、これから歯科医師会にご入会される先生
方にお目通しいただけるように会員各位からお勧
めできる体裁となっています。
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「連盟ガイドＱ＆Ａ」の発行について



65

かながわ自民党歯科保健・医療推進議員連盟の歩み
通称：設立当初「８０２０議員連盟」、現在「オーラルフレイル対策議員連盟」

連盟１０年の歩み

〈議員連盟の設立〉
　国が平成元年に「８０歳になっても２０本以上自分
の歯を保とう」という取り組み、いわゆる「８０２０
運動」を提唱してから２０年が経過した平成２２年当
時、歯や口（口腔）の健康を保つことが糖尿病な
どの生活習慣病の予防や介護時における ＱＯＬ

（quality of life）の向上に重要な役割を果たして
いると判明してきた時期であった。しかしながら、
歯周疾患検診の受診率は低調であり、歯周病に罹
患している成人の割合が全国平均を上回っている
などの課題が残されていた。
　これらの課題を踏まえて、歯科疾患予防や療育
支援に取り組むことによって、神奈川県の歯・口
腔の健康づくりのさらなる推進を目的として、平
成２１年１２月１７日に自民党神奈川県議会議員団の格
別な理解が得られ『かながわ自民党歯科保健・医
療推進議員連盟（通称：８０２０議員連盟）』が設立さ
れた。
　さらに歯科関連の課題の解決、歯科関連政策の
立案等について検討を行うため、神奈川県歯科医
師会、神奈川県歯科医師連盟が連携、協力の下に

『神奈川県歯科保健・医療推進研究会』が設置さ
れ、その下部組織として個別具体の課題について
検討を行うプロジェクトチームも設置がされた。
このプロジェクトチーム（ＰＴ）は「歯科保健条
例制定（条例制定）ＰＴ」、「高齢者歯科医療対策

（高齢者対策）ＰＴ」、「８０２０運動と医療費調査（在
宅対策）ＰＴ」の３つのプロジェクトチームで構成
された。

〈平成２３年３月〉
　『神奈川県歯及び口腔の健康づくり推進条例』が

「自民党議員連盟による議員立法」という手法によ
り制定された。この条例は単なる歯科保健条例で
はなく「歯及び口腔の健康づくり」が「全身の健
康づくり」に役立ち、「健康づくり」は保健に加え
て医療も必要であることを基本理念に明記したこ
とから命名された。

〈平成２６年６月〉
　条例制定後の課題検討・政策提言のため『神奈
川県歯科保健・医療推進研究会』開催された。

〈平成３０年３月〉条例一部改正
【一部改正の趣旨】
　オーラルフレイル対策や歯科と医科との連携に
よる歯科保健対策など、近年における歯科に関わ
る新たな動きを踏まえ、歯及び口腔の健康づくり
をより一層推進するため、基本理念及び基本的施
策について新たな項目が加えられた。

【一部改正の概要】
（1）歯及び口腔の健康づくりは、未病の改善につ
ながるものとして、県民自らがその意義を自覚し
て取り組むことを基本理念に加えられた。（第3条
関係）

（2）県が取り組む基本的施策として、次の施策を
加えられた。（第10条関係）
　ア　歯科と医科との適切な連携による歯及び口
腔の健康づくりに関する取組の推進
　イ　オーラルフレイル対策の推進
　ウ　乳幼児期から高齢期までのそれぞれの時期
に応じ、歯科検診及び歯科保健指導を定期的に受
けることの勧奨
　エ　保護者による適切な健康管理がなされてい
ない幼児、児童及び生徒に係る歯及び口腔の健康
づくりの推進

（3）この条例は平成30年4月1日から施行された。

〈令和４年〉
　現況に即した歯科条例改正に向けて『オーラル
フレイル対策議員連盟　歯科条例改正に関する研
修会』が開催された。
※令和４年現在、自民党県議全員がオーラルフレ
イル対策議員連盟の会員である。
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連盟１０年の歩み

顧　　問 山田吉三郎（川崎市幸区）、久保寺邦夫（秦野市）、村上健司（横浜市中区）、三好吉清（横浜市緑区）、
新堀典彦（横浜市南区）

会　　長 中村省司（鎌倉市）

副 会 長 堀江則之（厚木市）、牧島 功（横須賀市）、松田良昭（横浜市戸塚区）、新井敏二郎（横浜市磯子区）

幹 事 長 佐藤　光（茅ヶ崎市）

副幹事長 桐生秀昭（横浜市港南区）、嶋村ただし（横浜市港北区）、石井もとみち（横浜市泉区）

幹　　事 持田文男（川崎市宮前区）、小川久仁子（川崎市高津区）、しきだ博昭（横浜市都筑区）、内田みほこ（横
浜市青葉区）

会計・事務局長 いそもと桂太郎（横浜市旭区）

監　　事 田島信二（川崎市中原区）

会　　員

国吉一夫（横浜市金沢区）、舘盛勝弘（相模原市）、磯貝捷彦（小田原市）、鈴木恒夫（藤沢市）、竹内
英明（横須賀市）、向笠茂幸（足柄下郡）、杉山信雄（川崎市川崎区）、土井りゅうすけ（川崎市多摩区）、
森　正明（平塚市）、木村謙蔵（三浦市）、梅沢裕之（横浜市神奈川区）、小島健一（横浜市青葉区）、
髙山松太郎（伊勢原市）、杉本　透（足柄上郡）、国松　誠（藤沢市）、長田進治（海老名市）、加藤元
弥（横浜市西区）、横山幸一（横浜市鶴見区）

ＰＴ名
メンバー

8020議員連盟 歯科医師会 歯科医師連盟

歯科保健条例制定 ＰＴ

※桐生県議
　佐藤県議
　磯本県議
　杉山県議
　小川県議
　嶋村県議

西野副会長
土屋理事
大矢理事
苅部学校歯科保健委員長
小川地域保健委員長

平嶺副会長
島村理事長
宮坂常務理事

高齢者歯科保健・
医療対策 ＰＴ

※小川県議
　佐藤県議
　磯本県議
　杉山県議
　敷田県議
　石井県議

西野副会長
鴨志田常務理事
三國地域医療委員長

平嶺副会長
島村理事長
正木常務理事

「8020運動」と
医療費調査 ＰＴ

※嶋村県議
　佐藤県議
　磯本県議
　杉山県議
　内田県議
　持田県議

西野副会長
加藤木常務理事
鈴木常務理事
中島理事
鍵和田医療保険委員長

平嶺副会長
島村理事長
西山常務理事

※印はチームリーダー

議員連盟の設立当時の自民党神奈川県議会議員団会員名簿

議員連盟の設立当時のプロジェクトチーム
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連盟１０年の歩み

顧　　問 久保寺邦夫（秦野市）

会　　長 中村省司（鎌倉市）

副 会 長 堀江則之（厚木市）、牧島 功（横須賀市）、松田良昭（横浜市戸塚区）

幹 事 長 佐藤　光（茅ヶ崎市）

副幹事長 桐生秀昭（横浜市港南区）、嶋村ただし（横浜市港北区）、石井もとみち（横浜市泉区）

幹　　事 持田文男（川崎市宮前区）、小川久仁子（川崎市高津区）、しきだ博昭（横浜市都筑区）、内田みほこ（横
浜市青葉区）、あらい絹世（横浜市磯子区）、原　聡祐（横浜市中区）

会計・事務局長 いそもと桂太郎（横浜市旭区）

監　　事 田島信二（川崎市中原区）

会　　員

国吉一夫（横浜市金沢区）、古沢時衛（中郡）、竹内英明（横須賀市）、向笠茂幸（足柄下郡）、杉山信
雄（川崎市川崎区）、土井りゅうすけ（川崎市多摩区）、森　正明（平塚市）、木村謙蔵（三浦市）、梅
沢裕之（横浜市神奈川区）、小島健一（横浜市青葉区）、髙山松太郎（伊勢原市）、杉本　透（足柄上郡）、
国松　誠（藤沢市）、長田進治（海老名市）、加藤元弥（横浜市西区）、横山幸一（横浜市鶴見区）、河
本文雄（相模原市中央区）、細谷政幸（相模原市南区）、八木大二郎（相模原市緑区）、柳下　剛（横
浜市緑区）、守屋てるひこ（小田原市）、高橋栄一郎（横浜市保土ケ谷区）、三橋政雄（横浜市南区）、
藤代ゆうや（大和市）、山口貴裕（厚木市）、田中徳一郎（川崎市幸区）

会　　長 桐生秀昭（横浜市港南区）

副 会 長 堀江則之（厚木市）、牧島 功（横須賀市）、松田良昭（横浜市戸塚区）、持田文男（川崎市宮前区）、
土井りゅうすけ（川崎市多摩区）、森　正明（平塚市）

幹 事 長 小川久仁子（川崎市高津区）

副幹事長 嶋村ただし（横浜市港北区）、しきだ博昭（横浜市都筑区）

幹　　事
杉山信雄（川崎市川崎区）、長田進治（海老名市）、内田みほこ（横浜市青葉区）、河本文雄（相模原
市中央区）、あらい絹世（横浜市磯子区）、高橋栄一郎（横浜市保土ケ谷区）、新堀史明（横浜市南区）、
芥川薫（座間市）、山口美津夫（相模原市緑区）

事務局長 いそもと桂太郎（横浜市旭区）

事務局次長 原　聡祐（横浜市中区）、田中信次（横浜市泉区）

会　　計 永田てるじ（茅ヶ崎市）

監　　事 竹内英明（横須賀市）、梅沢裕之（横浜市神奈川区）

会　　員

小島健一（横浜市青葉区）、杉本　透（足柄上郡）、国松　誠（藤沢市）、加藤元弥（横浜市西区）、細
谷政幸（相模原市南区）、柳下　剛（横浜市緑区）、渡辺紀之（伊勢原市）、藤代ゆうや（大和市）、山
口貴裕（厚木市）、田中徳一郎（川崎市幸区）、綱嶋洋一（綾瀬市）、山本　哲（寒川町）、市川和広（藤
沢市）、川本　学（川崎市中原区）、石川　巧（三浦市）、おざわ良央（小田原市）、神倉寛明（秦野市）、
川崎修平（横浜市鶴見区）、武田 翔（横浜市港北区）、高橋延幸（足柄下）、永田磨梨奈（鎌倉市）、
枡晴太郎（茅ヶ崎市）、大村　悠（横浜市金沢区）

歯科保健条例制定時のかながわ自民党８０２０議員連盟会員名簿

現在のかながわ自民党オーラルフレイル対策議員連盟会員名簿
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　本連盟の未来を考える時に今まで辿ってきた70

年の歴史を抜きにすることはできません。そこで

私の関わってきたこの25年の歴史を顧みて、そこ

で実際に見て、学んできた事を思い出し、記憶を

整理して未来を考察する糧とできるようにしたい

と思います。

　本連盟の歴史は、先人の先生方の血の出るよう

な努力の結果であることは言うまでもありませ

ん。しかし、私が直接近くで見聞きした連盟の歴

史は1997年港北歯科医師会の会長になった時から

始まり、2005年に大森県歯会長に要請され、神奈

川県歯科医師連盟理事長に就任した時点で本格的

に関わるようになりました。その後、規約改正で

本連盟会長となり、2011年に富田先生に会長を交

代するまで3期6年にわたりその任を全うすること

が出来ました。それから更に3期6年間は日本歯科

医師連盟の監事、常任監事として日歯連の運営を

目近で見守ってまいりました。その後本連盟顧問

として5年間連盟のアドバイザーとして参加させ

ていただき、今日に至っています。

　この25年間には様々な重大問題が次々とおこ

り、政権も大きく変化し、我々をとりまく歯科医

療・保健・福祉は激変し、その対応が大変な時代

であったと今思えば感慨深いものがございます。

　日歯連盟の不祥事は、2004年に日歯臼田会長の

時代に東京地検の強制捜査を受け3つの容疑で連

盟幹部、中医協委員、自民党国会議員など16名が

逮捕され、後に2008年に有罪が確定しました。こ

の事件で歯科界は大きな打撃を受け、その後長く

冬の時代を迎えることとなりました。連盟では

2007年の参院選で自民党惨敗の中、石井みどり氏

が22万票以上の得票を得て当選することが出来ま

した。

　神奈川県では支払基金が神奈川ルールという県

独自の厳しい審査が横行し、本連盟としてはこの

ルールによって県民が不当に歯科医療から遠ざけ

られる結果を招いていると、神奈川県選出の坂井

学衆議院議員に2度にわたり国会で質問していた

だきました。

　2009年には本連盟理事長をしていた島村大氏を

参院選職域代表候補として日歯連選考委員会に送

り出しましたが、最終選考において、委員の2／3

以上の賛成がないと選考されない規定であったた

めに、苦杯をのむ結果となりました。その後選考

委員会で沖縄の高嶺先生が職域候補に選出されま

したが、8月の総選挙で民主党が圧勝して政権交

代がおこり、9月の評議員会で高嶺候補を立てて

の選挙は行わない決定がされました。

　翌2010年には大久保日歯会長は民主党系歯科医

師候補支援を示唆し、連盟もこれを承認しました。

その結果、西村まさみ氏が参院選で10万余票を獲

得して当選しました。

　本連盟では先の神奈川ルール問題に次いで、

2009年に自民党県議を中心に歯科保健医療推進議

員連盟を立ちあげていただき、県歯・連盟役員と

プロジェクトチームを作って、神奈川県歯および

次世代を担う若き会員の登用や育成が重要な課題

第八代会長　中村　昌人

未来への提言
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口腔の健康づくり推進条例の成立に向けて動きだ

しました。

　条例は2012年に成立しましたが、国会で「歯科

口腔保健推進に関する法律」が成立する5カ月前

のことでした。

　その前年2011年に日歯連会長に高木幹正氏が就

任し、島村大氏は日歯連理事長、私は監事になり

ました。

　2012年には神奈川県では自民党国会議員、県会、

市会議員と共に本連盟は協力し合って様々な問題

に取り組んできた結果、次期自民党参議院選挙神

奈川県地方区候補として日歯連盟理事長の島村大

君が正式に決定され、その後12月には総選挙が行

われ、自民党は圧勝し、安倍内閣が誕生しました。

　翌2013年の参議院議員選挙において島村大氏は

100万票以上の得票で見事トップ当選をはたしま

した。

　職域代表では石井みどり氏が2期目の当選をは

たしました。

　このあと日歯評議員会において新聞記者のいる

前である評議員は石井みどり氏への献金は迂回献

金ではないのかと質問し、それがきっかけとなり

東京地検が動き出し、2015年政治資金規正法違反

で、村田副理事長、高木会長、堤前会長が逮捕さ

れ、2018年3名の有罪、日歯連盟の罰金が言い渡

され、2020年上告が退けられ有罪が確定されまし

た。

　2004年の闇献金事件により政治資金規正法が改

正され政治団体の寄付は上限一年間5000万円とさ

れたにもかかわらず、2015年には迂回献金で法律

の趣旨をまげたものとして有罪になってしまいま

した。

　これは当時の連盟顧問弁護士のアドバイスを信

じてしまったものとはいえ無理のある献金であっ

たと言わざるを得ません。さらに歯科界内での権

力争いによって歯科界全体のダメージが大きく損

なわれ、会員の連盟離れを促したことは慙愧に堪

えないことでした。

　一方良かった体験は、神奈川ルールや歯と口腔

の健康づくり条例の時の国会議員や県会議員ある

いは市会議員との連携をもとに連盟が議員さんた

ちと仲良く意思疎通を図り、選挙に協力すること

で良い関係を作ることができました。このことが

島村議員を誕生させ、市民・県民の歯・口腔の健

康をのばすことが人生100年時代には重要になっ

てきたことを広く国民にアピールする原動力とな

ると思います。

　島村議員は県選出の議員ではありますが、歯科

医師のコロナワクチン接種への菅前総理の決断で

も大きな働きをし、歯科界のためにさまざまな活

動を行ってきました。さらに次世代を担う連盟活

動の若き会員の登用や育成も重要な課題となって

きます。

　言いたい事はまだまだありますが、紙面の都合

でこれ位にしたいと思います。これからの連盟の

発展をお祈りして私の言葉といたします。

未来への提言
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　連盟は歯科医師会員が国民への職責をきちんと
果たすために政府、地方自治体の政治家に、要望、
提言をし、それを理解する政治家を支援すること
にある。しかしそれに先んじて本会が日常生活に
おいて、口腔機能がいかに大切であるかを国民に
理解してもらわねばならない。
　この原稿をしたためている現在、ある違法な活動
をしていた宗教団体・関連団体と政治家との関係に
ついて大きな問題になっているが、歯科医師会・連盟
はあくまでも国民の健康という「幸福」のためにエビ
デンスある活動をしている。本会の目的を効率よく実
現するために、会計面を別にし、日々努力している。
　国民は本会も連盟も同じ団体と見ているが、歯
科医師会員が認識不足で、連盟の組織率は低い。
　その解決の手段として、本会会長が、連盟会長
を兼務することが望ましいと私は考える。
　近年、後継者のいない歯科医院が多いことが報
告され、歯学部の入学者が定員を満たさない大学
もある。歯科医師になっても充分な報酬が見込め
ない職種と認識されているであろう。
　こうした実情鑑み、歯科診療報酬の改善を求め、
本会、連盟は活動し続ける必要がある。
　我がこととなるが、老歯科医師が何十年も診て
きたお年寄りの義歯修理‥　少し見直して欲しい
と思う。
　連盟役員は、国民のため、歯科医師のために日々
努力し、実績を残しても、それがなかなか評価さ
れず、公の褒賞はない。
　どの国民も平和を望んでいるはず。しかし実際
には戦争、内戦、さらに国内で民族・宗教の違い
から気の毒な差別を受けている国もあるようだ。
　日々のニュース内容で、人間として一番大事な
ことは何かと、判断するのは読者、視聴者自身が
判断しなければならない。

　餃子屋さんの主人が10年前に暴力団の幹部から
拳銃で殺害された事件も一面に載る。
　地球規模の地震、気象変動による目を疑うよう
な自然災害、その一因が炭酸ガスともいわれ、電
動自動車も進む中、戦争でミサイル、原子力発電
所に向けた攻撃や放射能を含む「汚い爆弾」の使
用もあり得るだろう。爆弾、ミサイルがどのくら
い炭酸ガスをまき散らすのだろうか。アルマゲド
ンのような事象もありうるのではないか。
　戦場で、殺し合うのを望む人間は、特別な権力
を持った者、そして彼らにマインドコントロール
された人たちだけだと思う。人間は最も優れた生
き物といわれるが、果たしてそうなのだろうか、
疑われるこの頃である。
　これは最も愚かなことと考える。戦争は殺傷能
力の高いものを求め、切りのない競争をし続けて
行くことになろう。
　強力な武器の開発の副産物として、生活に有益
な物を作ることも事実だが。わが国も切りのない
軍備のための予算を増額する方向にあるようだ。
　動物でさえわが子を必死に守るであろうに、自
らの手で幼子を危める事件を目にするとき、人間
そのものも狂い始めたのか？
　戦火の地で飼い主を失った犬や猫がビクビクし
ながら小走りに、何処へ行くのか…　見るに忍び
難い映像もある。
　宇宙から地球を見ると例えられないほど美しい
星という。戦争は人間はじめ、地球上の動植物に
とっても最悪の事態を招くと考える歯科医師を政
治家として育て、応援してゆきたい。
　歯科医師も世界の平和を祈りつつ、先ずは国民
の健康のために尽力していかねばならないと考える。
　1941年に生まれ、戦後、食事もままならぬ幼少時
代を過ごした老歯科医師が、近頃想うことである。

連盟70周年に想う
　第九代会長　富田　篤

未来への提言
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　神奈川県歯科医師連盟が創立７０周年を迎えられ

ましたことを、心からお慶び申し上げます。

　さて、横歯連盟のこの１０年間の活動を回想いた

しますと、まずは「横浜市歯科口腔保健の推進に

関する条例」が、平成３１年４月１日に施行された

ことが、特筆できます。神奈川県においては平成

23年3月に「神奈川県歯及び口腔の健康づくり推

進条例」が制定されておりましたが、指定都市で

ある横浜市には口腔に関わる条例が制定されてお

りませんでした。そこで横歯連盟は、横浜市の保

健医療計画〈よこはま保健医療プラン〉および横

浜市の健康増進健康計画〈健康横浜２１〉に歯科関

連項目を充実させることに一定の目途が付いたた

め、平成２９年４月に、横歯・横歯連盟協議会にお

いて歯科口腔保健条例制定に向けて活動を始める

ことを合意しました。同年８月、横歯連盟会長か

ら自民党横浜市会議員団団長宛に「歯科口腔保健

に関する条例の制定と歯と口の健康を推進する歯

科議員団の結成について」を提出し、横歯連盟・

自民党市議団連絡協議会および口腔保健条例検討

臨時委員会設置とそこでの議論を行いました。そ

して平成３１年２月１９日の横浜市会本会議にて、こ

の条例の制定を議案として提出し全会一致で可決

承認されたことが この条例制定の概略の経緯と

なります。この条例制定により、横浜市民への横

浜市歯科医師会の歯科口腔に関わる事業の更なる

展開を横歯連盟としても願っておる次第です。

　また、令和３年８月に行われた「横浜市長選挙」

は、I Rの是非を主な争点とした、近年希に見る候

補者乱立の激しい選挙戦でありました。横歯連盟

役員が会員の協力を頂き一丸となり神奈川県歯科

医師連盟の応援もあり、国政･地方選挙においても

類を見ぬ選挙活動となりました。しかしながら残

念な結果となりましたが、この経験は今後の統一

地方選挙などに活かして連盟活動を行ってゆく糧

となると思われました。

　最後になりますが、神奈川県歯科医師連盟の

益々のご発展を心より申し上げますと共に、横歯

連盟は今後も神奈川県歯科医師連盟の活動に寄与

し、歯科界の発展へ貢献するため活動してゆく所

存であります。

横 浜 市

会 　 長
副 会 長
同
同

理 事 長
常 務 理 事
同
同
同
同
同
同
同
同
同
同
同

監 　 事
監 　 事
相 談 役

西　山　　　潔
外　池　利　夫
岡　田　春　夫
宮　治　俊　朗
新　井　宗　高
勝間田　　　聡
鈴　木　篤　茂
髙　倉　康　介
三　宅　忠　隆
齋　藤　　　牧
平　久　忠　輝
木　田　勇　人
相　庭　常　人
鳥　山　　　茂
白　井　仁　之
下　山　和　夫
葉　　　紹　誠
笠　原　一　臣
天　野　秀　二
正　木　久　秀

横浜市歯科医師連盟会長　西山　潔　
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　この度は神奈川県歯科医師連盟創立70周年を迎
えられたこと、心よりお祝い申し上げます。
　またこの70年、地域歯科医師連盟を牽引し歯科
界と政界の橋渡しへのご尽力に改めて感謝を申し
上げます。10年前、2012年の政界は年末の衆院選
で民主党政権から自民党政権へ第2次安倍内閣が
発足した年、この10年を振り返ります。

【2012年】 川崎市歯科医師連盟は田中修理事長の
元、組織代表である石井みどり参議院議員と参議
院議員選挙に立候補した島村大先生を全力で支援
していく決意をした年である。川崎市においては
歯科医師会と共に『妊産婦歯科健診』の実現を地
元市議会議員を通じて当時の阿部孝夫市長に要望
した。

【2013年】7月の参議院議員選挙と10月の川崎市長
選挙一色の年となった。
　参議院議員選挙では比例代表石井みどり候補と
神奈川選挙区島村大候補の応援に17日間奔走し、
石井みどり候補29万票　島村大候補は全国最多の
113万票を獲得し当選した。
　11月には福田紀彦新市長を表敬訪問、生涯切れ
目のない歯科健診、妊産婦歯科健診の重要性を訴
えた。

【2014年】7月『国会見学＆東京スカイツリーバ
スツアー』を開催
　11月『川崎市制90周年記念歴史絵巻パレード』
に参加。同月『川崎市歯科医師連盟・川崎市歯科
医師会・自由民主党川崎支部連合会合同研究会』
を開催し川崎市議会議員と地域包括ケア推進のビ
ジョンについて交流を深めた。

【2015年】7月の臨時総会で6代目小川淳理事長就
任、川崎市議会各党ヒアリングでは妊産婦歯科健
診と幅広い世代における歯周病歯科健診の重要性
を説明した。

　8月には本会と福田市長を表敬訪問、合同研究
会、国会見学ツアー開催、歯科保健検討会と事業
が続いた。

【2016年】7月参議院議員選挙に向けて三原じゅ
ん子候補、山田ひろし候補の決起大会を開催　三
原じゅん子候補１００万票を獲得し再選、山田ひろし
候補15万票獲得し当選。
　11月には 『斎藤文夫先生の米寿をお祝いする
会』を開いた。

【2017年】5月『川崎市歯っぴーファミリー健診』
が制定、長年の要望が叶う。
　９月28日の衆議院解散による衆議院議員選挙と
川崎市長選挙、市議会議員補欠選挙のトリプル選
挙の年になった。

【2019年】4月の統一地方選挙では連盟役員が各
区推薦候補の選挙事務所を巡り応援 県議・市議推
薦議員が当選した。7月の参議院議員選挙は島村
大候補2期目の挑戦、川崎市内を街宣する島村候補
川崎第一声に連盟関係者が応援に駆け付け、
917,058票を獲得し2期目の当選を果たした。

【2020年】2月初旬より全国的に新型コロナウイ
ルス感染拡大防止一色の年となった。
　緊急事態宣言、WHOやマスコミによる風評被
害から歯科受診抑制、窮状を島村議員、山田議員
が国に訴え補正予算で感染対策費・医療従事者慰
労金が届けられた。

【2021年】7月の総会で宮坂和弘理事長就任、8
月横浜市長選、10月川崎市長選及び市議補選、衆
議院議員選挙前にはデンタルミーティングを開催
し士気を高めた。
　今後も川崎市歯科医師連盟は川崎市民の健康の
向上、会員の医院経営の安定のため連盟活動の充
実に邁進していきたいと思います。
　末筆ながら神奈川県歯科医師連盟の一層のご発
展と皆様方のご活躍を祈念いたしまして、
創立70周年のお祝いの言葉とさせていただきます。

川 崎 市

川崎市歯科医師連盟理事長　宮坂和弘　
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理 事 長
副 理 事 長
同
同
同
同

専 務 理 事
常 任 理 事
同
同
同
同
同
同

宮　坂　和　弘
梅　田　和　裕
志　岐　　　正
福　増　久　佳
及　川　栄　郎
金　井　久　弥
榎　本　光　夫
今　井　雅　文
髭　内　宏　光
坂　井　隆　信
宍　倉　俊　介
水　田　康　裕
中　村　吉　宏
吉　澤　　　大

理 事
同
同
同
同
同
同
同
同
同
同
同
同
同

監 事
同

顧 問
同
同
同
同

相 談 役
同
同
同

久　保　泰　史
田　中　京　子
大　持　　　充
加　藤　尊　巳
海　野　倫　明
矢　島　一　成
南　　　裕　之
伊　藤　準之助
森　山　　　孝
飯　島　一　宏
原　島　　　大
久　保　直　介
中　山　恭　一
中　田　伸　一
二　川　芳　人
横　島　弘　和
田　中　　　修
井　田　満　夫
山　内　典　明
小　川　　　淳
松　山　知　明
福　嶋　　　徹
藤　波　　　洋
大　嶋　基　司
小　林　隆　志
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　私たち相模原市歯科医師連盟は、会員の先生方

に支えられながら令和5年度に創立60周年を迎え

ます。

　2011年4月〜2013年3月まで和智武夫理事長、

田成培副理事長、関英夫副理事長、保坂保副理事

長が務めました（和智武夫前理事長は、2021年11

月20日に相模原市民文化表彰を受賞されました。）

2013年4月〜2015年3月まで関英夫理事長、保坂

保副理事長、嶋田潤一副理事長、皆藤訓男副理事

長が務めました。

　2015年4月〜2017年3月まで関英夫理事長、嶋

田潤一副理事長、皆藤訓男副理事長、鈴木雄一副

理事長が務めました。

　2017年4月から地域代表者の役職の名称を神奈

川県歯科医師連盟に合わせて理事長から会長に変

更し、合わせて副理事長を副会長に変更しました。

その時新たに、理事のまとめ役として新規の理事

長職を作りました。

　そして本会の公益法人化に伴い任期の変更を経

て、2017年4月〜2019年6月まで関英夫会長、嶋

田潤一副会長、皆藤訓男副会長、鈴木雄一副会長、

菱山豪理事長が務めました。

　2019年6月〜現在まで嶋田潤一会長、皆藤訓男

副会長、鈴木雄一副会長、加藤一成副会長、菱山

豪理事長が務めています。

　また、推薦市議会議員は2015年3月まで佐藤賢

司議員、山岸一雄議員が務められました。

　2015年4月〜2019年3月まで山岸一雄議員、中

村昌治議員、阿部善博議員が務められました。

　2019年4月〜2021年7月まで中村昌治議員、阿

部善博議員が務められました。

　2021年8月から現在まで中村昌治議員、阿部善

博議員、小野沢耕一議員が務めておられます。

　そして現在までの活動としては、2014年4月に

相 模 原 市

相模原市歯科医師連盟会長　嶋田潤一　
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ホテルラポール千寿閣にて相模原市歯科医師連盟

会員家族の集いを行いました。相模原市歯科医師

連盟会員家族の総勢83名が参加されました。来賓

には赤間二郎衆議院議員、石井みどり参議院議員、

西村まさみ参議院議員、島村大参議院議員が臨席

されました。

　また、2022年3月に自由民主党相模原市連が設

立され、相模原市歯科医師連盟の政権与党を応援

するという基本方針がより盤石なものとなってい

ます。　

監　　　事

同

委　　　員

同

同

同

同

同

同

同

顧　　　問

同

同

同

同

鈴　木　　　豊

田　　　成　培

江　藤　　　満

戸　倉　瑞　木

星　　　隆　夫

菊　池　　　剛

樋　口　一　敏

奥　橋　園　子

宮　野　詳　子

秋　知　　　明

廣　井　清　智

和　智　武　夫

河　原　武　彦

相　澤　　　恒

関　　　英　夫

会 長

副 会 長

同

同

理 事 長

常 任 理 事

同

同

同

同

同

同

同

理　　　事

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

嶋　田　潤　一

皆　藤　訓　男

鈴　木　雄　一

加　藤　一　成

菱　山　　　豪

梶　野　　　尚

猫　宮　龍　彦

豊　浦　宣　行

渋　谷　浩　一

八　木　忠　幸

山　本　千鶴子

有　田　純　子

塚　田　美　紀

鈴　木　英　朗

一　戸　　　巧

佐　藤　文　彦

水　沼　信　也

千　葉　さよ子

山　畑　智　也

山　口　祏　一

田　中　雄一郎

菊　池　由　里

落　合　義　彦

野　村　　　篤
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　平成24年4月1日から令和4年8月31日までの
10年間の歩みを記載する。この10年間の歴代理事
長は、平嶺勝嗣・松井利行・原秀一の3氏である。
　連盟1年間の恒例事業は、6月に第1回定時総
会（前年度決算）、8月に市民花火大会に合わせて
の納涼懇親会（推薦議員・市長らを招待）、1月に
会員・家族のＮｅｗ　 Ｙｅａｒ　 Ｐａｒｔｙ（推薦議員・市長ら
を招待）、2月に第2回定時総会（次年度予算）等
である。連盟理事会は年6回開催。その他として
推薦議員・市長の新年会や報告会等に参加、国会
議員・市長への表敬訪問、さらに毎年、市への予
算要望のヒアリングを自民党・公明党市議団と
行っている。令和2年6月25日には念願の「横須
賀市歯及び口腔の健康づくり推進条例」が成立（10
月1日施行）。令和4年度の目玉事業である連盟単
独での「横須賀市歯科医師連盟35年の動き」記念
冊子を白黒　Ａ4 版77頁で作成し令和4年8月1
日付で発行、配布できたことは大変嬉しく思って
いる。なお、令和2～4年は新型コロナウイルス
感染拡大により多くのイベント等が中止になって
いる（総会・理事会は対面か書面議決で開催）。
　選挙関係では、この10年間で衆院選4回（平成
24年12月、26年12月、29年10月、令和3年10月）、参
院選4回（平成25年7月、28年7月、令和元年7
月、4年7月）、統一地方選2回（平成27年4月、
31年4月）が行われ本連盟推薦議員を全力で支援
している。衆院選は神奈川11区（横須賀市・三浦
市）で、小泉純一郎氏（元内閣総理大臣）の後継
者である小泉進次郎氏が平成21年8月に初当選以
来5期連続当選し、環境大臣を歴任している。参院
選は全国比例区で石井みどり氏、山田宏氏、神奈
川選挙区で三原じゅん子氏、島村大氏、浅尾慶一
郎氏が当選している。統一地方選の県議会議員選
挙は、牧島功氏・竹内英明氏・亀井貴嗣氏・石川

巧氏の４氏が連続当選し、市議会議員選挙は、青
木秀介氏・板橋衛氏・大野忠之氏・田辺昭人氏・
角井基氏・渡辺光一氏の6氏全員が連続当選して
いる。また、横須賀市長選挙は、平成25年6月に
吉田雄人氏が当選、29年6月と令和3年6月に上
地克明氏が連続当選し、国・県・市の連携で中学
校完全給食が開始し、市立初の「こども園」を実
現している。さらに三浦市長選挙は、吉田英男氏
が5期連続当選している。
　今後も、連盟として本会と連携を密にし、推薦
議員と共同して対外的な交渉にあたり、市民の暮
らしと健康を守る所存である。そして次を担う連
盟理事長・役員各位に期待している。

会　　 長
理 事 長
副 理 事 長
同
同

専 務 理 事
常 務 理 事
同
同
同

理　　 事
同
同

監　　 事
同

相 談 役
同

参　　 与
同
同
同
同
同
同

松　本　好　史
原　　　秀　一
芹　田　裕一郎
齋　藤　眞　且
関　口　一　実
小　池　軍　平
松　本　　　猛
小　野　晃　嗣
種　田　基　衛
鈴　木　伶　奈
平　嶺　倫　子
永　塚　俊　之
南　田　厳　司
大　津　久　夫
小　川　秀　人
佐々木　　　滋
松　井　利　行
原　　　慶　治
石　渡　庸　介
佐久間　博　一
※　中村　佳晃
狩　野　知　也
大　石　俊　一
藤　原　浩　彦

横 須 賀 市

横須賀市歯科医師連盟理事長　原　秀一　
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　逗葉歯科医師連盟は会員数35名で構成されてお

ります。本会会員45名で二つの行政の仕事を掛け

持ちしている状況のため、連盟のために人員を割

けない状態でした。県下の支部の中で唯一理事長

だけが決まっていて、組織化されていませんでし

た。過去には、土井孝夫理事長・故古川英雄理事

長・現在の松岡と引き継がれております。今後は

少しずつ組織体制を整えていく所存です。

　政治家との関係も、年に一度は逗子市長と葉山

町長との懇親会を持っていましたが、コロナ禍で

この二年間は実施されていません。地元の市議会・

町議会の議員とは会員各位の付き合いもあること

で、連盟は関わらないという不文律がありました。

しかし、先般の逗子市議会議員選挙に際しては、

自民党所属の4名の候補者に推薦状を出し、全員

当選を果たしました。

　当地区の国会議員の方々は、年に一度新年会に

お招きしていましたが、コロナ禍のため新年会が

実施できない状況にあります。国政選挙には、自

民党の候補には推薦状を出しています。今年の参

議院選挙では三原候補、浅尾候補に推薦状を出し

ました。

　今年12月の逗子市長選挙では、現職の桐ケ谷氏

を推薦する予定です。

　しかし政治とは関わりたくないと考えている会

員も多数あり、まとまった活動は難しい面もあり

ますが、今後は連盟の役割を理解していただくよ

う努力してまいります。

逗 葉

理 事 長

副 理 事 長

専 務 理 事

Ｄ Ｍ

監 事

松　岡　　　晃

三　壁　信　洋

佐　藤　　　格

加　藤　順　久

堀　内　　　章

逗葉歯科医師連盟理事長　松岡　晃　
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鎌 倉 市

　鎌倉市歯科医師連盟が平成16年に発足して早や
18年が経ちました。
　2013年、鎌倉市の属する神奈川4区は元々革新
系勢力が強く、自民党候補が常に苦戦する状態が
続いていました。
　2012年12月の衆院選は自民党が大勝利して政権
に復帰、経済政策アベノミクスを打ち出し日本国
民の政治への期待が高まっている機運でした。こ
の選挙で神奈川4区では浅尾慶一郎氏（みんなの
党）が小選挙区勝利、自民党の山本ともひろ氏が
比例復活当選という結果でした。浅尾氏は以前よ
りずっと鎌倉に根差して活動されており、栄光学
園出身という事もあり、会員に人気が高く、鎌歯
連盟も定例の勉強会を開くなど懇意にしてきた経
緯があります。しかし、歯科医療政策を推進する
ためには政権与党を推す必要があります。歯科医
師の立場として山本氏を推すことが重要ですが、
まだ連盟会員との関係はなかなか深まらず、地域
の市民県民の立場として浅尾氏を推すという、会
員の捻じれた心境に、鎌歯連盟としては大変難し
い対応を迫られるのが常となっていました。
　2013年7月の参院選、神奈川選挙区は、歯科医師
会会員で我々の仲間である島村大候補が自民党公
認で立候補、113万票余という全国トップクラスの
得票で当選されました。歯科医師国会議員として比
例区から職域代表の石井みどり氏と日歯連支援議
員の西村まさみ氏がいましたが、島村大参議院議員
が職域代表以上の活躍をされて会員に様々な情報
と恩恵を齎してくれること、身近な自分たちの仲間
を推していく機運が生じたことから、地域の歯科医
師連盟の役割が「次の島村選挙に向けて地域の自
民党議員の支援・連携」と明確になりました。連盟
活動が会員に理解してもらいやすくなり、良い流れ
となって現在へとつながっていると考えます。
　2014年には島村議員から、文科省高等教育局医
学教育課に複数の医師はいるが、歯科医師は非常
勤が1名だけで、これから歯学教育を充実させて

いくためにも同課に歯科医師を増員させる必要が
ある、山本議員が文科省政務官をしているので、
この件について鎌歯連盟からアプローチするよう
要請がありました。各省庁の職員数は決まってい
るので増員することはとても大変な事なのですが
山本議員は様々尽力して下さり、非常勤枠を増や
すことができました。日歯連が行うべき活動を一
地域の連盟が動き、得られた成果は歯科界にとっ
て有益なものになったものと自負しています。
　鎌歯連盟の重要な役割として、鎌歯本会の思惑を
実現させるための活動・事業の実施があります。定
例事業として、市長行政との懇談会、市議会観光厚
生常任委員会（現 教育福祉常任委員会）との懇談会
を開催し、歯科医師会の活動報告、要望・陳情、歯
科保健推進の有用性をレクチャーしています。歯周
病検診、妊産婦検診が行われるようになったり、口
腔がん検診の助成金給付等多くの成果につながって
きたと思います。また口腔保健センターの設置・障が
い者歯科診療所の開設を見据え、行政の方々に歯科
保健推進の有用性を理解してもらうため、2015年か
ら新たに「鎌倉市歯科保健・医療・福祉推進研究
会」を開催し、さまざまな講師を招聘して講演を行っ
ていただきました。この研究会は2015年から2017年ま
で3回開催されました。また、市議会議員からは2016
年に、口腔保健センターの設置・障がい者歯科診療
所の開設に関するヒアリングの意で、「鎌倉市議会　
政策法務相談」が開催されました。市議会の長い歴
史の中でも、一団体を対象として政策法務相談が行
われたのが2回目との事。特別重要な案件として市
議会が関心を寄せた結果だったと理解しています。
　その成果もあり2017年に鎌倉市口腔保健セン
ターが設置、障がい者歯科診療所も開設される運
びになりました。
　2020年コロナ禍となり、連盟事業が中止・延期、
WEB開催になるなど、活動が制限されていました
が、2022年夏にようやく行動制限が緩和されはじめ
たさなか行われた参議院議員選挙神奈川選挙区で
は、浅尾慶一郎氏が自民党から立候補し、見事当
選。自民党が三原じゅん子氏と2議席確保する快
挙となりました。神奈川4区では衆議院に山本とも
ひろ氏、参議院に浅尾慶一郎氏となり捻じれた構
図が解消され、連盟活動も行いやすくなってきたと
感じています。これからも会員の診療環境向上を目
指し、市民の歯科保健・医療の発展に寄与するた
めに、鎌歯連盟は活動していきたいと思います。

鎌倉市歯科医師連盟理事長　五十嵐史征　
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　神奈川県歯科医師連盟創立７０周年を迎えられた
こと心よりお祝い申し上げます。
　平成の時代、日歯連事件をきっかけに我々歯科
医師連盟の在り方が大きく変化いたしました。国
政に関しては日本歯科医師会と日本歯科医師連盟
の峻別により参議員の職域候補者を選考する形と
なり、それにより政党による縛りがなくなり政権
与党を支持することとなりました。政府の政権交
代による余波によりそれまで支援してきた推薦議
員との関係も難しい状況となったことは記憶に新
しいところです。特に藤沢の地は保守、革新の支
持者が拮抗しており選挙は世論に左右されやす
く、推薦議員との良好な関係を築くために歴代連
盟会長は苦労をしておりました。
　ただ、事件をきっかけに歯科業界の発展・向上
のために積極的に施策を発信し行動を起こすよう
になったため、歯及び口腔に関する法律、条例が
制定され現在に至っており、藤沢でも宮守恭子前
連盟会長の働きにより平成２７年に歯及び口腔の健
康づくり推進条例が制定されました。
　残念ながら同時期にありました日歯連盟迂回献
金問題により参議員選挙における職域推薦候補者
がまとまらず、会員に対して周知を十分が行う事
が出来ませんでした。それでも神奈川選挙区から
島村大氏が自民党の公認候補として出馬され、
トップで当選されたことで神奈川県歯科医師連盟
の方向性が定まり、各支部の選挙対策が行いやす
くなりました。藤沢の地は支持基盤が大きく分か
れており統一地方選挙と国政選挙の狭間で連盟の

支援の在り方が問題となっておりましたが、島村
氏を国政に送り出すための支援体制を築くことで
歯科医師連盟の立場を理解していただいくことが
市民目線でもわかるようになりました。島村氏の
支援の一環としてデンタルミーティングを開催す
ることで、推薦県議市議会議員は歯科業界の問題
に多く触れる機会が増え、更に島村氏と推薦議員
との交流も増えたことも支援拡大に繋がりました。
　また、藤沢市歯科医師会が公益社団法人となっ
たことでより市政との関係強化が必用となり、昭
和６３年より推薦市議会議員との間で行われており
ました歯科医療協議会の在り方や市長選における
選挙活動の重要性が以前よりも増しており、連盟
活動の大切さが会員には理解していただけたかと
思います。
　推薦県議・市議と会員との交流を深めるため、
藤沢の地の利を生かしたレクリエーション活動と
して海の家での懇親会を開催するなど厚生事業も
積極的に行ってまいりましたが、コロナウイルスの
感染拡大により公益社団法人の各種事業の延期や
中止が重なり、連盟活動も令和の時代になり困難
となりました。早く元の状況に戻れるようコロナ感
染の終息を祈念申し上げると共に、神奈川県歯科
医師連盟の今後の更なる活動に期待いたします。

藤 沢 市

会 　 長
副 会 長
同
同

常 任 理 事
同
同

会 計 理 事
監 　 事
同

顧 　 問
同

松　本　富　三
上　田　千　秋
伊　藤　保　之
薮　内　貴　章
宮　田　保　之
渡　邊　奈美子
和　田　光　利
三　觜　大　介
江　尻　　　洋
森　　　洋　行
富　田　　　篤
千　葉　俊　郎

藤沢市歯科医師連盟会長　松本富三　
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　神奈川県歯科医師連盟創立７０周年を迎えられ、

誠におめでとうございます。

　この日を迎えることができましたことは、ひと

えに鶴岡会長をはじめ、歴代の会長様、連盟役員

の皆様の並々ならぬ御尽力と結束の成果とお慶び

申し上げます。

　また、晴れの記念誌に執筆のご依頼をいただき、

大変光栄に存じます。

　大和綾瀬歯科医連盟は、2009年～2018年まで近

藤清志先生が、2018年～2020年まで山本正昭先生

が、2020年～2022年まで池田香里先生が、理事長

として連盟組織をまとめて下さいました。ちなみ

に、神奈川県歯科医師連盟副会長　徳永寛司先生

は2007～2009まで理事長を務めて下さいました。

　衆議院議員小選挙区は神奈川県第１３区『大和市、

海老名市、座間市（相模が丘地域を除く）、綾瀬

市』で、甘利　明　衆議院議員を応援させて頂い

ております。また、大和市　大木さとる市長は歯科

医師であり、緊密な連携を取らせて頂いています。

　2013年には、かねてから大和市立病院に口腔外

科の開設を要望しておりましたが設備や診療体系

に対して必要と考えられる条件を盛り込んだ『大

和市立病院口腔外科開設に関する要望書』を大和

市長に提出し、2014年５月１２日、口腔外科を開設

させて頂きました。開設に際しましては、故青木

則博先生（大和綾瀬歯科医師会　元会長）に多大

な御尽力を頂きました。現在は、要介護高齢者歯

科事業設置のため、大木さとる市長にご協力頂い

ているところです。このように、本会と連携を取

り、首長や議員、行政と協力し会員、患者様によ

り良い歯科医療サービスを提供できるように努力

して参ります。また、不安を抱えやすいコロナ禍

においても、神奈川県歯科医師連盟役員皆様のご

指導の下、会員の皆様が安定した経営基盤を確保

できる一助となるよう、連盟活動に邁進していき

たいと思います。

　結びになりますが、神奈川県歯科医師連盟の益々

の発展を祈念して、本稿を終えさせて頂きます。

大和綾瀬歯科医師連盟理事長　林　清信　

大 和 綾 瀬

理　事　長

副理事長（DM）

同（会計担当）

同

常 任 理 事

理 事

同

同

監 事

同

顧 問

林　　　清　信

土　屋　新太郎

花　村　愼　也

柴　垣　博　一

大川原　　　亨

石　田　　　健

福　西　雅　史

加　藤　陽一郎

徳　永　寛　司

嶋　村　政　博

岡　田　誠　二

（令和４年４月~令和６年３月まで）
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　神奈川県歯科医師連盟創立70周年おめでとうご
ざいます。これまでの歴代会長および執行部の先
生方またそれを支えていただいた関係者方々に感
謝いたします。
　私が生まれる以前に設立されていたと思うと戦
後復興しつつある中でご足労されたと感じます。
　私が会長就任して6年目を迎えています。10年
前、茅ヶ崎寒川歯科医師連盟前会長時代には連盟
理事で活動していました。
　ここでは、私の会長時代、平成29年以降につい
て述べさせていただきます。早速役員人事に取り
掛かり前年度の事業計画の実行から始まりました。
　先ずこの年、佐藤市長が県議のとき第110代県議
会議長に就任し、「オーラルフレイル議員連盟」の設
立いただき、本当に歯科界のことを重視してくださる
ことに感謝し、ささやかながら祝賀会を行いました。
　秋には「デンタルミーティング in 茅ヶ崎」の中
で、河野太郎大臣が外務大臣のときにご来賓ご挨
拶いただきました。
　また、このころより講演は「8020運動」から

「オーラルフレイル対策」に口腔ケアの概念が展開
した内容となりました。
　平成30年度では、「湘南3地域歯科医師連盟協議
会」が開催され「口腔ケア」により「糖尿病」「認
知症」などとのかかわり合いに焦点を広げいかに
医療費を削減し、健康寿命延伸のために議員、行
政、歯科関係者と勉強会、協議会を行ってきまし
た。同年に「デンタルミーティング in 茅ヶ崎」も
開催し、健康寿命延伸について更なる基調講演が
行われた。
　令和元年度では、湘南4支部による「デンタル
フォーラム in 湘南」を開催し、日歯連盟高橋会
長、県歯連盟鶴岡会長はじめ多くの各議員そして
先生方の中、島村大氏の選挙に向けての決意表明

もこのとき行われ、力強い歯科界のリスタートが
再確認されました。
　また、12月には神奈川県庁で首藤副知事と連盟
役員並びに永田県議、山本県議、桝県議と勉強協
議会を行い、その後中華街で食事付きディスカッ
ションとなりました。
　その後は新型コロナ感染拡大により集会が出来
なくなりましたが、本年（令和４年）久しぶりに

「デンタルミーティング in 茅ヶ崎」を開催し、星野
衆議、島村参議、佐藤市長はじめ県議、市町議員
方々と勉強協議会が行われました。特に宮坂県歯
副会長によるプレゼンは、新たに顔認証システム
導入等オンライン関係におけるサイバーセキュリ
ティーを万全にするよう実例を挙げた講演でした。
　最後に茅ヶ崎市長選が10月30日にあり佐藤光市
長候補者に県歯連盟、茅ヶ崎寒川歯科医師連盟よ
り推薦状をこのときお渡しいたしました。
　以上が今日にいたるまでの主な歩みとなります。

茅ヶ崎寒川歯科医師連盟会長　下里隆史　

茅ヶ崎寒川

会 長
副 会 長
同
同

常 務 理 事
同
同

理 事
同
同
同
同
同
同
同
同
同

監 事
同

顧 問
参 与
同

下　里　隆　史
平　田　澧　子
岡　木　秀　生
溝　上　淳　子
下　里　　　誠
西　　　耕　一
有　馬　竜　二
上　田　由利子
髙　橋　成　明
小　原　裕　美
鈴　木　裕　介
今　井　　　洋
原　　　めぐみ
飛　田　尚　慶
朝　倉　夕紀子
髙　橋　芳　典
鈴　木　淑　子
八　木　英　一
熱　田　直　也
松　井　久　芳
宮　坂　宗　行
山　田　剛　久
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　当地区の連盟活動は、昭和６３年に初代戸田裕君
を理事長として平塚・大磯・二宮歯科医師政治連
盟という名称で発足しました。以後、故 萩原芳夫
先生、故 宮尾尚文先生、有近徳幸先生、堀信之先
生、杉山元先生、岡本昇先生、小見山祥吉先生、
有近徳幸先生、秋山博先生と10代を繋いでおりま
す。（平成13年に平塚・大磯・二宮歯科医師連盟に
改称致しました。）
　平成２３年３月、第７代岡本理事長の時に東日本
大地震が発生。７月に第８代小見山理事長が就任。
２４年暮れに民主党の野田総理は衆議院を解散。１２
月に総選挙が行われ自民党が圧勝し第２次安倍内
閣が成立しました。この選挙で河野太郎氏は１９２，
６０４票と全国トップの得票数で当選しました。平成
８年より現在まで９期連続であり、この間長く御
交諠を結んで頂いております。体に気をつけられ
まして更なる御活躍をお祈り申し上げます。第９
代有近理事長は長年一市二町の歯及び口腔の推進
条例制定に力を注いできました。
　落合克宏平塚市長は平成２３年より３期連続当選
し、２８年１０月に「平塚市健康づくり推進条例」を
制定しました。中﨑久雄大磯町長は２２年より３期
連続当選であり、２９年１１月に「大磯町歯及び口腔
の健康づくり推進条例」を制定しました。村田邦
子二宮町長は２６年より２期連続当選であり、３１年
３月に「二宮町歯及び口腔の健康づくり推進条例」
を制定しました。
　令和元年７月の参議院議員選挙は、島村大（神

奈川選挙区）、比嘉なつみ（全国比例区）両氏が立
候補され、湘南４歯科医師連盟（鎌倉、藤沢、茅ヶ
崎、平塚）は、５月に藤沢商工会館でデンタル
フォーラムin湘南を開催し、熱い応援を送りまし
た。島村候補は９１万票と大量得票し当選しました。
比嘉候補は投票日２日前に２台のレンタカーで朝
８時３０分に二宮を出発、大磯を通り平塚を一周し
会員、家族、従業員の応援を受け茅ヶ崎へ向かい
ました。惜しくも次点で落選となりましたが、二
年後に欠員による繰り上げ当選の大変嬉しい吉報
が届きました。
　令和４年７月の参議院議員選挙活動は６月９日

（木）午前９時より平塚商工会議所で河野太郎国政
報告会として開催。三原じゅん子候補、浅尾慶一
郎候補、両候補のＷｅｂ参加、山田宏候補のビデオ
レターがあり、参加者は会場、Ｗｅｂと多数の会員、
家族の出席がありました。三候補揃っての当選は
大きな喜びでありました。

平塚・大磯・二宮

理 事 長
副 理 事 長
同
同

専 務 理 事
理　　 事
同
同
同
同
同
同
同

監　　 事
同

顧　　 問
同

秋　山　　　博
久保田　　　守
郷　土　恵　久
井　上　正　人
杉　山　元　彦
北　田　敏　光
露　木　弘　幸
久保田　俊　哉
中　峰　　　保
松　本　文　夫
村　田　晃　一
戸　田　篤　志
吉　田　清　人
鈴　村　佑　子
岡　本　　　曻
簑　島　利　文
増　井　峰　夫

平塚・大磯・二宮歯科医師連盟理事長　秋山　博　
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　平成17年、本連盟発足。以降17年、歴史はまだ

浅いです。本会は小田原市、箱根町、真鶴町、湯

河原町の県西地域一市三町で構成されており、広

範囲に及びます。

　当地域は、昔から保守基盤が強い土地柄ですの

で、その点会員相互間でも保守に対する認識が強

く、したがって国民皆保険制度を維持するために、

政権与党を支援するという日歯連盟の基本理念を

十分に理解し、賛同を得ていると思われます。本

連盟の誇れる点は、支部会員の94～95％が連盟会

員であるという強固な組織率であり、またその半

数近くが自民党員であることです。

　本連盟では、会員から会費は徴収しておりませ

ん。県歯連盟から交付される活動費だけが資金源

です。前述したように一市三町の広範囲の支部ゆ

え、首長、議員の数も多く、行政母体もそれぞれ

異なることから、議員を囲んでの意見交換会等は、

開催が困難になります。したがって我々の連盟活

動は、神奈川第17選挙区の牧島かれん代議士、参

議院神奈川選挙区の島村大議員、主としてこのお

二人の選挙に全力を注いでいるのが実情です。特

に島村大議員に対しては、我々は島村大応援団を

自負しております。

　本会に新入会員が入会してくる際、理事長とし

て必ず伝えていることがあります。「政治にそれほ

ど関心が強くなくても、それは人それぞれです。

しかし、先生が今後歯科診療を続けてゆくうえで、

知っておいてほしい事があります。歯科界の為に

日々汗を流して活動している神奈川県選出、県歯

会員の島村大参議院議員の存在です。ぜひ、島村

大さんの応援団の一員になってください！」この

様な話をして連盟加入を勧めております。小田原

の連盟会員、約110名、これからも微力ながら連盟

活動頑張ってまいります。

小 田 原

理 事 長
副 理 事 長

同
理 事

同
同
同
同

監 事
同

顧 問
同

県 歯 連 盟 幹 事
県歯連盟（DM）評議員
県 歯 連 盟 評 議 員

同
同

県歯連盟予備評議員
同
同

衆議院第17選挙区連絡責任者
島村大神奈川県歯科医師後援会副会長
島村大神奈川県歯科医師後援会幹事

椎　野　喜一朗

河　野　孝　栄

杉　山　　　健

大　木　克　良

金　子　　　亮

川　瀬　和　也

夏　目　宗　治

新　村　　　徹

片　山　　　仁

吉　田　太　一

安　西　順　一

河　野　　　力

椎　野　喜一朗

河　野　孝　栄

椎　野　喜一朗

河　野　孝　栄

新　村　　　徹

夏　目　宗　治

金　子　　　亮

吉　田　太　一

椎　野　喜一朗

椎　野　喜一朗

河　野　孝　栄

小田原歯科医師連盟理事長　椎野喜一朗　
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　このたびは、神奈川県歯科医師連盟創立70周年

記念誌の発刊に際し、激動の10年を会員と共に歩

んでこられた、鶴岡会長をはじめ、歴代の県歯連

盟執行部の皆様に、衷心より感謝とお礼を申し上

げます。

　思い起こせば今から10年前、東日本大震災の復

興支援が本格的に始まる中で、大規模災害時にお

ける救急医療における歯科医師の役割についての

議論を筆頭に、10年間に実にさまざまな政治課題

が出現し、特に2020年以降は、新型コロナ感染症

対策について、そして今春にはウクライナ危機を

端緒とする希少金属価格の高騰などの諸課題の解

決に向けた活動に厚木歯科医師連盟の会員が一丸

となって取り組んでまいりました。

　また、10年間に3回の衆議院解散、4回の参議

院選挙、そして2回の統一地方選挙が執行され、

その都度、厚木歯科医師連盟として髙橋庸元会長、

馬場賢輔前会長を中心に、各推薦候補の当選を目

指して活動を続けてまいりました。

　さらに、国政への要望活動と並行して厚木歯科

医師連盟独自の取り組みとして、管内の厚木市長、

愛川町長及び清川村長への要望活動や、「厚木市議

会議員との地域歯科医療をついて考える会」と題し

ての要望活動を毎年開催し、各自治体における歯

科医療政策関連事業の充実に努めてまいりました。

　2025年以降の「超高齢社会」の中で、歯科医療

の役割りはますます増大し、社会的要請にしっか

りと対応するためには、連盟活動を通じて、国及

び地方自治体の諸制度の確実な改革を推し進める

ことが不可欠です。

　これまでの10年がそうであったように、これか

らの未来が地域の皆様と私たち歯科医療界にとっ

て輝かしい時代となりますようご祈念申し上げ、

記念誌発刊にあたってのあいさつとさせていただ

きます。

厚 木

理 事 長
副 理 事 長
同

専務理事（ＤＭ）
常任理事（支部長）
同
同

会 計 理 事
理　　 事
同
同
同
同
同
同
同
同
同
同
同
同

監　　 事
同

髙　熊　達　朗
上　杉　英　作
柴　田　　　豊
佐　藤　宏　憲
秋 山　眞 一
和 田　 　力
植 木　公 一
串 田　祥 生
中 島　 　晃
鍵和田 信 行
串 田　祥 生
山 下　千 穂
鈴 木　本 彦
川 井　輝 樹
小笠原 貴 幸
森　　 厚 二
水 野　洋 一
辻 内　基 樹
北 山　博 嗣
青 木　誠 司
近 藤　　 元
会 田　喜 久
大 山　守 彦

義家弘介衆議院議員を厚木歯科医師会にお招きし、
地域歯科医療の課題等についての懇談

　2022.4 .14

厚木歯科医師連盟理事長　高熊達朗　
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　神奈川県歯科医師連盟創立70周年おめでとうご
ざいます。昭和29年設立以来本会の両輪となり、
会員のため、そして歯科医療の向上のため、御尽
力いただき役員の先生方には本当に感謝申し上げ
ます。
　政治連盟と本会の峻別を行うようにとの意向を
受け、歯科医師政治連盟から、歯科医師連盟に名
前を変えて今までに至っております。本年度より
神歯本会の一部として再スタートを切っているこ
とと思います。
　当海老名市歯科医師連盟も、これに合わせて活
動してまいります。会員のメリットになることで
の活動においては、地域歯科医師連盟は地元の市
会議員、市長をはじめとして、県会議員との付き
合いを重要視して活動してまいりました。来年度
より海老名市は県会議員が2名選出ということに
なり、次期の選挙においてどう対応していくか協
議中であります。
　海老名市は幸いなことに、現市長（内野まさる
氏）をはじめとして、市議会議員、海老名市行政
の方々、県会議員との関係は良好であります。こ
の3年間は御存知のようにコロナ禍において、な
かなか懇親を深めるという行事は難しい状況にあ
りました。その間においても、さまざまな行事に
参加させていただき、その場で意見交換等を行う
ようにして参りました。
　国会議員に関しては難しく、どの範囲まで活動
すべきか、役員会を開き未だに検討中であります。
特に次回の衆議院選には、神奈川13選挙区から16
選挙区への鞍替え等があり、今後の他地域との連
携も問題になってくると思われます。参議院選挙

は今回でもありました、自民党2名で、最低4位
以内当選にということでありましたので、対応に
苦慮したところです。次期の参議院選挙において
は、島村大議員を中心に運動してまいりますが、
また2名となると難しくなります。
　会員への周知に関しては、LINEグループを創設
し連絡しているところでありますが、未だFAXの
みの会員に関しては、本会事業も含め今後の検討
改善が必要だと思われます。
　我々海老名市歯科医師連盟は今後も地域を中心
に、会員の無理のない動員機会や、地域医療にお
ける、市民へのより良いサービスの提供と、会員
へのメリットを損なうことのないよう、執行部と
の両輪で活動してまいる所存でおります。
　連盟会員の皆様これからもどうぞよろしくお願
いします。

理 事 長
副理事長（総務）
副理事長（会計）
理 事
同
同
同
同

顧 問
同

監 事
同

県 歯 連 盟
幹 事
評 議 員
予備評議員
D M
県歯連盟情報
調査委員会

山　川　晃　司
国　分　　　真
盛　田　健　司
前　谷　　　久
千　葉　容　太
中　村　盛　幸
添　原　隆　史
坂　上　雅　史
三　宅　壯　平
志　村　　　昌
鈴　木　仙　一
石　渡　靖　夫

山　川　晃　司
山　川　晃　司
国　分　　　真
中　村　盛　幸

盛　田　健　司

海 老 名 市

海老名市歯科医師連盟理事長　山川晃司　



92

　２０１３年島村大先生が、参議院選挙に立候補し初

当選、それから毎年、座間市の遠藤市長の新春の

集い，甘利明議員の新春の集いに参加され、私た

ちの歯科医師会を強くサポートしてくれました。

　座間市は、市議会議員（最大派閥のいさま）、芥

川薫県議会議員、遠藤市長が自民党でした。座間

市、神奈川県、国が太いパイプで繋がっているの

で、座間市歯科医師連盟として活動しやすかった

です。甘利議員が立候補する１３区では、大和、綾

瀬、海老名、座間が協力し合い、デンタルミーティ

ングなどの活動をとおし、甘利議員の応援をして

います。

　２０１８年島村大座間市歯科医師後援会を結成し、

活動しやすい環境を作りました。

　２０１９年神奈川県選挙管理委員会に、座間市歯科

医師連盟を政治団体として届出をし、申告をス

タートし、歯科医師連盟のお金について明確化し

ました。

　座間市市議会議員の中で、いさま（自民党）と

はよく勉強会を開催し、懇親を深めています。議

題は今、注目されているオーラルフレイルについ

てです。市議もオーラルフレイルに関して興味が

あり、重要性をよく理解しています。座間市歯科

医師連盟は市議と協力して、座間市にオーラルフ

レイルの認知度を広めてゆきたいと考えています。

　連盟の会長になって、連盟の大切さ、初めてわ

かりました。島村議員が歯科界の為に尽力され、

感染拡大防止支援金など多くのお金が給付されま

した。歯科界をよくするには、政治が必要不可欠

ということがよくわかりました。

　県歯連盟デンタルミーティングでの勉強会はと

ても勉強になりました。８０２０運動、オーラルフレ

イル、歯と全身との関係、歯の残存歯数が多けれ

ば長寿、病気を未然に防ぐには悪くなる前にお口

のチェック、大病を起こさないためには歯周病の

チェック。日歯連盟はお口と全身に関してポス

ター作ってくれたので、患者に歯の重要性をア

ピールできました。今後、島村議員はもちろんで

すが、山田議員、三原議員にも、これからも歯科

界の為に頑張ってもらいたい。そして、日本歯科

医師連盟が掲げる歯科健診で実現する「7つのメ

リット」①お口のトラブルを未然に防げる②むし

歯早期発見、早期治療③歯周病の予防ができる④

健康で長生きできる⑤全身の病気の予防⑥高齢ま

で歯を残し元気に⑦治療費を抑えられる。日本国

民に、お口を健康にすることが全身の健康に繋が

ることを、もっともっとアピールしてもらいたい。

座間市歯科医師連盟会長　武藤　昇　

座 間 市

会 長

副 会 長

理 事

同

監 事

武　藤　　　昇

赤　羽　秀　哉

須　藤　真　行

渡　辺　　　亮

金　井　雅　仁
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　秦野伊勢原歯科医師連盟は、一般社団法人秦野

伊勢原歯科医師会と協調して会員のための事業を

遂行しています。特に、我々の声を立法府、行政

に届けるための政治活動は連盟の大切な仕事で

す。以下、当連盟の歩みを記します。

　歴代理事長は、2011年4月より守岡憲二、2013

年7月より新倉良一、2015年7月より大塚哲也、

2021年7月より新倉良一が就任しています。

　政治活動としては、当地区の衆議院選挙区は秦

野市17区と伊勢原市16区になります。17区では、

2009年4月に河野洋平代議士の後継として牧島か

れん氏を秦野市歯科研修センターにお迎えして講

演会を実施、以後引き続き応援しています。16区

では、亀井善太郎代議士の後、2012年12月に義家

弘介氏が当選し、現在も応援しています。

　参議院は地方区の島村大議員、比例区は県歯推

薦の与党議員を応援しています。

　行政との関係は大切で、秦野市では、古谷市長

に続き、高橋市長を応援し、行政と良好な関係を

築いています。

　伊勢原市では、高山市長が2012年9月の当選以

来応援しています。また、会員の萩原鉄也君が2012

年9月に伊勢原市市会議員に当選しました。２期目

も当選しています。伊勢原市の健康いせはら２１計

画の基本方針４本柱の一つは、“歯・口腔の健康づ

くり”です。伊勢原市と風通し良く、歯科保健に対

して多くの理解が得られました。なお、コロナ下で

は実施していませんが、以前は、両代議士、両市

長とも、年末の当会会務報告会に出席してくれて、

会員と親交を深めています。以上、連盟は、会員

の声を中央に届けるための活動を続けています。

理 事 長
副 理 事 長
同
同

理 事
同
同
同
同
同
同
同
同
同
同
同
同
同

監 事
同

顧 問
同

新　倉　良　一

前　島　洋　一

山　田　敏　勝

萩　原　鉄　也

鎮　目　正　美

清　田　耕　造

渋　谷　良　江

越　光　義　明

関　　　英　雄

北　村　政　昭

佐　藤　　　満

髙　橋　滋　樹

添　田　博　充

和　田　金　介

山　口　　　徹

田　中　裕　介

平　野　壯　明

清　水　　　崇

田　代　圭市郎

石　倉　英　治

大　塚　哲　也

井　上　　　泰

秦野伊勢原

秦野伊勢原歯科医師連盟理事長　新倉良一　
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　平成7年（１９９５）４月 田村良三先生の尽力によ
り足柄歯科医師政治連盟が発足しました。連盟は
歯科医師会と車の両輪と言われ、歯科医師会の事
業が円滑に進むよう、対外交面を担う活動から始
まりました。近年　歯科界の展望は今まで以上に
会員が政治に目を向け、政治力に頼らねばならな
い現状であります。また、地域医療の伸展と確立
の為には、行政との協力体制が必要であり、当地
区では首長の時局講演会の開催を通じて、対話・
懇親を深め、支援要請し、事業を展開しています。

当地区での選挙は一市五町の行政支援でありま
す。結果を見ますと
平成２７年４月１２日　県知事選挙　　黒岩祐治知事
平成３０年１０月２３日　中井町長選挙　杉山祐一町長
平成３０年１２月9日　大井町長選挙　小田真一町長
平成31年4月7日　県議会選挙　　杉本透県議
平成31年4月21日　開成町長選挙　府川裕一町長
平成31年4月21日　�南足柄市長選挙　加藤修平市

長
令和元年7月21日　島村大氏当選
　　　　　　　　　�第25回参議院選挙神奈川選挙

区　島村大　2期目の当選
令和元年11月14日　組織力強化対策協議会

－令和元年度組織力強化に関する協議会－
県歯会館開催、足柄組織率100パーセント。

令和元年11月28日　�デンタルミーティング、幹事
会・DM会合同会議

島村大参議院議員　診療報酬への願い
令和2年6月17日　�県歯連盟評議員会 

新型コロナウイルス感染拡大
対策防止として書面決議

令和3年9月5日　�松田町長選挙　本山博幸町長
再選

令和3年10月31日　牧島かれん氏再選
　　　　　　　　　�第49回衆議院選挙神奈川17区

牧島かれん氏当選
令和4年2月17日　政連から連盟へ
　　　　　　　　　�総会にて足柄歯科医師政治連

盟から足柄歯科医師連盟への
名所変更議案が承認された。
県下名称変更最後の連盟。

　　　　　　　　　コロナ禍 宴会中止続く。
令和4年6月23日　島村大議員WEB国政報告会
　　　　　　　　　�県歯連盟と総会がバッティン

グした為WEB開催
令和4年7月10日　�山北町長選挙　湯川裕司町長 

4期目当選
第26回参議院選挙　比例区　山田宏氏当選

神奈川選挙区　三原じゅん子氏当選
浅尾慶一郎氏当選

令和4年10月20日　�島村大政策セミナー：キャピ
トルホテル東急

　　　　　　　　　�顔ぶれは小泉進次郎氏・菅義
偉氏・河野太郎氏・・・

　　　　　　　　　楢山・海瀬参加

次期参議院選 総戦力で戦う決意を確認しました。

足 柄

理 事 長
副 理 事 長
同

専 務 理 事
理 事
同
同
同
同

監 事

楢󠄀　山　義　彦
三　橋　英　文
藤　井　俊　治
村　山　直　基
小　山　浩　介
金　子　　　勝
惠　　　周一郎
村　山　直　基
齋　藤　大　輔
渋　谷　広　之
辻　村　文　也

足柄歯科医師連盟理事長　楢山義彦　
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　私が神奈川県歯科医師連盟に入れていただいた
のは、平成２年に横浜市保土ケ谷区のビジネス
パークで診療所を開業した時です。30歳でした。
以来、地域の多くの患者さんたちと接する中で、
歯科医療のみならず、人生や哲学、経営のことま
で、実に多くのことを学ばせていただきました。
　健康で長生きするには国の社会保障が必須で
す。一方、急速に少子高齢化が進めば財源は尽き
てしまいます。ではどうするか。私は日々診療室

から社会を眺め、いつか自らの手で、持続可能な
社会保障制度を構築したいと考えるようになりま
した。人生のうち、自立して健康で自分らしく過
ごせる期間をなるべく長くすること、それが「健
康寿命延伸」です。
　連盟入会から23年後。機は熟し、この「健康寿
命延伸」を公約に掲げ、平成25年に神奈川県選出
の自民党公認候補として参議院選挙に出馬、初当
選を果たしました。2013年、53歳の時です。

①２０１３年（1年目）　初当選
7月21日、神奈川県歯科医師連盟の皆様の絶大なご支援
のもと初当選。国会議員1年生となりました。
歯科の職域代表ではなく神奈川県選出。歯科だけでなく、
ありとあらゆる分野に精通しようと一生懸命でした。
８月２日 初登院

②２０１４年（2年目）　参議院 ODA 調査派遣　
参議院では任期6年の間に1度、ODA（政府開
発援助）調査のために途上国を視察します。こ
の年はフィリピン、ベトナム、モルディブ、カ
ンボジアの4カ国を訪問。
マレ島に向かう議員団

島村大の10年 2013年～2022年　―神奈川県歯科医師連盟と共に―

③２０１５年（3年目）　参議院政策審議会でテーマ提
供「損税」
年末の診療報酬改定を見据え、参議院政策審議会

（勉強会）で、医療費にかかる消費税問題を取りあ
げてもらいました。現場の代弁者として、損税の問
題点と現状について熱弁。
6月24日　参議院政策審議会

島村大の10年
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⑥２０１８年（6年目）働き方会改革
関連法案が成立
一定以上の時間外労働への罰則
や、「同一労働同一賃金」へ向けた
規定の整備など、時代に即したこ
の法律の成立は、参議院厚生労働
委員長としての大仕事でした。
6月28日　厚生労働委員会
6月29日　参議院本会議

⑤２０１７年（5年目）厚生労働委員長就任
厚生労働省設置法改正案は、厚労省のトップ

「事務次官」と同クラスのポスト「医務技官」
を新たに設置する
という法案です。厚生労働委員会で私が質問
に立ち、「歯科口腔保健推進室」についても聞
いてみました。この質問が、のちの省令室化
への大きな一歩となりました。11月には参議
院厚生労働委員長に就任。
6月8日　省令室ペーパー
11月1日　厚生労働委員長就任

④２０１６年（4年目）初めての
代表質問
通常国会での厚生労働委員会
で、歯科衛生士と歯科技工士
の重要性をあらためて訴えま
した。
また、11月には厚生労働委員
会筆頭理事として、初めて本
会議の代表質問に立ちました。
4月21日　参議院厚生労働委
員会

島村大の10年



97

⑦２０１９年（7年目）2期目再選！
初当選から6年。あらためて「健康寿命延
伸のために！」「医職住、日本一の神奈川
に。健康長寿、世界一を神奈川から」を公
約に掲げ、見事再選。選挙後、国民歯科問
題議連の事務局長を拝命し、総会や勉強会
を活発に開催。
7月　　　猛暑の選挙戦
7月21日　二期目当選！
10月4日　選挙後初登院
11月26日　診療報酬改定勉強会
11月28日　菅官房長官へ要望

⑧２０２０年（8年目）新型コロナ感染拡大
国を挙げてのコロナ対策に奔走するとともに、コロナ禍
における歯科医師の役割を模索。4月からは歯科医師の
PCR 検査協力が可能となりました。
7月29日　羽田空港検疫所視察
8月27日　厚生労働部会

島村大の10年
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今後に向けて

　神奈川県歯科医師連盟の皆様の後押しにより、
この10年の間、走り続けることができました。こ
こにあらためて深く感謝の意を表します。当選当
時は、皆様へご恩を感じつつも「神奈川県選出の
身、歯科だけを間張るわけにいかない」とも考え
ていました。しかし10年経った今、「神奈川の、歯
科医師の参議院議員」として、国会においても、

神奈川県においても多くの方々が認識くださるよ
うになりました。その上で私を頼ってくださった
り、ご指導くださったりしています。これからも、
選挙区選出の医療人の議員として、「医療のことな
ら島村さんに」と気軽に聞いてもらえるような存
在でありたいと思います。「国民目線」と「現場主
義」、この言葉を心に掲げ、皆様とともに次の10年
も歩んで参ります。引き続きよろしくお願い申し
上げます。

⑩２０２２年（10年目）コロ
ナの収束に向けて。希望
する全ての方へワクチン
が行き渡るように
年明けからワクチンの確
保や市町村、職域、学校、
大規模会場などそれぞれ
の接種体制の整備に尽力。

（左）ファイザーワクチン
の搬入出

（右）ワクチン接種の工程

⑨２０２１年（9年目）厚生労働大臣政務官兼ワク
チン推進担当大臣政務官就任
4月23日、ついに歯科医師によるワクチン接種
が認められました。10月からは厚労大臣政務官
として国のコロナ対応に奔走。
10月6日　大臣政務官就任
10月6日　大臣政務官辞令交付

島村大の10年
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編 集 後 記

　神奈川県歯科医師連盟創立70周年にあたり、11月20日に県歯会館にて創立70周年記念講

演会を開催することができました。前内閣総理大臣の菅義偉衆議院議員・河野太郎デジタ

ル大臣をお招きして講演会を実施し、多くの参加者を迎えることができ盛会に終わりまし

た。また、70周年を記念して記念誌を作成することになりました。

　前回の60周年でも記念誌を発行しています。この記念誌の目的はこれまでの10年を振り

返ることで、足跡をしっかり残すことにあります。10年の記録は本連盟の機関紙である「連

盟NEWS」とそれに引き継いだ「連盟TIMES」です。それを中心に記念誌を編綴してき

ました。

　そこで、記念誌の編綴にあたり、お忙しいのにも関わらず急な原稿依頼に快くお引き受

けいただいた先生方、診療時間を裂いて編集していただいた広報委員の方にこの場をお借

りしてお礼申し上げます。また、原稿依頼や校閲の調整をいただいた神奈川県歯科医師会

事務局や全体の編集やアドバイスをいただいた神奈川新聞社の方にも御礼申し上げます。

　10年を振り返ると、神奈川県歯科医師会の広報誌における紙媒体からの脱却があり、ホー

ムページの拡充・SNSによる情報発信というDX（デジタルトランスフォーメーション）

の波がありました。本連盟では紙媒体にこだわり、手にとって読んでいただけることを大

切に考えていきました。一方、連盟の機関紙の編綴に関してもデジタルデータの活用や、

インターネット：ホームページ、SNSを活用するようになりました。デジタルの波が私た

ちにも押し寄せてきました。

　総括的にこの活動を思い起こすと島村大先生と一緒に歩んだ10年だったのではないで

しょうか。島村先生は日歯連盟会長を歴任され、歯科業界の意見や要望を国の政策に効率

的に反映させるためにはどうしたらいいかを真剣に考えて、行動に移している方だと思い

ます。精励して地区からの出馬したことを私たちが応援している所以がそこにあります。

この10年でこう云ったことを広く連盟会員に伝わったと思います。また、2021年より各選

挙区に担当を置くなどして細かい、無駄のない連盟活動を心がけ、会員に対して理解しや

すい連盟になっていると強く訴えたいと思います。

　最後に鶴岡会長をはじめ神奈川県歯科医師連盟の諸先輩方の努力に深く敬意を表すと共

に、引き継がれていく連盟組織を今後も次の世代へと継承していただき、持続可能な組織

づくりの援助となりことを祈念して編集後記とさせていただきます。

                           

                                                           　� 　神奈川県歯科医師連盟

                                                              � 　　広 報 委 員 会

                                                     �    　　委 員 長　　金井　久弥



委員　 原 　宣道
　Gmail などメールソフトでもお馴染みの「アーカイブ」という単語はデータ群を纏めて一体で
保存する意味の IT 用語です。但しそこには単なるデータ保存ではなく「未来につなげる」とい
う意味が内包されています。昭和的言い回しでは「永久保存版」でしょうか。広報委員会の末席
に名を連ね1年余り、門外漢の私にとって記念誌編纂を通じ県歯連盟最近10年のアーカイブを具
に知る機会を得たことは貴重な学びでありました。

【担当役員】
副会長 　長崎 康俊

　70周年という大きな節目を迎え、振り返れば島村大参議院議員の初当選から供に歩んだものと
考えます。本連盟にとっても大きな変革があり、より良い方向に向かった10年であったと感じて
います。歯科医師会運営に連盟活動は絶対必要なもので、これからも会員皆様のご支援をお願い
したく存じます。広報委員会の皆様ありがとうございました。

理事長　 川越 元久
　70周年記念誌に携わったことによって、本連盟のこの10年は島村議員の歩みとともにあったこ
とがよくわかりました。時系列に整理されたことによって、記憶がよみがえり大変思い出深い記
念誌です。会員の先生方にも是非隅から隅までお読みいただきたいです。年末年始を返上して校
正にあたってくださった広報委員会の先生方に深く感謝し、次の80周年に向けて新たな歩みを始
めた本連盟のさらなる発展を期待したいと思います。

常務理事　山田 剛久
　70周年記念誌編纂という名誉ある仕事に携わらせていただいたことに感謝致します。先達であ
る偉大な諸先輩方の熱い思いが少しでも会員に伝わることを願います。ダーウィン曰く、進化と
は変化に適応するものが生き残ること。連盟が時代の変化にいかに順応してきたか。伝統とはた
ゆまぬ変革の継続であることを実感致しました。

委員 　飛田 　暁
　広報委員として連盟広報誌の編集を12年ほどお手伝いさせていただきましたが至らぬ点が多々
あったことと思います。60周年記念誌に続き今回の70周年でも携わらせていただき光栄に思いま
す。コロナ禍が続く中、70周年記念誌編集にご尽力いただいた諸先生方、事務局職員に大変感謝
申し上げます。

神奈川県歯科医師連盟　
広報委員会（創立70周年記念誌作成委員会）

【事務局】
事務局長　花木 隆之　　　事業部長　高橋 好久　　　事業第２課長　杉本 淳也
事業第２課主事　魚野 裕実加
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